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序　十八時間前







「まもなく、世界が滅ほろぶ」




　青髪がみの少女は、火ひ魅み亨とおるの顔を見つつ、そう断言した。

「明日の正午きっかりに、世界が滅ぶ」

　真まっ直すぐな視線、迷いを感じさせない凛りんとした視線で、青髪の少女は断言した。




「…………」

　見つめられた火魅亨は目を逸そらし、窓の外を見た。

　窓の外には、滅めつ亡ぼうの風景が広がっている。

　滅亡の瞳ひとみが、遥はるか上空から地上を睥へい睨げいしている。

　凍いて付ついた虚きよ無むのような瞳が、無感情に世界を見つめている。

　世界の誰だれも気付かない……しかし確かな滅亡の瞳が、地上に迫せまっている。




「防ぐ方法は、たった一つしかない」

　テティスと名乗った青髪の少女は、火魅亨の方を見つめたまま、揺るぎ無く言った。

「滅亡の時までに、その原因となっているモノを、世界から取り除くしかない」

　少女は、冷たい言葉を事務的に吐はいた。

「滅亡の原因を、世界から取り除く……つまり」

　少女は表情を変えず、言葉を続ける。

「つまり、世界から、キミを取り除けばいい」

　少女は、瞬まばたきもせずに断言した。

「滅亡の時までに、キミが死ねばいい」

　少女は口調を変えず、結論を言った。

「キミが死ねば、世界は助かるんだ。『世界の卵ユグドラシル』火魅亨君」




　かちっ。

　部屋にある磯いそ巾ぎん着ちやく型の置時計が、四月二十七日金曜日、午後六時を指し示した。

　世界の滅亡まで、あと十八時間。







一章　二十八時間前～二十六時間前







　かちっ。

　枕まくら元もとの黒いデジタル時計が、四月二十七日金曜日、午前八時を指し示した。

　世界の滅亡まで、あと二十八時間。




　火ひ魅み亨とおるは目を覚まし、目の前、枕元にある黒いデジタル時計を見た。

「あ」

　思わず声を出だして二、三回瞬きし、目に映ったモノをもう一度確かく認にんする。

　四月二十七日、金曜日。午前八時。

　目の前の黒いデジタル時計は、確かにその時刻を表示していた。

「…………」

　目を開けたまま、同じ姿勢のまま、一人考える。

　よし、ちょっと現状を整理してみよう。

　まずおれは今、布ふ団とんの中にいる。さっき、目を開けた。

　つまり今まで寝ねていて、そして今まさに目を覚ました、という事だ。

　そして枕元、ちょうど目の前にあった黒いデジタル時計を視界に入れた、と。

　……うん、ここまではいい。ばっちり明白だ。そして、

　四月二十七日、金曜日。午前八時。

　よし、ちょっと考察しよう。姿勢を動かさずに更さらに考える。

　デジタル表示によると、今日は金曜日らしい。つまり平日だ。平日、つまり学校へ行く日だ。今日は学校へと、市立箱はこ内ない高等学校へと登校しなければいけない日です。

　素す晴ばらしい。一点の曇くもりもない流れるような論理展開だ。

　では、更に考察を深めよう。今日は平日です。つまり、いつも通り午前八時五十分から一時間目の授業がある予定で、更に八時半からホームルームがある筈はずで、という訳でその時間までに教室に入っていなければいけない計算で、そしてこの家から学校へは確か徒歩で二十分くらいの距きよ離りで、つまりまあ八時過ぎにはこの家を出ないといけない結論で、

　そして、今おれは布団の中にいて、今ちょうど目覚めたばかりで、

　もう一度、時計を見る。

　午前八時。

　かちっ。

　午前八時一分に、なった。

　ええと、つまり八時過ぎにはこの家を出ないといけない筈で、そして今は午前八時一分な訳で、しかしおれは今布団の中で目を覚ましたばかりで、つまりこれまで出てきた全すべてのロジックとこの現状を総そう括かつして結論として導き出される唯ゆい一いつの事情は、

「寝ね坊ぼうしたあああああああああああああああ！」




「ああああああああああ！」

　叫さけんで、布団からガバッと立ち上がる。

「ああああああああああああああ！」

　息を切らさないまま掛かけ布ぶ団とんを蹴けり上あげた勢いで寝ね間ま着きの上下を一動作で脱ぬぎ捨すてたその動きで吊つるしてある制服一式を手に取った流れで部屋のドアを開けその足でどどどどどどどどと廊ろう下かを走りながらその動作を止めずに制服を着、廊下の途中にある洗面所でマラソン選手の給水のように口だけを漱すすいでそのまま走る。残念だが日課の朝トイレも今日は見送るしかあるまい。これが後々どんな惨さん劇げきを齎もたらすかはまだ分からないが今は兎とに角かく走るしかない。すでに過去など要いらない未来もないただ前へ――。

　ちょうどいい感じに脳みそが泡あわ立だってきた所でやっと居間に着いた。居間の古めかしい柱時計が、怒おこったような八時二分の表情でこちらを出で迎むかえる。全く、なんでこんな時間まで寝ていたんだ。誰か起こしてくれればいいのに。

「あ」

　そこまで考えて、やっと同居人の事を思い出した。

　半月程ほど前から、この家には自分の他ほかに女の子が二人住んでいる。それぞれ名前を白しら瀬せ優ゆう輝き、黒くろ部べ理り香か。別名をそれぞれセフィエル、ベルセルメルゼル。別名を見ても分かるように、この二人は真っ当な人間じゃない。セフィエルこと白瀬優輝は天界から来た天使さん、そしてベルセルメルゼルこと黒部理香は魔ま界かいから来た魔族。二人とも、おれと一体化している『世界の卵ユグドラシル』を回収しに人間界へ――って、その辺の話はまた後で。

　居間片かた隅すみの鏡台に座すわって、大急ぎで寝ね癖ぐせを直し髪を整える。水をぶっ掛けるように髪を湿しめらせてドライヤーを全力解放して濡ぬれた髪を一気に乾かわかして……

「ん？」

　そこで初めて、目の前の鏡の片隅に映る「その人ひと影かげ」に気がついた。

　その人影。居間のど真ん中に横たわる、その人影。

　居間のど真ん中で、一人の女の子が寝ね転ころがっている。

「え」

　かちっ。ドライヤーをオフにし、鏡を、鏡に映る人影をまじまじと観察。

　居間に寝転がる人影は、箱内高校の女子の制服を身に纏まとっていた。

　箱内高校の女子制服を着た女の子が、午前八時、居間のど真ん中で寝転がっている。

　輝かがやくようにツヤツヤと流れる赤い髪、負けん気の強そうな生意気そうな表情。「若い」と「幼い」のちょうど際きわどい中間点にいるような外見と雰ふん囲い気き。高校の制服を着た少女が、居間のど真ん中で、はしたなく無防備に横を向いて寝そべっている。

「むにゃ……」

　少女は、横になったまま息を吐いた。

「ぐう」

　息を吐く少女のその背中には、天使の翼つばさが生えている。

　それは実体のない幻げん影えいのようなものらしく、制服の背中部分をすり抜ぬけて少女の背面に実体化し、居間の床ゆかを透とう過かしてそのまま床ゆか下したへと消えていっている――

　って。

　亨はドライヤーを置き、振ふり返かえった。

　翼を持つ少女白瀬優輝は、そこにいた。居間のど真ん中、制服姿で寝転がっていた。

「ぐぅ……」

　優輝は、座ざ布ぶ団とんを枕まくらにしたまま目を閉じたまま、幸せそーに鼻から息を吐いた。

　その左耳に付けられた十じゆう字じ架か形のイヤリングが、しゃりん、と音を立てる。

「むにゃ……すぅ」

　優輝は、居間のど真ん中で、寝ていた。

　亨は、鏡台から立ち上がり、そして怒ど鳴なった。

「こらああ優輝いいいいいい！」

　居間のど真ん中、制服姿で二に度ど寝ねしている同居人に向けて、怒鳴った。

「遅ち刻こくするぞおおおおおおおおおおおおお！」




　かちっ。

　居間の古めかしい柱時計が、午前八時五分を指し示した。

　ホームルーム開始まで、あと二十五分。




「……ん」

　優輝は寝転がったまま、もぞっ、と身体を動かし、そして、

「ぐぅ…………」

　寝た！　また寝やがった！　至近距離で怒鳴ったのに！　なんてヤツだ！

「ぐぅう…………アンタが今回の敵ねぇ……むにゃ」

　寝ね言ごとまで言ってる！

「バトル開始よ……覚かく悟ごしなさい……ぐぅぅ」

　バトルの夢とか見てる！

「私の『金枝ミストル：：空想創生アイン・ソフ・オール』その身で受けなさい……うふふ……」

　右手に、雷らい槍そうを顕けん現げんしてる！

「ふふ……うふふ…………覚悟……かかってきなさい……」

　どんな夢を見てるんだ、一体。っていうか……雷の槍やり？

「え」

　二度寝で夢を見ている少女の右手に握にぎられているモノを、見る。

　雷の槍。優輝の右手に、光ひかり輝く神槍『空想創生』が、実体化していた。

「んふ……」

　自らの『金枝』を右手に持ち、二度寝の制服少女は畳たたみの上をずりずりと蠢うごめく。

「お、おい」

　亨は、思わず声を掛けた。

　声を掛けつつ、思い出す。天使や魔族は、それぞれの体内に溜ためているＭＰ（ｍｅｄｄｌｅ・ｓｏｍｅ・ｐｏｗｅｒ）を消費し、『現世干かん渉しよう力』という超ちよう能のう力りよくみたいなワザを発動できる。文字通り、その意思により『この現世』を部分的局所的に改変する力だ。

「ぐう……」

　現世干渉力の中でも、特とく徴ちよう的てきで共通的なのが『金枝』。天使や魔族がその力によって人間界に具現化させるそれぞれ専用の道具だ。それは大たい抵てい武器の形をしており、また、更なる現世干渉力発動の媒ばい体たいとなる。天使や魔族はまずその力によって『金枝』を実体化し、その後、それを媒ばい介かいにして各おの々おの様々な固有能力を発動する事となる。

「ぐぅ……すぅう…………すう」

　だがこの『金枝』。使うのは便利なのだが、勿もち論ろんデメリットもある。『金枝』実体化とその維い持じには、大量のＭＰを消費するのだ。『金枝』を長く実体化させていればいる程、強く現世干渉力を使えば使う程、その体内のＭＰはどんどん減少していく。

「むに……むにゃ」

　天使や魔族にとって『人間界に存在し続ける』という行こう為い自体が小規模な現世干渉力の賜たま物ものだ。体内残存ＭＰがゼロになってしまうと、この最低限干渉力も消失してしまう。ＭＰ消失に比例してその身体が色をなくし透すけていって、ついには完全に消えてしまう。それぞれ天界・魔界へと帰ってしまい、人間界での人格を失ってしまうのだ。

「ぐぅ……ぐぅうう……すぅ」

　更に優輝や理香は少し前、とある事情で自らの力でＭＰの生成が出来なくなってしまっており、それぞれ常にＭＰの欠けつ乏ぼうを抱かかえながら人間界で生活していて……

「んむー」

　つまり、不用意な長期間の『金枝』の実体化や、無計画な大規模現世干渉力の発動は、そのままその存在の消失に繋つながってしまいかねない行為であって……

「すぅ…………ぐう」

　なのに。亨は、優輝を見た。

　なのに今、優輝は彼かの女じよの『金枝』を、その手に握っている。具現化している。

「むにゃ……むに…………」

　バトルの夢を見て寝ぼけて『金枝』を実体化して、そのままそれを維持して、

「むぅ…………バトル開始よぉお…………」

　ただでさえ足りないその体内のＭＰを、どんどん消費して、

「魔族めぇえ……」

　つまり、その体内のＭＰは、そろそろほぼ枯こ渇かつしかける筈で、

「かかって……きなひゃいい……」

　寝言を言うその身体が、透けだした。

「え……」

　槍の輝きに照らされるその身体が、じわじわと色をなくしてゆく。

　この世から消えゆこうとする優輝を前に、亨は叫んだ。

「えらいこっちゃー！」




「こら、優輝ー！」

　変わらず平和に眠ねむり続ける優輝に向かって、怒鳴る。

「お前、身体が透けてるぞコラー！」

　我ながらとてもシュールな叫びだ。身体透けるってなんだよ。幽ゆう霊れいか。

「お前、ＭＰ尽つきかけてるって！　身体が消えそうになってるぞコラー！」

「ん……」

　優輝は寝転がったまま、少しこちらの言葉に反応し、そして、

「ぐぅ…………」

　寝た！　三度寝やがった！　身体が消えかけてるってのに！　なんてヤツだ！

「くそっ」

　焦あせった頭で、考える。ええと、どうすればこいつを助けられるんだ。そうだＭＰの補ほ充じゆうだ。こいつは今『金枝』の過か剰じよう維い持じによりＭＰ切れを起こしている。大量のＭＰをその身体に注ぎ込むしかない。朝っぱらから何やってんだもう！

「じゃあ、今すぐＭＰ補充開始するからな、おい」

「ぐぅ…………ぐぅう……すうう」

「現在、要救護者意思喪そう失しつ！　これより救護活動を開始する！」

　もう一つ復習。この自分火魅亨は、大規模なＭＰ発生装置『世界の卵』をこの身に宿している。そこからは自動的に桁けた違ちがいの量のＭＰが生成され、これまた常に周囲に溢あふれ出し続けている。これは直接このまま天使や魔族に注入する事が出来、その注入効率は両者が近づけば近づくほど・触ふれ合あえば触れ合うほど高くなる。

　最近とある事情で自らＭＰを生成出来ない状態になった優輝や理香。彼女らがそれでも今現在実体化し続けていられるのは、こうして『世界の卵』たる自分と同居している（＝常に近くで生活し、溢れ出でるＭＰをその身に補充している）から。言ってみれば二人は充じゆう電でん式しきの電化製品、おれはその充じゆう電でん器きといった所か。

　……しかし、今現在の優輝のＭＰは深刻枯渇中。普ふ段だんの「接近」によるＭＰ補充では追いつきそうにない。こうして見ている間にも、その身体がどんどん透けていく。ああもう頭まで透けだしている。彼女が枕にしている座布団の柄がらまで見えかかっている。これはとっとと何とかしないとヤバい！　つまり今、優輝を救う為ためにやるべき事は、

　直接接触だ！　皮ひ膚ふ同士の直接接触による、大量効率ＭＰ注入しかない！

「えい！」

　両掌てのひらで、優輝の右みぎ腕うで上じよう腕わん部にそっと触れてみる。

「はふっ」

　優輝は眠ったまま、ぴくっ、と声を上げた。

「ん……？　……あ、あ……はぁっ」

　眠ったまま、口から溜ため息いきのような息を漏もらした。

「はぁっ……、……は、あぅっ」

　透けていたその身体が、じわじわと色を取とり戻もどし始める。

「あぅ、ぅ…………ん……っ」

　触れた箇か所しよから、優輝の体内へとＭＰが流れ込んでいる。

「ぅふ…………ふぅん」

　因ちなみに……。亨は優輝の右みぎ腕うでに触れつつ、無表情で思った。

　因みに流入ＭＰ量は接せつ触しよく箇か所しよの状態によって変化し、その接せつ触しよく状態によっては彼女らは性的快感に近いものを得たりするそうです。基本的には大量ＭＰ流入の『特定接触状態』において、快感もそれに比例して増大する傾けい向こうがあるようです。

「あ……っ！　……は、ふぅ」

　原理は分からんけど、そういうものだそうです。効率的な『特定接触状態』の発見については、これから実地で色々と試ためしていくしかないでしょう。色々と。試します。

「くぅう…………こ……これがアンタの現世干渉力……こ、この魔族め……」

　そして、この期ごに及およんでまだバトルの夢を見てるのかコイツは。

「でも、……」

　優輝ははふ、と息を吐はき、眠ったままもぞもぞと上半身を動かした。

「でも、こんな程度の力じゃあ、この私は倒たおせないわよぉ……むにゃ」

　いい加減目を覚ませ。朝の二度寝で、バトルの夢なんか見んな。

　思いつつ、その右腕を触さわるこちらの両掌に、そっと力を込めてみる。

「！　……っ！　あ！　うっ！」

　優輝は眠ったまま、火に触れたように身体を強こわ張ばらせた。

「ぁ……あ、あぅ……！　……はっ…………はぁっ」

　体内に入り込んだ熱を必死で逃にがすように、その身体をモゾモゾとくねらせる。

「はふぅ……ん………………ふぅ……っ」

　湿った鼻息を吐きつつ、その形のいい眉まゆを顰しかめて喘あえぐ。

「く……はぁっ……は………ぅう」

　暫しばらくモゾモゾして、そして、動きを止める。落ち着いたらしい。

「ど……どんなのが来るかと思ってたら、この程度？　……ふん…………ぐぅ」

　微び妙みように荒あらい息を残しつつ、しかし強気な言動は崩くずさない。

「大した事は……事は…………っ！　……はぅ！　っ…………っ」

　しかし気を抜くと、また体内の熱が再燃してしまうようだ。ふむふむ。順調にＭＰ注入は行われているようですね。いやあ優輝さん危き機き一いつ髪ぱつだった。良かった良かった。

「っ……た、大した……た、大した事…………な、ないわ、よ…………っ！」

　さて、じゃあ暫くこのままＭＰ注入を続けましょうか。じっくりと。ええじっくりと。

　弱火でコトコト煮に込むみたいに、じっくりとその体内に、火を。




　かちっ。
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　居間の古めかしい柱時計が、午前八時十五分を指し示した。

　ホームルーム開始まで、あと十五分。




　はい。ＭＰ注入作業は順調です。

「はあっ……あ、うっ！　うあああっ」

　中心まで、しっかり火が通ってます。

「はっ……はっああああっうはぁううううっうううぁっ」

　優輝さん、目を閉じたまま荒い息をついています。

「うっ……はうっ！　あ、あううっ！　ううっ！」

　身体に流し込まれる熱量に炙あぶられるように、熱い溜息を絶え間なく漏らしてます。

「はあっ……はぁっ…………はあ……あ！　ううっ！　うう……っ、あ！」

　その白い肌はだをピンク色に上気させ、その全身にありえないほどの汗あせをかいてます。

「はあっはあっ……ああ……あ、うう！」

　長い髪がみと白い制服がじっとりと汗を吸って、その身体に張り付いてます。

「はぅぅ……ううっ！　はぁっはぁっはぁっはぁうううっ」

　その整った顔が、灼しやく熱ねつのような苦く悶もんと快感に歪ゆがんでます。

「はぁっ……はぁっ…………ああ……うう！」

　でも離はなしません。こっちは両りよう腕うでを離しません。強弱織り交ぜてます。

「あ……　はあっ」

　ちょっと、引ひっ掻かいてみたりして。

「だっ！　あっあ…………あ！　だめぇっ！」

　おお。効こう果か覿てき面めん。では、今度はちょっと趣しゆ向こうを変えて、こんな風に。

「……う！　はぅう…………ぅぁ…………あぁ……ん」

　あ、いや皆みな様さま誤解のないように。あくまでこれは優輝のＭＰを、ひいてはその存在を回復する為の緊きん急きゆう避ひ難なん的な行為であってつまりれっきとした人命救助なんですよ！

「どうした？　優輝」

　要救護者への声かけも怠おこたりません！　だってこれは人命救助ですから！

「…………はぁっ……ぅあ…………は……ぁっ…………」

「降参？」

「！　っ！　ううっ！　うぁあっ！」

　優輝はその短い単語に強きよう烈れつに反応し、身体をビクッと強張らせた。

「はっ……はぁっはぁっううう……うぁっはぁっはぁっ」

「にゃあって鳴け」

「！　う……」

「にゃあって鳴け」

「は…………」

　優輝は、動きを止めた。

「…………………はぁっ……はうっ……ああっ…………」

　荒い息をつきながらの、長い長い躊ちゆう躇ちよ。

　そして、

「…………………………にゃ」




　かちっ。

　居間の古めかしい柱時計が、午前八時二十分を指し示した。

　ホームルーム開始まで、あと十分。




「もう一回」

「…………ぁ　　ち……違ちがう……私、天使なのに……何、言って…………私……っ」

「何が？」

「……っ　……いや……そんな、言っちゃ……だめ………………なのにっ……私……」

　眠ったまま夢を見たまま、怯おびえる小動物のようにその身を震ふるわせ、また言葉を吐く。

「……ぁ………………………………にゃあ……ぁ」

「聞こえない」

「にゃ……」

「もっと」

「……にゃああ…………にゃあ……」

「何鳴いてんだお前」

「な　……え…………？」

「お前、なんでネコの鳴なき真似まねなんかしてるんだ？」

「…………にゃ…………そんな、そんな事…………」

「天使の癖くせに」

「う……ひっく……うっ……」

「天使の癖に。誇ほこり高たかき天使って言ってた癖に。バトル勝つって言ってた癖に」

「うっ……うぇえええええん。うえぇぇぇぇぇぇええ。ふぇええええええん」




　かちっ。

　居間の古めかしい柱時計が、午前八時二十五分を指し示した。

　ホームルーム開始まで、あと五分。




「ほらほら。泣かない泣かない」

　突とつ然ぜん、口調を一転させる。冷れい酷こくな口調から、優やさしい口調に。

「泣くなって。泣かなくていいんだって」

　そして、右手でその頭を撫なでる。

「うう……ひっく、うぇえ…………」

「な、泣くなって。大だい丈じよう夫ぶ大だい丈じよう夫ぶ。ほら、いい子いい子。辛つらかったんだよな」

　アメとムチは世界の基本。

「ほら、こうして撫でてあげるから。もう辛くないから。安心して。いい子いい子」

「あ、ぁあ……頭、あ……撫でるの、気持ちいい……にゃ……」

「よしよし」

「にゃ……にゃあぁ……」

「気持ちいい？」

「いい……気持ちいい……にゃああ……ああああ……」

「よしよし」

「にゃ……ひっく……うえ……にゃああ……こわい…………優輝、こわいよぉ……」

「どうしたの？」

「優輝……にゃんこになっちゃうぅ…………気持ちいい……こわい……」

「怖こわくないよ。怖くないからね。ほら、泣かない」

「にゃあ……ああ……優輝、何も考えられなくなる……にゃんこになっちゃう……」

「何も考えなくてもいいんだよ。ほら、もう一回鳴いてみて。鳴くと気持ちいいよ」

「あ…………にゃ……にゃううう……はにゃあ……ぁあ……気持ち、いいよぉ……」

「よしよし安心して。頭、もっと撫でてあげる」

「にゃあ……にゃん…………なぅう……」

「じゃあネコちゃん。種明かしするよ。実はキミは今、眠って夢を見てるんだ」

「むに…………にゃ…………にゅうぅん」

「だから、目を覚ましたら忘れるんだ。ネコになってた事を、忘れちゃうんだよ」

「にゃあ……」

「でも、心の奥おく底そこでは覚えているんだ。そして、頭を撫でられると思い出だすんだよ」

「にゃ……にゃあ……」

「分かったね？」

「……にゃううん……ふにゃぁあぁぁあ……ふみぃい」

「いい子いい子。それじゃあ、そろそろ起きようか」




　ぼーん。

　居間の古めかしい柱時計が、午前八時三十分を告げる鐘かねを、居間に鳴り響ひびかせた。

　一時間目開始まで、あと二十分。




「はっ！」

　優輝は鐘の音で、ガバッ！　と身を起こした。

「なっ！」

　ぐいん、と首を動かし、その頭を時計の方に向ける。

「あっ！」

　ばっ、と上半身を動かし、鏡台に座すわるこちらの方を見る。

「げっ！」

　その表情が、驚きよう愕がくの一色に染まった。

「あ……優輝」

　とりあえず右手を上げ、挨あい拶さつをしてみる。

「おはよ」

「なっ……」

　驚愕のその表情が、みるみる憤ふん怒ぬへと変色していく。

「何を…………」

　優輝は、立ち上がった。

　その右手の光の槍やりが、ぶぃん、と音を立てた。

「……何やってんのよ、アンタはー！」

　ぶん。光の槍が、風を切った。

　ぐぼん。

　やけに籠こもったその激げき突とつ音は、こちらの頭ず蓋がい骨こつの奥おくから響いた。

「ぐふっ」

　ばちばちばちばち。続いて、槍の穂ほ先さきが更さらに剣けん呑のんな音を発し始める。

「何やってんのよー！」

　ばちばちばちばちばちばちばちばち。

「ぎゃああああああああああああああああああああああああああああ」

　白瀬優輝の『金枝：空想創生』。その光と雷かみなりの力が、遺い憾かんなく発揮された。




　かちっ。

　居間の古めかしい柱時計が、午前八時三十五分を指し示した。

　一時間目開始まで、あと十五分。




「あああああああもおおおおおおおお！」

　二に度ど寝ねの寝ね癖ぐせがついた髪を鏡台で一気に整えつつ、優輝は後ろ姿で怒ど鳴なる。

「八時半って何よ！　ホームルーム始まったじゃない！　遅ち刻こくじゃないの！」

「お前が二度寝したからだろうが！」

　怒鳴りながら、思い出す。そういえば以前こいつ「二度寝は人生をダメにする」とか言ってたような。堕だ落らくしやがった。人間界に来て堕落しやがったぞ。この天使。

「しかもＭＰ切れまで起こして。おれの救護活動があと五分遅おくれたら消えてたぞお前」

「こっちが寝ねてる状態でやらないでよ！　おかげでヘンな夢見ちゃったじゃない！」

「ヘンな夢ってなんだよ」

「えっと……確か、魔族とバトルして……ん？　あれ？　思い出せない……あれ？」

「そうか。思い出せないか。そうか」

「まあバトルだし、私が負ける筈はずがないわ！　きっと私が勝ったわね！」

「うん。そうか。まあ、またそのうち思い出すさ」

「あれ？　亨、アンタなんか今、すげえ邪じや悪あくな顔したんだけど。なんで？」

「え？　いや別に、悪い事なんて全然企たくらんでませんよ？」

「……さてはアンタ、どさくさに紛まぎれてなんかやったでしょ！　言いなさいよ！」

「何にもやってないって。ほらほら全部忘れて忘れて」

「嘘うそつきにゃさい！　黙だまってて事が済むと思ってるんじゃないにゃ！」

「おい。語ご尾び変わってるぞ。気をつけろ普段は気をつけろ」

「語尾って何にゃ！　意味分かんにゃい事言ってんじゃないにゃ！」

「ああちょっと調整が甘あまいな。よし。もう一回頭を撫でてあげよう優輝ちゃん」

「何すんのよ！　この……」

「ほらほら暴れないで。じっとして」

「ち……ちょっと！　何してんの！　なに……を……にゃに…………にやぅぅん……」

「いい子いい子」

「にゃうう…………ぅぅん…………うふぅ……」

「ほら、頭、もっと撫でてあげるから」

「うみゃぁ……にゃあ……気持ち、いい…………にゃあ……」

「ほら、大人しくして。さあキミは誰だれ？」

「うにゃ……にゃううん……優輝、にゃんこなのぉ……」

「よく出来ました」

「にゃ…………にゃぁあ……もっと撫でてぇ……お願い……撫で撫でしてぇ……」

「よしよし。……じゃ、また人間に戻るんだよ。今度こそ、全部忘れるんだよ」

「ぁにゃあああ…………ふみぃい…………」

「賢かしこく出来てたら、またそのうち頭を撫でてあげるから。気持ちよくしてあげるから」

「うにゃああ…………なぅう……」

「分かった？　分かったら可愛かわいく鳴いてみせて。とびきり可愛く、ね」

「…………みゃぁぁう……ぅぅん…………ふみゃぁああん……」

「よしいい子。じゃ、頭から手を離しますよ」

「……はっ！　……あ、あれ？　ちょっと、また記き憶おく消えてるんだけど！」

「よし語尾消えた。調整完かん了りよう。じゃあまた続きは明日」

「何言ってんのよ。この男！」

「だから、何にもしてないってば。言いがかりは止めろって」

「……？？？」

「ああ、そう言えば」

　亨は、話題を変えた。

「理香、どこ行ったんだろうな」

「あ！　そうだ！　理香は何してんのよ！」

　優輝は八つ当たりのように、もう一人の同居人の名を呼んだ。

「まさか、先に一人で登校しちゃったの？　なんて冷たいヤツ！　……あっ！　もうあと十分ちょいで一時間目開始じゃない！　十分でどうやって行けっての！」

　怒鳴り散ちらすその背中で、透とう明めいな翼つばさがキラキラと輝かがやいている。

「……よし！」

　キラキラ輝く翼を見つつ、亨は頷うなずいた。

「空を飛んで、登校しよう！」

「はあ？」

　寝癖を直し終わった優輝は、ドライヤー片手に振ふり返かえった。

「飛べるんだろ、その翼！」

「いや飛べないわよ！　今の私は人間なのよ。人間が空を飛べるわけないでしょ！」

「一巻でもそんな事言ってたけど、クライマックスで飛んだだろうが！」

「一巻って言うな！　言い直しなさい！」

「半月前もそんな事言ってたけど、ルキッフとのバトルで飛んだだろうが！」

「そういえばそうね！」

　優輝はばん、と音を立て、ドライヤーを鏡台に置いた。

「うん、空を飛べば間に合う！　あの時も出来たのよ、今日も出来る筈！」

　決意したように、すっくと立ち上がる。

「付いて来なさい亨！　アンタが私に全力でＭＰ注入！　その膨ぼう大だいなＭＰを全開消費してこの翼で飛ぶ！　あの時と同じよ！　二階の窓から飛ぶからね！」

「よっしゃ！」

　どどどどどどどど。二人して、二階への階段を上る。

「いくぞ！」

　亨は、優輝の腰こしに掴つかまって叫さけんだ。

「オッケー！」

　優輝は、一息で窓を開き、叫んだ。

「『金枝：空想創生・光翼降臨フレースベルク！』」

　そして、全力で、飛び出した。




　四月の風景が、眼前に広がっている。春の風が、耳元を切きり裂さいてゆく。

　澄すみ切った朝の光が、頬ほおを撫でてゆく。爽さわやかな落下感が、全身を包つつんでいる。

「落下感？」

　目の前に、地面があった。

「ちょっと」

　落下。

「な、なんでー！」

　ごぶっ！　二人分の体重が、腰に圧し掛かかってきた。




「何やってんだよ！」

　超痛む腰を押おさえつつ、亨は優輝に向かって怒鳴った。

「ちゃんと飛べよこの天使！　その翼は飾かざりか？　光るだけか？　演歌歌手の衣装か？」

「うるさいわね！」

　優輝は即そく座ざに立ち上がり、両手を腰に当てて全力で言い返してきた。

　他人の身体をクッションに使ってノーダメージだったらしい。

「アンタのＭＰ注入が甘いのよ！　ちゃんとやりなさいよ！」

「一巻のクライマックスと寸分違わず、同じようにやったっての！」

「一巻って言うな！　言い直しなさい！」

「一週間前と寸分違わず、同じようにやったっての！」

　そういえば、同じようにやったのに、なんで今回は飛べないんだろう。

「基本的にテンションが足りないのよ、アンタは！」

　右手の人差し指をびしっ！　とこちらの鼻先に突つきつけ、断言。

「もっとテンション上げなさい！　『世界の卵』のＭＰ注入は、お互たがいの気持ちが大事なのよ！　接近や接せつ触しよくも大事だけど、それ以上に大切なのがその時のお互いの心！　お互いの心を通わせ一つにする事で、そのＭＰ効率は累るい乗じように大きくなって……」

「『心を通わせる』？」

「あっ…………」

　何気なく復唱した単語に、なぜか優輝は絶句して真っ赤になった。

「……よ、余計な事言わなくていいの！」

　顔を赤くしたまま、ぷいっと目を逸そらした。

「つまり、ね！」

　誤ご魔ま化かすようにまた両手を腰に当て、怒鳴る。

「『世界の卵』の真しん髄ずいはね、つまり……ええと、そう、意思！　意思なのよ。逆に言うと、意思がバラバラだと、いくら濃のう密みつに接触したって、空なんか飛べないのよ！　分かる？」

「つまり、心を通わせた状態で濃密に接触するのが最強って訳か」

「…………」

　更に赤くなった。

「えっと優輝、つまりそれって、どういう……」

「うっさいバカ！」

「なんでいきなり怒鳴るんだよ！　お前、他人に説明する気あんのか」

「もう知らない！　これ以上何も知らない！」

「あのなあ、『世界の卵』は元々お前が天界から落っことしてきたアイテムだろ！　お前が使い方知らなくて一体誰が知ってんだよ！　てか今現在はおれの体内に入っちゃってんだから、その性能くらいちゃんと全部教えろよ！」

「知るか！　もう何にも教えてやんない！　知らない！」

「心が通えばＭＰ注入量は上がるんだよな？　それはとりあえず確定でいいんだよな？」

「何回も言うなバカ！」

「だからちゃんと教えろって言ってるだろ！　で、その上で何をどうすれば」

「うっさいバカ！」

「人の話を聞けよ！」

「あの……亨さん、優輝さん」

　二人で言い争っていると、後ろから声を掛けられた。

「何をやっているんですか？」

　声を掛けてきたのは、同じく箱内高校の制服に身を包んだ少女。

「今日は、遅おそい出発ですね」

　おかっぱツヤツヤの黒くろ髪かみ、中学生か下手すると小学生と間ま違ちがわれるような童顔、低い背せ丈たけ。しかしそれに似合わないやけにグラマーというかド迫はく力りよくのスタイル。

「おはようございます。亨さん、優輝さん」

　黒部理香は、朝の空気の中、深々とお辞じ儀ぎをした。

　その左耳に吊つり下さげられた星型のイヤリングが、しゃりん、と音を立てる。

「おお……」

　しばし状じよう況きようを忘れ、亨は密ひそかに嘆たん息そくした。

　腰を押さえて立ち上がりつつ、その姿をまじまじと見つめる。

　箱内高校の制服に身を包んだ黒部理香――。

　そのハリウッドスーパーモデルのごとき反則的なスタイルに、しかしあくまでも清純可か憐れんな女子学生の制服と清せい楚そ高潔なハイソックスを身にまとい、そしてその動作はあくまで礼れい儀ぎ正ただしく清く正しく微び笑しようを浮うかべる。つまりまあ全すべてを統合すると『物もの凄すごく反則的』。

　やはりその健康的な男子高校生としてはその、色々と妄もう想そうしてしまうというか。

「どうしたんですか？　亨さん」

　理香は、不思議そうに首を傾かたむけた。

「何か、ご気分でも？」

「あ、ええと」

　色々と妄想している時に本人から声を掛けられると、物凄く焦あせりますね実に。

「その」

　おい。なに意識してんだ自分。普ふ通つうに挨拶すりゃいいんだよ。

「やはり、制服はいいですね！」

　テンパると直球言葉を吐はいてしまうのは、自分の悪い癖だと思う。

「男の夢ですから！」

　あっちょっと今背中を突っつかれたぞ。何か尖とがったもので突っつかれたぞ。優輝さんの槍の穂先っぽいぞ。なんでそんなモンで突っつかれなきゃいけないんだ。

「ハイソックスも素す晴ばらしい！」

　あっ痛い。今めっちゃ力こめて突き刺さされた。血が出るって。

「どっかの天使とは大おお違ちがい……あだだだだだだあっ電気は止めてっ優輝さんっ電気はっ」

「理香」

　右手でざくざくと光の槍を冷酷に動かしつつ、優輝は普通に理香に声を掛ける。

「アンタ、こんな所で何してんの？　先に行ったんじゃなかったの？」

「あ、そのですね、さっき、上司さんから電話がありまして、話し込んで……」

「そんな事じゃないわよ！」

　右手でざくざくと光の槍を冷酷に動かしつつ、優輝は左手で理香を指差した。

「アンタの『金枝』って、確か空間移動できたよね？」

「あ」

　亨はざくざくと光の槍を食くらいつつ、声を出した。

　そう。この目の前の女の子黒部理香、別名ベルセルメルゼルは、空間移動の能力を持つ。その『金枝』によって空間に渦うずを作り出し、その渦によって任意の二空間の主観距きよ離りを実質ゼロに……つまりこっちからあっちへワープ出来る。

「よし、じゃあ理香！」

　優輝は槍を消し、理香に向けて元気よく宣言。ああやっと解放された。

「今すぐあの黒渦を作りなさい！　それで登校するのよ！」

「え？　だってその、ええと」

「いいから早くしなさい！　ほらもう八時三十七分じゃないの！」

「わ、分かりました……」

　理香は頷き、そしてその口から静かに呪じゆ文もんの言葉を吐き出した。

「『金枝：世界閉鎖クロウズ・ワールド』」

　言葉とともに星型のイヤリングが輝き、その右手に黒いカマが具現化する。カマから黒い闇やみが溢あふれ出す。黒い闇が、虚こ空くうで渦を形作り始める。

　黒い闇は、見る間に巨きよ大だいな黒い渦の塊かたまりとなった。

「よっし出来たわね！　ちゃんと教室の入り口に繋つなげたでしょうね！」

　出現した黒渦を前に、優輝が叫んだ。

「あっ優輝さん！　えっと、これまだ未完成で……出口座標設定もまだで」

「時間が無いんだから、だいたいでいいのよ！　おりゃー！」

　優輝は何も聞かず真っ先に黒渦に飛び込み、そして、

「おえええええええ！　うっ……うえっ……おえっ……」

　飛び込んでそして黒渦に酔よって、出ると同時に両手で口を押さえてぶっ倒たおれた。

「う……おぇ……う……うぇええええん。ふえええん」

　黒渦出口で、泣いた。




　かちっ。

　教室の丸時計が、四月二十七日、午前九時半を指し示した。

　世界の滅めつ亡ぼうまで、あと二十六時間三十分。




「うっ……ひっく、うう……気分悪い…………うぇぇ」

「すいません先生」

　真っ青な顔の優輝を肩かたに担かついだまま、亨は無表情で教室の戸を開けた。

　未完成のワープ黒渦に飛び込んだもんだから、出現箇か所しよの座標が思いっきりズレた。

「遅れました」

　教室入り口どころか、学校まで半時間はかかる見知らぬ土地に着いた。

「胃が……胃が攻こう撃げきしてくる……」

　しかも思いっきり揺ゆれて、優輝が酔った。

「内臓が…………内臓が私をいじめる……」

　半時間の道のりを、優輝を介かい抱ほうしつつの牛歩。倍の一時間かかった。

「しっかりしろバカ」

「バカって言われた……亨が私をバカって言った……」

「泣くなバカ」

　結局、遅刻した。




　かちっ。

　教室の丸時計が、四月二十七日、午前十時を指し示した。

　世界の滅亡まで、あと二十六時間。







二章　二十時間四十三分前～十九時間三十分前







　闇の中、小さな黒い箱の前に、妖よう精せいが座っている。

　妖精は口を開き、言葉を吐いた。

「有あり難がたきお慈じ悲ひをもって――」

　言葉とともに、妖精は深々と頭を下げる。

「――更なる邂かい逅こうの栄えい誉よを戴いただき、恐きよう悦えつ至し極ごくにございます。我らが王よ」

　性別不ふ詳しようの幼い顔立ち、漆しつ黒こくの服装、背中に生えた昆こん虫ちゆうのような翅はね。

「さて、それでは」

　妖精は頭を上げ、黒い箱の前で声を出す。

「『世界の卵ユグドラシル』の少年の物語を、暫しばし続けましょう」

　妖精の両耳で、黒いイヤリングが揺れている。

「その身に『世界の卵』を宿した少年の物語を、もう暫しばらく続けましょう」

　そのイヤリングは、形を変える。

　この世界の物質では無いかのように、その形をめまぐるしく変える。

「かの少年と一体化した、『世界の卵』」

　形の無いイヤリングをつけた黒い妖精は、闇の中、箱の前で、呟つぶやき続ける。

「そして、自らの魔炉セフイラを失い、その存在を少年に頼たよる天使と魔族――

　――セフィエルと、ベルセルメルゼル」

　黒い箱の向こう、妖精の正面に座る『モノ』に向け、妖精は呟き続ける。

「天界の秘宝、『世界の卵』を狙ねらって……ほら」

　妖精の右掌てのひらの中に、いつの間にか二体の人形が握にぎられている。

「また新たな魔族が二体、登場したようです」

　妖精は、黒い箱の前に、二体の人形を並べた。

　一体は、男の人形。その首に赤いマフラーを巻いた、野性的な男。

　一体は、少女の人形。青色の髪かみを持つ、冷たい瞳ひとみをした少女。

「さて、これ等らの者と彼かれ等らの者が、どのような物語を紡つむぎ出すのか……」

　妖精は、二体の人形を拾い上げた。

「……それは、これからの事でございます」

　妖精は、二体の人形を、黒い箱の中に投げ込んだ。

「さて、続けましょう。この物語を今しばらく続けましょう。我らが王よ。

　願わくば、いま暫くお付き合い下さいませ、我らが魔の王よ」

　黒い箱の前、魔ま王おうと呼ばれたモノの前で、妖精は深々と頭を下げる。







　かちっ。

　箱はこ内ない高校校庭の大時計が、四月二十七日金曜日、午後三時十七分を指し示した。

　世界の滅亡まで、あと二十時間四十三分。




　あっという間に一日の授業は終わり、そして放課後がやってきた。

　亨とおるは放課後、特に用事がなければ部室へ行く事にしている。これは一年生の時からの、この高校に入学しこの部活に入部した時からの習慣だ。

「どーもー」

　言いながら、部室の戸を開ける。

「酒屋の御ご用よう聞ききみたいな声出してるんじゃないわよ」

　横の優ゆう輝きが、要いらんツッコミを入れてきた。

「三河屋でーす」

「なっ……反論しない！」

「瓶びん下げときますねー」

「しかもカブせた！」

「一手法の繰くり返しだけで客を掴つかめると思うな」

「匠たくみ芸人気取り！」

　適当な事を言い合いつつ、部室の扉とびらをくぐる。

「お、来たか。火ひ魅み部員と白しら瀬せ部員」

　部室の中から、女子生徒の声が元気よくこちらを出で迎むかえる。

「まあ、私も今さっき来た所だがな！」

　声の主は、部長。

「授業中にアイデアが湧わいたので、終業とともにダッシュでここへ来たんだ」

　部長はパイプ椅い子すに座すわって、机の上のパソコンに向かい合ったまま声を出だした。

「そして、今まさに作品が仕上がるところだ。いい所に来たな！」

　箱内高校文化発表部部長、名前を大おお道ち反がえし彩あや華か。

　長い髪を愛あい想そなく後ろで括くくり、味も素っ気も無い真っ黒縁ぶちのメガネをかけ、その顔には少しそばかすが浮いている。そのメガネは五歳さいの時からずっとかけており、外した姿を見た事のある者はこの高校の生徒の中では殆ほとんどいない。そんな感じの人だが、しかし実は意外にも瞳は大きく顔の形はよく身体もグラマーで、メガネを外してちゃんとした格好をすればきっと大元の素材は悪くない……というか学年どころか校内でいっても多分かなり上位のランクに位置する外見的才能を持つはずだ。が、

「これで夏コミはバッチリだ！」

　が、本人は高校二年生になっても、そんな事にはあまり関心が無いようだ。

「当日、新刊を無事に発売する目め処どが立ってきたぞ！」

「良かったですね」

　略して夏コミ、略さないと夏のコミカルマーケット。年二回、お盆ぼんと年末の頃ころに、東京のとある湾わん岸がん施し設せつで行われるビッグなイベント。この部活は、この部長は、そのイベントの場で部発行の創作文芸誌を頒はん布ぷする予定だ。

「さて、ではこうして第一稿こうが出来上がったところで」

　カタッ、とエンターキーを押し、部長は机の横の本ほん棚だなに手を伸のばした。

「いったん外部にバックアップし、そして『寝かせ期間』を置こう」

「『寝かせ期間』って何？」

「いい質問だ。優輝部員」

　本棚からＵＳＢメモリを取り出しつつ、部長は優輝の質問に答える。

「作品執しつ筆ぴつ中は、どうしても作者の主観のみで物語を見てしまうからな。客観的に読みづらい箇所や分かりづらい表現などが必ず交じってしまう。そこで、完成した作品はあえて一週間ほど放置し、そして一週間後、程ほどよく全体を忘れた頃に改めて客観的な観点から全体を見み渡わたして書き直しを行うのだ。文章を書く上では重要な手順だぞ」

「え」

　優輝は、物凄く意外そうな声を出した。

「今、その原げん稿こう、完成したんでしょ？　なのに、まだ改かい稿こうするの？」

　完全に理解外の行こう為いのようだ。

「当然だろうが！」

　しかし部長はそれに向け、決然と言い放った。

「これは夏コミで本となり、読者の目に触ふれるのだぞ」

　ＵＳＢメモリをパソコンに差し、マウスを操作しつつ断言。

「ギリギリまでクォリティを上げるのは、創作者の義務だ！」

　うわ。言った。スゲェ事言った。

「『究極天使ラヴリィアイ』のスタッフも、常にそれを心がけていた。私もそうする」

『究極天使ラヴリィアイ』。名前を聞いて、改めて思い出す。

　二年ほど前にテレビ放映された全二十六話のロボットアニメ。当時大ヒット人気作となり、最近になってもその人気はまだ衰おとろえていない。ＤＶＤやグッズはいまだ絶えることなく次々と発売され、もうすぐ劇場版の公開も予定されているそうな。

　で――この人は。

　亨は自分の鞄かばんを部室の片かた隅すみに置きつつ、部長のほうをチラッと見る。

　この部長は、『究極天使ラヴリィアイ』をきっかけとしてこの道へと、世にはオタクとか何とか言われるこの道へと正式に入ってきた。当時中学二年生だった自分もそれに付き合うような形になって、そして、今、自分はここでこうしている。

　勉強も運動も超ちよう一いち流りゆうの彩華が、なんでいきなりこんな道へ入ってきたのか……なんでこんな、いわゆる内向きルートな世界を選せん択たくしたのか、それは分からない。本人曰いわく、「最初からそうだったから最終的にそうなった。他に理由は無い」だそうな。まあ正しい認にん識しきかもしれない。そういえば小学校の時から『私の考えた異世界設定』とかをノートに書いては見せびらかしに来るような女の子だったし。

「まあ、その辺の事については……」

　まあ、その辺の事については、別に文句を言うつもりはないけど。

　心の中で密かに言葉の先を続け、片隅に空いていたパイプ椅子に座る。なにしろ、この部活はかなり居い心地ごこちがいい。ここに来ると彩華はいつも頑がん張ばっている。

「さて、では」

　こちらの視線を知ってか知らずか、部長は後ろ姿で呟いた。

「それではこの作品データをいったんこちらに移して、と」

　マウスをドラッグし、文書をＵＳＢメモリの中に保存。パソコンの画面に『データを保存しています……』のウィンドゥが開き、文書データが移動を始める。

「その『寝ねかせ期間』を利用して、今度はこっちの作品の仕上げをしよう」

「え。『こっちの作品』って部長」

　優輝が、後ろからパソコンの画面を覗のぞき込みつつ言う。

「それ以外にも、まだ書いてるの？」

「そうとも」

　カーソルで、さっきとは別の文書ファイルを示しつつ、部長は答えた。

「こっちは、新人賞投とう稿こう用の作品だ。夏コミの原稿とは並行して進めてきた」

「……頑張るのねえ」

　優輝は、パイプ椅子に座りつつ、半ば呆あきれたように言った。

「当然だろうが」

　部長は、当然のごとく言った。

「ウチの部活の名前を言ってみろ、火魅部員」

「文化発表部……です」

「その通り」

　文化発表部。名前の通り、自分たちで色々な文化創作をしてそれを発表する部活。

　在ざい籍せき部員は今の所、部長、優輝、理り香か、そして自分の四人。と言っても今の所「文化創造」をしているのは部長だけ。他の三人は専もつぱら、既き存そん作品の鑑かん賞しようと吸収のみを行い……つまりまあ、適当にアニメなどを見つつ適当に部室に来て適当にぶらぶらしている。

「火魅部員は、創作を再開しないのかね」

　パソコン画面の『データをコピーしています』を見つつ、部長は後ろ姿で言った。

「あ、いやまあ」

　曖あい昧まいに、愛あい想そ笑わらいを返す。

「えっとほら、去年とか一昨年とか、家の方で色々ありましたんで」

　家から両親が出て行くような事件が、まあ色々と。

「そっちが一段落したら、また書くかもしれません」

「そうか」

　パソコン画面に、『コピーが完かん了りようしました』が表示された。

「また、楽しみにしているぞ火魅部員。いつでも」

「はい」

　部長は、この件については深く突っ込んでこない。二人の間で、この領域は不ふ可か侵しん地帯みたいになってしまっている。特に意識してそうしたわけではないのだが。

「なによ」

　その領域に、遠えん慮りよせず突っ込んでくるのが優輝。さすが天使だ空気とか読まない。

「亨、アンタの家族って、何かあったの？」

「あ、いやまあ」

　色々あったんだよ。

「そういやアンタそもそも、高校生の癖くせにあの家で一人で暮らしてたのよね。なんで？」

「お前だって、高校生の癖に他人の家に押おしかけて来たじゃないか」

「私は天使だからいいのよ」

　なぜか威い張ばって言う。

「私は、アンタの中の『世界の卵』を回収する為ために来たの。前にも言ったでしょ」

「そっちに事情があるように、だな。こっちにも、色々と事情が……」

　事情があるんだよ。そう言葉を続けようとした、その瞬しゆん間かん……

　ぐー。胃の中の、超ちよう絶ぜつ的に空気を読まない腹の虫が、思いっきり鳴いた。

「むっ」

　部長が、すかさず振ふり返かえった。

「何だ火魅部員。今日は昼ごはんは抜ぬきか？」

「ええ、まあ」

　朝バタバタしまくってて、弁当を持って来れなかった。

「朝はもっと余よ裕ゆうを持って起きないとね」

「お前、なに他人事みたいに言ってんだ」

　お腹なかを押さえつつ、優輝に向かって文句をつける。

「お前が二に度ど寝ねしてたのが全ての始まりだぞ」

「ちょっと昨日、夜よ更ふかししてて」

「夜更かししてんな！」

「昨日の夜に見始めたＤＶＤが凄すごい面白おもしろくて。途と中ちゆうで止められなくて」

　何の理由にもなってねえ。

「あ！」

　部長が、優輝の『ＤＶＤ』の単語に反応した。

「そうか、あのＤＶＤを見ていたか、優輝部員！」

「あ部長。うん借りてたＤＶＤ見てたの。『究極天使ラヴリィアイ』の十話～十四話！」

「どうだった？　その感想はどうだ？」

「もう、サイコーだったわ！」

　ああっいつの間にか二度寝から話がずれてるっ。

「そうか、サイコーだったか！」

　部長は心の底から嬉うれしそうに全身で振り返り、優輝の方を見た。

「特に十二話！　アレはもう神の領域ね！　いわゆる神回ってやつ？」

「素晴らしいさすが白瀬部員！　目の付け所は確かだな！」

「当然じゃない！　十二話最高よ！　まず、主人公の前に強大な敵が出現して……」

「桁けた違ちがいのその力に仲間が弱気になって、降参しようかって事になって……でも、主人公はそこで決意して、仲間の前であのキメ台詞ぜりふ！」

「そうそう！　あのキメ台詞！　えーと……」

　二人で目を見合わせ、それぞれ力を溜ためるように一拍ぱく置いて、そして、

「『奇き跡せきは、力づくで起こすんだよ！』」

　優輝と部長の声が、綺き麗れいにハモった。

「いやっほー！」

「最高！」

　この二人は、根本的に仲がいい。熱血同士で気が通じるんだろうか。

「あーもう。私もあんな風にビシッとキメバトルをしたいんだけど」

　天使が、またバカな事を言い出した。

「すげー強い魔ま族とか、降ふってこないかな？」

　アニメと現実をごっちゃにすんな。

「次の話も貸してよ部長。十三話も見たい！」

「分かった。次のは執筆用ＢＧＭとしてデッキに差しっぱなしだから、入いれ替かえよう」

「部長って、アニメ見ながら執筆するんですか？」

「そうだが？　妙みような事を聞くな火魅部員」

　部長はこっちを見て、質問に答えた。

「器用な事しますねえ」
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「そうかね」

「だって、執筆中の作品内容が、アニメの内容に引っ張られちゃうでしょう」

「そんな事は無いが。アニメ見ながらの執筆はいいぞ。テンションが上がる」

　まあその辺は、人によって色々やり方があるからなあ……

「そのおかげで、この新人賞投稿作も、ギリギリ締しめ切きりに間に合いそうだ」

　文章ファイルを開き、執筆開始。相変わらず頑張る人だ。

「ギリギリって」

　亨は、その後ろ姿に声を掛かけた。

「その新人賞の締め切りって、いつなんですか？」

「ふむ」

　部長はキーボードの上で指を動かしつつ、背中で返事した。

「締め切りは、五月一日の消印までが有効だ」

　たん。エンターキーを押す音が、部室の中でやけに響ひびいた。

「当日、箱内郵便局が閉まるのが午後五時だから、実質はそれが締め切りだな。

　つまり、あと、ええと……」

　部長は、部室の時計を見上げた。

「あと、九十七時間だな」




　かちっ。

　部室の壁かべ時計が、四月二十七日、午後四時を指し示した。

　世界の滅亡まで、あと二十時間。




「すいません。遅おそくなりました」

　部屋の時計が午後四時を指し示すと同時に部室の戸が開き、理香が入ってきた。

「いや、別に集合時間は無いからな。謝あやまる必要は無いぞ理香部員」

　部長が振り返り、鷹おう揚ように頷うなずく。

「しかし、何をしていたのかね？　もう終業から一時間も経たっているぞ」

「あ、あの、ええと……」

「まあ、まずは座って座って」

　亨は満面の笑えみを浮うかべつつ、入ってきた女の子に声を掛ける。

「椅子には空きがあるけど、良かったらおれの膝ひざの上にいててててててててててて」

　言葉の途中で、左ひだり肩かたを後ろからチクチク刺さされた。

「あら失礼」

　優輝の槍やりだった。

「お前、最近トリガー甘あまくないか？」

　右手で槍をどかしつつ、その持ち主を肩かた越ごしに睨にらんでみる。

「アンタが魔族にデレデレしてるからよ」

　槍の持ち主は、平気な顔で言った。

「天使として、『世界の卵』の監かん視しは続けるんだからね」

『世界の卵』の持ち主が天使・魔族と接せつ触しよくすると、その濃のう度どに比例した量のＭＰがその身体に流れ込む。濃のう厚こうな接触をすればするほど注入ＭＰは多くなる。

　そして『濃厚な接触』の究極と言えば……つまり『男女の関係』だ。

『世界の卵』の持ち主……つまりおれが、天使や魔族と『男女の関係』になれば、その天使・魔族は『世界の卵』の圧あつ倒とう的てきなＭＰを、ほぼそのまま手に入れる事になる。

　以後『世界の卵』は二人の間で共有のような形となり、その天使・魔族は、超ちよう越えつ的てきな現世干かん渉しよう力を揮ふるえる存在となるのだ。理香は一応、それを実行する為に人間界にいる。そういう命令を上司から受けて、ここにいる。

「では失礼します、亨さん」

「うわああああああ！」

　肩越しに振り返った状態、不意に膝の上に降ってきた不思議な感覚に、亨は叫さけんだ。

　叫び声ごえを上げてから現状認識。今、膝の上に何かが乗ってきた。ふわふわでモフモフで何かとても柔やわらかくていい感かん触しよくのものがおおつまりこれは女の子の身体です女の子の身体が今まさにおれの膝の上に乗っていますがこれはどういう

「こらああああああ理香ああああああああああ！」

　優輝が立ち上がり、思いっきり叫んだ。

「アンタ何やってんのよおおおおお！」

　おれの膝の上に女の子が乗っています。つまり理香さんが本当におれの膝の上に座ってきた訳でつまりええと今おれは理香さんと密着している訳で腿ももに感じるこの体重はお腹に感じるこの柔らかさは鼻に感じるこの匂においはあっちょっとヤバいこの状態はまずいですよ。ちょっとおれの下半身に変化が。

「下りなさいよアンタ部室で何してんのよおおおお！」

「いえその上司の命令で、『こういう場面では出来るだけ積極的に』と」

「上司がどおしたああああああああ！　こら亨アンタもちょっとは抵てい抗こうしなさい！」

「ああ優輝君だっけ？　キミ少し静かにしてくれないかなこっちは忙いそがしいから」

「あっ既すでに脳がピンク色に染まってやがるこの男！」

「ああ、なんだが何処どこかで誰だれかの声が聞こえるねえ理香さん」

「部長！　部長ちょっと振り返ってこれ見てよこれ見てやってようわああああああん」

「ゴメン今筆が乗ってるからっ手を止めるとノリが止まっちゃうからちょっと待ってっ」

「うわこの人アテにならない！　彩華アンタ亨の幼おさな馴な染じみでしょうがあああ」

　おお……なんで女の子って、こんなにいい匂いがするんだろう……

「ああああもおおおおこの男はっ。ちくしょおおおおおおおおおお！」

　ばちばちばちばちばちばち！　優輝の槍が、凶きよう悪あくな白銀色に輝かがやきだした。

「あ」

　亨は声を出した。

「おい優輝、その、ちょっとその」

「食くらえええええええええ！」

「あっ理香さんっ。何で立ち上がるんですかなんで避ひ難なんをするんですかねえっ」

「おりゃあああああああああああああああ！」

「ぎゃああああああああああああ！」
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　かちっ。

　部室の壁時計が、四月二十七日、午後四時半を指し示した。

　世界の滅亡まで、あと十九時間三十分。




「で」

　ひゅん、と音を立てて雷らい槍そうを仕し舞まい、優輝は理香に向かって話しかける。

「終業から一時間も、何してたのアンタ？　他ほかの用事とか？」

　うわ。何事も無かったかのように元の話に戻もどりやがってますぞ。亨は部室の隅すみっこで痙けい攣れんしつつ思う。これはアレか。おれへの虐ぎやく待たい行こう為いはワンセットのシメみたいな扱あつかいになってるのか。これやっときゃオチがつくみたいなそんなポジションになってるのか。ちょっとそれは遠慮したいんですけど。くそ次はマタタビ嗅かがせてやるから覚えとけ。

「い、いえその……ええと」

　普ふ通つうに無傷でパイプ椅子に座る理香は、ちょっと口ごもった。

「何？」

「あの……ええと」

　そして、意を決したようにその口を開く。

「上司からの連れん絡らくが、ありまして」

「へえ」

　優輝と理香は『世界の卵』を巡めぐって対立関係の立場にある。

「今朝も、その関係で登校が遅くなったんですが……その、緊きん急きゆう連れん絡らくがありまして」

　しかし今は一応休戦しているし、また理香は上司からの連絡と内容をけっこう平気で優輝に喋しやべる。隠かくすつもりは無いらしい。そして、優輝の方も特にそれを不自然には思っていないようだ。この辺の事はここしばらくの同居同窓生活の賜たま物ものだろう。

「ええと、ですね」

　こほん、と一度空から咳せきをし、理香は話し出した。

「別派は閥ばつの新たな魔族が二体、今まさにここに向かっているそうで……」

「何だとおおおおおおおお！」

　ばっ、と音を立て、部長は椅子から立ち上がった。

「新たな魔族が襲おそってくるだとおお！」

「あの部長、今は喜ぶトコじゃないです」

「しかも二体！　つまり第四・第五魔族襲しゆう来らいかあああああ」

「キラキラした目で見上げるトコでもないです」

「バトルスタートかああああ異能バトルかあああああ」

「興奮した口調で拳こぶしを突つき上あげるトコでもないです」

「世界を巻き込んだ天てん魔ま大戦かああああああ盛り上がってきたああああああああ」

「部長みたいな人がいるから、世界から戦争がなくならないんです。わりとマジで」

「で、その魔族はどんなヤツなんだね黒くろ部べ部員！」

　人の話を聞きやしない。

「え、ええと……その、二体はそれぞれ、六角派エイリーと水滴派バチカルの魔族で」

　部長の気き迫はくに押されつつ、理香はおずおずと口を開く。

「そしてその一体、六角形のジギィは」

　目を逸そらし、その単語を口にした。

「世界を滅ほろぼす、魔族です」




　ぴりぴりぴりぴり　ぴりぴりぴりぴり　ぴりぴりぴりぴり。




　優輝の翼つばさが、魔族接近の警報を周囲に響かせると同時に、

「ははははははははははははははははは！」

　どこからともなく、笑い声が響き渡わたった。




「ふははははははははははははは！」

「なにい！」

　部長が立ち上がり、辺りを見回した。

「どこですか！」

　理香も立ち上がり、周囲に隙すきのない視線をめぐらせる。

「ふははははははははははははははははは！」

　笑い声は、絶たえる事なく続く。テンションの高いよく通る声が、部室に響き渡る。

「そこかああああああああ！」

　優輝が、大おお仰ぎような声とともに部室の入り口を指差した。

「ふはははははははははははははははははははは！」

　部室の入り口に、男が立っていた。

　野性的な顔立ちに自信満々の不敵な口元、アニメかゲームの主人公みたいにツンツンに逆立ったまっ黄色の髪が午後の太陽を受けて輝き、その健康的な白い歯が不自然なほど光を反射している。特とく撮さつヒーローみたいな三原色バリバリの服をその身に纏まとい、もう四月も末だというのにその首に異常な長さの真しん紅くマフラーを着用。その両耳には六角形の魔炉と魔路クリフアが、魔族の証あかしであるイヤリングがそれぞれきらきらぎらぎらと煌きらめいている。

「ふははははははははははははははははは！」

　両手を元気よく腰こしに当てた笑い声とともに、首のマフラーがばたばたとたなびく。

「誰だ！」

　部長が、鋭するどく声を掛けた。

「何者ですか？」

　理香が、油断のない動作で質問した。

「名を名乗れ！」

　優輝が、洗練された身のこなしとともに誰すい何かした。

「…………」

　間が空いた。

「…………」

　沈ちん黙もくが、部室を支配した。

「…………あっ」

　亨は一拍ぱく遅おくれて、おずおずと立った。

「…………えっと」

　優輝、部長、理香、そして侵しん入にゆう者しやの四人の視線が、こちらに集中する。

「…………」

　沈黙の中、一同の視線が集中する。

「……ご……ごめん…………」

　いざという時にノリ遅おくれるって、よく言われるんだ……昔から……

「ふはははははははははははははは！」

　侵入者の男は部室の入り口で仁に王おう立ちのまま、再び哄こう笑しようする。

「ここにいたのか！　世界の少年、火魅亨！」

　びしっ！　今にも変身しそうなキメポーズとともに、人差し指でこちらを指差した。

「残念だがこの六角派ジギィが来た以上、その人生もここまでだ！」

　声とともに、その真紅のマフラーがばたばたばたばたと元気にたなびく。

　今日は無風快晴の筈はずなのに、なんで……いやごめんすいませんもう言いません。

「貴様を今ここで殺し、その体内から『世界の卵』を回収する！」

　指差すのを止め、両手を胸の前で交差して第二のキメポーズ。

「我わが力を、我が現世干渉力を、この場で余す所無く解放する！」

　またポーズ変へん更こう。変身してないのにポーズ変更。

「光栄に思うがいい！」

　ばたばたばたばた。無風の中、真紅のマフラーが大きくたなびく。

　ジギィと名乗った魔族は、そのまま両手を力強く天に掲かかげ、万ばん歳ざいの姿勢を取った。

「『金枝ミストル：：暗黒願望コージイアポカリプス』！」

　叫びとともに、ジギィの首に、黒い首輪が実体化した。

　そして、世界が闇やみに染まった。

「え？」

　快晴の太陽が、突とつ然ぜん遮さえぎられた。

「な……」

　思わず見上げたその空を、

　巨きよ大だいな隕いん石せきが、空を覆おおい尽つくしていた。

「見よ！」

　ジギィは万歳のポーズをキメたまま、自信満々に叫ぶ。

「あれこそが我が力！　我が『暗黒願望』。我が超絶たる魔ま弾だんよ！」

　その首に実体化した黒い首輪が、不気味に輝く。

「開け、暗黒の瞳よ！」

　隕石が、瞳を開いた。隕石の中心に、巨大な暗黒の瞳が出現した。

　地上を睥へい睨げいし、破は滅めつの狙ねらいを定めるような、虚きよ無むの視線。

「最も早はや、誰にも止められはしない！　間もなくの時を以って完成する！」

　その天に掲げられた両りよう腕うでから、禍まが々まがしい黒い影かげが陽炎かげろうのように立ち上る。遥はるか上空の隕石が地上を見つめる虚うつろな瞳が、歓かん喜きのように絶望のように不気味に鳴動する。

「既に、運命は決定したのだ！」

　天空の超魔弾を従え、ジギィは吠ほえた。

「あの超魔弾サハクイエルは、間もなくこの地上に炸さく裂れつする！　あの瞳は既にこの地上を見み据すえ、炸裂を決定している！　言っておくぞ、既にこの世界を丸ごと滅ぼすほどの力が溜まっている！　破滅は決定した！　もう止める手段などどこにもない！　この世界は終わるのだ！　ふはははははははははははははは！」

「なっ……」

　同じく天を見上げていた理香が、絞しぼり出すような声で呟つぶやいた。

「なんて、デタラメな力ですか……」

　静かな驚きよう愕がくの声と共に、息を吐はき出す。

「有理ＭＰ量及および現世干渉係数が、物理有効数値を遥かに凌りよう駕がし実体化しています！」

「あの、理香さん」

　悪いとは思ったが、その横顔に向けて声をかけてみる。

「ごめん。ちょっと今分かりにくい単語出たからもう少し分かりやすく」

「虚きよ数すう領域すら実体化する程の干渉領域が、あの人を中心に展開されているんです！」

「あの申し訳ないけどおれ異能バトルとかまだ素人しろうとだから出来たらもう少し配はい慮りよを」

「位階実数領域まで侵しん食しよく支配するほどの現世干渉！　まさか、そんな力が……」

「ひょっとしておれが悪いのかなあおれ空気読めてないのかなあ」

「これは……この人は、魔導アツイルトじゃない。魔天イエツラーでもない。……魔神ブリアークラス！」

「ほう。つまり黒部部員は、」

　部長のメガネが光った。

「本来虚数領域に存在しその現世干渉係数を物理有効数値に留とどめた上で現世干渉を行うほどの存在、魔導・魔天を超ちよう越えつし魔神と呼ばれその存在すら伝説化している程の魔族が今ここにその全すべての干渉域を有利化し実体化している。と、そう言いたい訳だな？」

「その通りです！　この人がどれ程の存在か、分かったでしょう！」

「なるほど分かったつまりコイツはスゲー強いんだね分かったぞおおおおおお！」

「そんな……魔天ですらわたし達たちを遥かに凌しのぐ存在なのに、その更さらに上の存在が……！」

「うわああ魔天すら凌駕する魔神クラスの出現だあああどうしよううわああああ」

「諦あきらめるな黒部部員！　そうだ、キミの現世干渉力を『金枝』に限らずあえて単純放出し、それを以ってヤツの発動領域に直接衝しよう突とつさせＭＰ濃度係数同士のつばぜり合い状態に持ち込めば或あるいは万一干渉力並びに実存存在の無効化が狙えるかも！」

「うおおおおお盛り上がって来たぞおおおお部長がすげえアイデア出したぞおお」

「無理です！　そんなの無理です！　魔神のＭＰ濃度は、魔導の比じゃないんです！」

「うおおおおおおレベルが違ちがうぞおおおお今度の敵はレベルが違うぞおおおお」

「ふはははははは分かったようだな下等な衆しゆう愚ぐ並びに下級な魔導ども！　我が力は既に現世干渉などというレベルでは無い、世界干渉だ！　我が現世に干渉するのでは無い、世界が我に干渉されその在り様を変えるのだははははははははははははははははははは！」

「なんてことだああああああああああああちっくしょおおおおおおお」

「おい火魅部員。叫びすぎだ」

「ごめん」

「ふははははははははは我が超魔弾は地上に落下しこの世界の全てを無に還かえす！　我はその無む為いとなった大地より『世界の卵』を回収するのみ！　さあ祈いのるがいい神に許しを請こうがいい全ての生命に懺ざん悔げをするがいい貴様らに出来る事はもうそのくらいだけだ！　この魔神の一いち撃げきによって速すみやかに虚無という永えい劫ごうの安らぎがこの世に訪おとずれる！　さあさあさあもうまもなく完成するぞ我のこの両腕から放出される高度ＭＰによって天空の超魔弾が完成するぞふははははははははははははははははははははははははは！」




　位置関係：部室に四人・部室入り口に魔神が万歳ポーズで哄笑・遥か上空に超魔弾。




「せりゃ！」

　優輝は腰を落とし、槍で魔神の胴どう体たいを貫つらぬいた。




「ぐふっ」

　魔神は、血を吐いた。




「あっ。……死んだ」







三章　十九時間前







「せりゃ！」

　優ゆう輝きの槍が、ジギィの腹を貫いた。

　刃は物ものが、人体の胴どうを貫かん通つうした。

　槍の先せん端たんが、反対側から出てきた。

　何か色々な内臓の組織が、その穂ほ先さきに絡からみついていた。

「ぐふっ」

　ジギィの口元から、鮮せん血けつが一筋垂れる。

「ぐふ……ご……」

　ジギィは泡あわのような息を口から吐き、そして視線を落として槍を見る。

　自分の胸に突き刺さった『それ』を、視界に入れる。

　何かとても珍めずらしいものを今発見したかのように、『それ』をまじまじと見つめる。

　ずる。その胸から『それ』が、槍が、引ひき抜かれた。

「ご……ごふ…………」

　支えを失ったジギィの身体は、部室の床ゆかに膝から力なくくずおれる。

「ぎゃああああああああああああ」

　刃にん傷じよう沙ざ汰たの現場の横で、亨とおるは叫んだ。

「優輝お前っ何やってんだあああああああ！」

「えっ？」

　槍を持った天使は、戸と惑まどったように辺りを見回す。

「あ、あの」

「が……がふっ……」

　その足元、倒たおれたジギィの身体からじわじわと血が染しみ出し始める。部室の床に、赤が広がっていく。信じられないくらいの量の赤い液体が、その身体から流出してゆく。

「あ、あの、だって」

　赤い現場の上で優輝は暫しばらく視線をさ迷わせ、そして焦あせったようにこっちを見た。

「だって今、明らかにバトル開始だったじゃないの！」

「アホかお前！　バトルかなんか知らんがいきなり腹を槍で刺すな何考えてんだああ！」

「だってスキだらけだったもん！　槍で腹を刺したら勝てるでしょ！」

「そんな異能バトルがあるか！　お前もうちょっと考えろバカ！」

「あれっちょっと意味分かんないんだけど異能バトルって腹を槍で刺しちゃダメなの？」

「ダメに決まってんだろうが腹を槍なんかで刺したら血が出ちゃうだろうがあああ！」

「血が出たら勝ちじゃん！　肝かん臓ぞう系を損傷させたらより確実じゃん！」

「ダメなんだよ！　異能バトルはそういうのナシなんだよ！」

「だってコイツ今、世界を滅ぼそうとしたじゃないの！」

「だからって腹を槍で刺しちゃダメなんだよ！　腹を刃物で刺したら人は死ぬんだよ！」

「天空から世界を滅ぼす巨大な隕石が墜つい落らくしてきても人は死ぬじゃないの！」

「ああお前なんにも分かってないよこのバカ天使！　天使の癖くせにバカ！　天バカ！」

「天バカって何よ妙なオリジナル用語作らないでよ！」

「お前そんな事言い出したら理り香かなんか超ちよう最さい強きようだろ！　ワープで自衛隊駐ちゆう屯とん地ちに忍しのび込んでサブマシンガンパクって来て無言で掃そう射しやすりゃほぼ無敵だろ！　ほおらこんな感じに収拾つかなくなっちゃうんだよその辺は皆みな頑がん張ばってうまいことバランス取ってるんだからお前一人空気読まないと皆みなが迷めい惑わくするんだよちょっとは考えろバカ！」

「まったく、創作現場は理り不ふ尽じんな事がいっぱいだな」

「え？」

　深刻に頷く部長の顔を、理香が不思議そうに覗のぞき込む。

「部長さん、あ、あの……亨さんはさっきから、一体何を……サブマシンガン？」

「その辺は、あまり考え詰めない方がいいぞ。理香君」

「？……」

「ワープで登校している時点で、どうしようもないからな」

「は、はあ……」

「野比家は、どこでもドア軍事利用の件で米国大統領に接触コンタクトされたりしないのだ」

「野比家？　米国大統領？」

「ごふうっ！」

　足元で、ジギィが息とともに血の塊かたまりを吐き出した。明らかに裂れつ傷しよう由来ではない真紅の血。切り傷じゃなきゃ何なんだ。そりゃあ肝臓系とかが機能不全を起こしてその出血が食道を逆流して口からああいや深く考えてはいけない深く考えてはいけない。

「ぐ……くっ」

　天てん井じようを見つめるその瞳ひとみがら、どんどん生気が無くなってゆく。

「……こ……ここまで、か…………」

　血に塗まみれた唇くちびるで、細い息。

「おいお前喋るな、なっ」

　亨はそれに向け、恐きよう々きようと声を掛けた。

「今喋ると色々と危ないから。リアルな意味で色々危ないからほらちょっと黙だまって」

「無念……くっ」

　ジギィは天上を見つめたまま、どこも見ずに口を動かす。

「だからちょっとお前無理して喋ると血が身体が内臓が」

「しかし……くっ…………我が消えても、我が魔ま力りよくは消えぬ……」

「おい。いいから分かったからちょっと黙ってろって。あっ耳から黒い血が」

「いやあああああああああああ」

　真紅の血を見て、優輝が高い声で叫んだ。

「あああああああああこの人死ぬううう私殺人者になっちゃうううう」

「やっと現状理解したかこのバカ！」

「警察来るの？　ニュースになるの？」

「なるね！　絶対なるね！」

「ワイドショーで特集されるの？　レポーター来るの？」

「来るね！　『白昼の学園で青少年凶きよう行こう！』とかの特集組まれるね！」

「なんか偉えらそうな評論家様が、分かったよーな顔で評論するの？」

「するね！　犯人の部屋とか本ほん棚だなとか晒さらされるね！　関連書しよ籍せきが漁あさられるね！」

「『犯人の本棚には、多量のライトノベルが並んでいた！』とか言われるの？」

「言われるね！　『女子高生が学園で凶きよう器きを振ふり回まわす物語！』って紹しよう介かいされるね！」

「『現実より遊離した恐おそるべき血みどろのその世界！』とかの字幕つくの？」

「つくね！　『失われゆく少年少女のリアル！　問われる出版倫りん理り！』でＣＭ入るね！」

「『事件は全てこの本の影えい響きようだった！』って結論出るの？」

「出るね！　作者に問い合わせ来るね！　むしろ作者が犯人だね！」

「無む辜この凡ぼん人じんが、放送会社の視し聴ちよう率りつのために社会的抹まつ殺さつされるの？」

「されるね！　磔はりつけ獄ごく門もんの上打ち首、過去の著作も余さず焚ふん書しよだね！　最悪だ！」

「いやああああああああああああああああああ」

　二人で騒さわぐその足元で、

「『金枝ミストル……』」

　血に塗れたジギィが、その血ち塗ぬられた唇で新たな呪じゆ文もんを紡つむぎ出す。

「あ、だからお前喋らないで、ちょっと大人しく……」

「『金枝ミストル：：暗黒願望・灰燼大陸亡者世紀コージイアポカリプス・ハツピーエンド』」

　呪文と共に、

「わっ」

　かきん！　やけに爽さわやかな音と共に、再び、黒い首輪が実体化した。

　こちらの、首に。

「えっ」

　思わず反射的に、出現した首輪に触ふれる。指先に、硬かたくて冷たい金属の感触。

　首に、黒い首輪を嵌はめられた。

「く……くくく……」

　ジギィはそれを確かく認にんし、軽く笑った。

「その首輪は……今、貴様に装着された首輪は、……我が最さい期ごの力……」

「おいお前も最期とか言うな。まだ助かるから絶対助かるから」

「くくく……我が死んでも、その首輪は消えぬ……」

「だから死ぬとか言うなちょっとしっかりしろこらしっかりっ」

「いやあああああこの人死ぬうう私殺人者になっちゃうういやああああ」

「くくく……我が超魔弾サハクイエルは、その首輪を目標にしてこの世界に降ふってくる……」

「だからちょっとお前喋るなって口を開くと色々出るからあのちょっと」

「くくく……超魔弾が炸裂まで、その首輪は決して外れはしない…」

「お前くくくって言いすぎちょっと黙れくくくはその辺にしてちょっと黙れって」

「……運命は、決まった…………」

「大だい丈じよう夫ぶ決まってないから運命決まってないからまだ助かるからおい」

「おお……」

　ジギィは、うつろな目になった。

「我が悲願が……、貴様を殺し、『世界の卵ユグドラシル』を手にする悲願が……」

　あっ意識混こん濁だくが始まったっこれはまずいマジでまずいっ。

「おお……川の向こうで…………おばあちゃんが呼んでる……」

「いやああああああああああああああああああああああああ」

「優輝さん……学校に槍なんか持って来ちゃダメですよ…………」

「あっ理香が距きよ離りを取った！　学校にカマ持ってくる魔族が何か言った！」

「『フダンハアカルクテ、コンナコトヲスルナンテ（音声は変えています）』」

「亨がインタビューの練習を始めた！」

「落ち着け皆。我々三部員の力を合わせ、今後の対応を慎しん重ちように」

「部長が部員名めい簿ぼから削さく除じよした！　ていうかこの人ボケもこなすのかよ！」
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「おお……ばあちゃん、やったよ、おれ、魔神ブリアーになれたんだ…………」

「いやああああああ婆ばあちゃんと話してるううう向こう岸に渡ってるうう」

「え……もう頑がん張ばらなくていいって……？　もう充じゆう分ぶんやったって……？」

「婆ちゃん説得しろよおおおおおおおおお追い返せよこらああああああ！」

「『ユウキサン、スコシクチガワルイデスヨ（音声は変えています）』」

「亨アンタそのネタ引っ張る気かああああああ！」

　色々な所が色々な意味でいよいよヤバくなったその瞬しゆん間かん、




　ぴりーん。




　その背中の翼が、再び音を放った。魔ま族接近の警報音。

　音とともに、部室の天井で、かつん、と軽い音が響ひびく。

「え」

　一拍遅れて、

　ごすっ！　と、やたら重い音が床で、倒れ伏ふしたジギィの顔の近くあたりで響いた。

「なっ」

　優輝が我に返った。

「なに、今の音」

「ふむ」

　部長が、天井を見上げて言った。

「何かが、部室の入り口から飛んできたようだが……」

　音が鳴った所をメガネ越ごしの視線で観察しつつ、落ち着いた声。

「それが天井で跳はね返かえって、床に？」

　理香がその先を追い、おずおずと視線を下げる。

　その視線の先に、

　部室の床、ジギィの顔の近くあたりに、握にぎり拳こぶし程ほどの黒い球体が転がっている。

「これ……？」

　優輝は黒い球体を見て、呟いた。

「これが飛んできたの？　さっきの警報と、何か関係が」

「『ハンニンノキョウミハ、スデニジケンニハナク（音声は変えています）』」

「亨、アンタちょっと後で話あるから」

　ころん、と黒い球体が転がり、その着地点……床への激げき突とつ地点が明らかになった。

　黒い球体の激突で、ジギィの左イヤリングが粉々に壊こわれていた。

「あっ。そうか」

　亨は、手を叩たたいた。

「魔路クリフアを壊して、魔ま界かいに返せばよかったのか。そりゃそうだ」

　天使や魔族の存在の根本は本来天界や魔界にあり、人間界には現世干かん渉しよう力を使って降臨している。その為ために彼かれら彼かの女じよらが身に付けるのが魔路と魔炉セフイラ。それぞれの両耳についている、それぞれの派閥ごとに形の違うイヤリングだ。魔炉はＭＰを発生する装置であり、そして魔路はＭＰを精製して現世干渉力に変える装置。

「おお……」

　ジギィの身体が、透すけて消えていく。

「我が、魔界へ帰る……」

　魔路を壊されＭＰ精製能力を失った魔族が、人間界でその存在を失ってゆく。

　魔路を壊されると天使や魔族は人間界に存在できなくなり、そのまま天界や魔界に帰ってゆく。その身体がいくら死に掛かけていようが、完全に死ぬ前に魔界に帰してしまえばまた本来の姿に戻り、死ぬ事は無い。帰ると人間界での人格はなくなってしまいしかも再臨には物もの凄すごく長い時間がかかるらしいが、それもかえって好都合。ああこういう方針でバトルするのかなるほどなあ。世界観掴つかむまでちょっと混乱があったなあ。

「凄すごいですねえ優輝さん。魔神級の魔族をああもあっさりと」

「部長として鼻が高いぞ」

「いや、いつかやると思ってたよ。おれは優輝の才能を見み抜ぬいてたね」

「お前ら」

　三人の賞賛の声に、優輝はなぜか低い声で答えた。

「ちょっと皆そこに一列に並んでみて。あ、並んだら歯ぁ食いしばって」

「何を怒おこってるんだ優輝」

「ほら早く並んで。まずはアンタだ亨」

「過去の諍いさかいは水に流そう。折せつ角かくのバトル勝利じゃないか」

「うわああああああ凄い真しん摯しな顔で図ずう々ずうしい事言ったこの男はあああ」

「大事なのは未来じゃないか」

「へええええええええ尤もつともらしい事言えるんだ亨ううう」

　優輝さんって、意外と根に持つ人だなあ。

「ほらっそんな事より、もっと大事な事があるだろ」

「ほおおおそうやって話逸らすんだあふうううううううん」

「さっき、魔族接近の警報音が鳴ったじゃないか。新手の魔族が来たんじゃないか？」

「あっそうだった！　事態は刻々変化しているのよ現状把は握あくは戦争の基本！」

　ああバカだ。この人きっとバカだ。

「まず、この黒い球体の正体だけど……」

　床に視線を落とし、転がる黒い球体を見つめる優輝の前で、

　ひゅん。黒い球体が、再び動いた。

　まるで何かに呼ばれたようにぽんと跳とんで、部室の出口へと戻もどっていく。

「あ、こ、このー！」

「こら優輝、お前無防備に追いかけるなって！」

　黒い球体を追って部室を飛び出していく優輝の後を追い、部室の外へと出る。

「む」

　優輝は部室の外、校庭を見下ろす柵さくの前で立ち止まった。

　追いついて、同じく柵の前で立ち止まり、その視線の先を追ってみる。

　柵さく越ごしに見下ろす、箱はこ内ない高校の校庭。

　……その隅すみっこ、若葉を生やすイチョウの木の下に、少女が立っていた。

　見事な青髪がみをポニーテールに纏めた白い肌はだの少女が、校庭の隅に立っていた。

　迷いを感じさせない凛りんとした表情。ちょっとツリ目気味の鋭い目つき、芯しんの強そうな瞳。意志の強そうな、しかしどこか幼さも残る微び妙みような顔立ち。

　校庭の隅に立つ少女は、強い視線で、真まっ直すぐに、こちらを見据えている。

　その両耳には小さな水滴型のイヤリングが、魔族の証が揺ゆれている。

　黒い球体が、少女の元に戻った。一直線に返ってきた黒い球体をその右手でパシッと見事に受け止めつつ、しかし青髪の少女はやはりこちらから視線を外さない。下からその瞳で、強く鋭い視線で、こちらをじっと見据えている。

「第五の魔族……？」

　何となく目を逸らせなくなったまま、亨は少女を更に観察した。

　こちらを見据えるツリ目気味の目つきと、意志の強そうな視線。全体的に冷れい徹てつで鋭くて事務的な印象の少女……しかしなぜかその服装は、短い丈たけのキャミソールと太ふと腿もも丸見えの青色ミニスカート。冷たい青髪ポニーテールの少女が、やたらと刺し激げき的てきな格好で校庭の隅っこに立ち、こちらを見据えている。意外と似合っている。

「なるほど……」

　優輝はその視線を受け、不敵な笑えみを浮うかべた。

「全く、次から次へと出てくるわね、アンタらは！」

　叫さけび声ごえと共に、その右手に光の槍やりが実体化する。

「一難去ってまた一難か！　バトル再開ね！」

　あれっ。この人、さっき散々騒いだり叫んだりしてた事はもう忘れたのかな。

「バトル開始よ！　アンタも来なさい亨！」

「なんでおれまで！」

「アンタが来ないとＭＰ補ほ充じゆうが出来ないでしょ！　いいから来なさい！」

　優輝は右手で槍を持ち、左手でこちらの襟えり首くびを掴んで強ごう引いんに引っ張った。そのまま校庭へと続く階段をどたどたと駆かけ下おりつつ、下へ向かって大声で呼ばわる。

「私は白しら瀬せ優輝！」

　遠く離れた青髪の少女に槍を突つきつけつつ、優輝は叫んだ。

「名を名乗りなさい、魔族！」

　青髪少女は、その手の黒い球体を軽く投げ上げつつ、静かにその口を開いた。

「…………テティス。水滴派バチカルの、テティス」

　テティスと名乗った少女は、その細いツリ目を更に細めた。

「……『世界の卵』を奪うばいに、そして世界の破滅を止めに、ここに来た」

　テティスは、落ちてきた黒い球体をぱしっと受け止め、呪文を吐いた。

「『金枝ミストル：：裂光残影クトウーラ』」

　呪文と共に、そのむき出しの白い両腕に、腕うで輪わのような金枝が具現化した。




　かちっ。

　校庭の大時計が、四月二十七日、金曜日、午後四時五十八分を指し示した。

　世界の滅めつ亡ぼうまで、あと十九時間二分。




「ところで……ですね。部長さん」

　部室、午後四時五十九分を指し示す壁かべ時計の前で、黒くろ部べ理香は声を出した。

「ジギィさんが消えても、あれはまだ消えてないんですね」

「あれ、とは？」

「上です」

　黒部理香は、部室の外に見える天を指差した。

　指差される空の景色は、巨大な隕石によって覆い尽くされている。

　隕石の空くう虚きよな瞳が、地上を睥睨している。

　魔神が作り出した超魔弾が、破滅の色を湛たたえて浮かんでいる。

「あれが落ちてきたら、世界は滅んじゃうんですか？」

　言って、黒部理香は、視線を下げた。

　その視線の先、白瀬優輝に引きずられている火ひ魅み亨の首に、黒い首輪が嵌はまっている。

「超魔弾は、あの亨さんの首輪めがけて降ってくるんですよね？」

　火魅亨の首に、黒い首輪が嵌っている。

「そして……あの首輪って、外れないんですよね？」

　滅亡の隕石は、その空虚な瞳で、黒い首輪を見つめている。




　かちっ。

　校庭の大時計が、四月二十七日、午後五時を指し示した。

　世界の滅亡まで、あと十九時間。




「『金枝ミストル：：裂光残影・陽クトウーラ・ホワイト』」

　呪文と共に、テティスの『金枝』が白く輝かがやいた。

　相対する優輝は、焦ったように呟いた。

「な……何よ、こいつの力はー！」







四章　十八時間前







「まもなく、世界が滅ぶ」

　テティスと名乗った少女は、火ひ魅み亨とおるの顔を見つつ、そう断言した。

「明日の正午きっかりに、世界が滅ぶ」

　真っ直ぐな視線、迷いを感じさせない凛とした瞳で、青髪の少女は断言した。




　かちっ。

　部屋にある磯いそ巾ぎん着ちやく型の置時計が、四月二十七日金曜日、午後六時を指し示した。

　世界の滅亡まで、あと十八時間。




「あの……」

　亨は、目の前の少女に恐々と声をかける。

「話が、その……見えないん、ですけど……」

　声をかけつつ、さり気なく周囲を見回し現状確認。

　自分が今いるのは、狭せまくも広くもない平へい凡ぼんなマンションの一室。

　フローリング床のごく平凡な一部屋で、部屋中央には小さな机が置かれ、片かた隅すみには大きなベッドが安置され、そして隅っこには最新型らしい薄うす型がたテレビが据すえ付つけられている。テレビの上には磯巾着型の置時計が置かれ、その針は午後六時を指し示している。主な家具は以上で、あとは部屋の隅に小物入れの小さな引き出しがあるだけ。

　部屋の手前と奥おくにそれぞれドアと引き戸があり、ドアは台所へ、引き戸は奥の和室へと繋つながっている。この部屋に入ってきた時の記き憶おくによると、台所の付近には風ふ呂ろ場ばと洋式のトイレがあり、そしてその正面にはマンション廊ろう下かへの出入り口があるはずだ。

　部屋の窓からはとある田舎いなかののどかな風景が広がり、全体的になんだか非常に住みやすそうな家だ。例えば新しん婚こんさんなんかが二人きりでここに住むとなったらそれはとても幸せな生活が送れそうな、そんな何処どこかのありふれた集合住宅の一部屋。

　そういう場所で。

　亨は視線を戻し、自分の目の前、机越しの向かいに座すわる青髪の少女を見た。

　そういう場所、そういう家で、自分はこの少女と二人きりでいる。

　テティスと名乗ったこの少女と二人、机を挟はさんでお互たがい向かい合って座っている。

　テティスの服装は、変わらずキャミソールとミニスカート。

　自分は今、キャミソールにミニスカ姿の女の子と二人きりで、マンションの一室にいる。

　更にしかも、その上にもう一つ、驚愕の事実。

　自分とこの女の子は、さっきから手を繋いでいる。

　こちらの左手と女の子の右手を、繋いでいる。

　しかも、互いにそれぞれの指を絡み合あわせた繋ぎ方。いわゆる『恋こい人びと繋つなぎ』。

　二人きりで、この家で、互いの手の指を絡ませたまま向かい合って座っている。




　何やってんだ、おれは。

　つい一時間前は箱はこ内ない高校の部室にいたのに、一体、なんでこんな状じよう況きようになってるんだ。

　この一時間で、一体何があったんだっけ。

　今いま更さらながら自問しつつ、視線を更に動かして自分の左ひだり腕うでを辿たどっていく。

　何度確認しても一いつ緒しよ。当然、さっきから状況は変わっていない。自分の左手とこの少女の右手が、がっちり繋がっている。しかも、繰くり返すが恋人繋ぎ。

「その手は、私の『金枝ミストル』によって固定されている」

『繋いだ手』に向けられたこっちの視線に気付いたらしく、テティスは言葉を吐いた。

「人間の力で外れるものではない」

　そのツリ目気味の目を更に細めて、冷れい酷こくな言葉。

「諦あきらめろ」

　凛とした言葉。

　言葉を聞きつつ……繋がった左手の感かん触しよくに、意識を向けてみる。

「無む駄だな事だ」

　冷たいお言葉。

　しかしその冷静そうな雰ふん囲い気きとは裏腹にこちらの左手に感じるその右手の感触は温かくて柔やわらかくて華きや奢しやで力強く握ったら壊れてしまいそうで硬こう質しつの言こと葉ば遣づかいとこのふわふわした感触のギャップがこれはもうとてもたまらんというか女の子の手っていいなあ。

「あ、いや」

　口に出して、自分の思考を遮さえぎる。

「そんな事は、今はどうでもいいんですよ」

　別に、好きで手を繋いでいる訳ではない。あくまでも。

　外れないのだ。こちらの左手とテティスの右手が、さっきからずっと外れない。手を繋いだ状態のままくっついてしまっている。接せつ着ちやく剤ざいで固定されたかのように、ガッチリと外れない。こうして左手指の力を抜ぬいてみても、掌てのひら同士がぴったりとくっついています。

「脱だつ力りよくしても無駄だ」

　こちらが力を抜いたのを感触で悟さとったらしく、テティスは言った。

「その現象は、私の『金枝』によって実現している、私の力」

　その両りよう腕うでに実体化しっぱなしの黒い腕輪を視線で示しつつ、何か得意気。

「人間の腕わん力りよくでは、私の『金枝』を破る事は出来ない」

　心なしか、密ひそかに嬉うれしそうだ。

　対たい抗こうする訳ではないが、左手の握あく力りよくを完全に抜いて完全脱力してみる。

「…………」

　やはり外れない。完全に、くっついている。

「無駄だと言っただろう」

　テティスはふふん、と鼻を鳴らした。

　うわ。更に得意気だこの人。亨は密かに思った。この人、冷静ぶってるけど密かに嬉しがってるぞ。自分の力を披ひ露ろう出来てとても誇ほこらしげだぞ。

　意地になって、脱力したままの左腕をぶんぶんと上下に振ってみる。

「キミがいくら試ためしても、私としては一向に構わないが」

　テティスは完全に腕うでの力を抜き、腕の上下運動に逆らおうとしない。

　こちらの左腕の動きに合わせ、テティスの右みぎ腕うでがぶんぶん動く。しかし外れない。外れる気配すらない。無む理り矢や理り引っ張ってどうにかなる強度とも思えない。前言訂てい正せい。自分はこの少女と『手を繋いでいる』ではない。『手が繋がっている』だ。

「いくら試しても、結論は同じだ」

　テティスは、されるがままに右腕をぶんぶんしながら、確定のように言い放った。

「その手は外れない。逃とう走そうは不可能だ。キミは、ここから逃にげられない」

　そう。亨は腕を止め、無言で確認した。おれはさっきから、この子に捕つかまっている。

　この繋がった手を鎖くさり代わりに、この部屋に監かん禁きんされている。

「状況や理由について、聞きたい事も多いだろう。それはこれから説明させてもらう」

　テティスは机の前で正座に座りなおし、ふ、と息を吐いた。

「が、その前にまず一つ、理解しておいてもらいたい」

　正座って、身体のラインが綺き麗れいに見えるなあ……

「キミは明日まで、この家から出られない。これをまず認にん識しきしてもらいたい」

　キッチリとした正座で上品な佇たたずまいで、しかしキャミソール。これはいいなあ……

「明日の正午までずっと、私と共にここにいてもらう」

　剥むき出しの両りよう肩かたと両腕と両りよう脇わきがセクシーだなあ……

「期間中のキミの生活や生命については当然、全面的に保障する」

　胸も大きいなあ……部長や理り香かと競きそうくらいはあるなあ……

「勿もち論ろん、キミの人格や尊厳を穢けがす行こう為いをするつもりも無い」

　部長が着き痩やせ巨乳で理香は幼顔巨乳、そしてこの人は細身巨乳か……

「また他ほかにも何か望みがあれば、私のできる限りの行為をもって最大限に叶かなえよう」

　最近、巨乳な人に縁があるなあ……あ、優ゆう輝きさんは例外ですが。

「明日の正午の『その時』まで、私に何を命じてくれても構わない」

　ミニスカートから零こぼれ、正座によって張はり詰つめた太腿……

「死にゆくキミに対する、私個人による最大限の誠意だ。理解して欲ほしい」

　白い肌……つやつやの肌……初雪のような肌……

「逃とう亡ぼうを試みるのは無理もないが、無駄だ。それも早いうちに理解してもらいたい」

「えい」

　左腕を、思いっきり上げてみる。

　テティスの右腕が、引っ張られて思い切り上がった。

「……まだ試すのか？　いくら試してもいいが、無駄だ」

　右腕を思いっきり上げた姿勢のまま、テティスは呆あきれたように言う。

「この手は外れない。私の『金枝』が発動している限り、決して外れない」

　キャミソールとミニスカートの隙すき間まから、微かすかに見える脇わき腹ばら……美しいなあ……

「私の『金枝』は、私自身の意思か、またはＭＰ減少によってしか解除されない」

　脇腹から脇の下したを通って、腕へと続くライン……芸術的だなあ……

「キミの『世界の卵ユグドラシル』と接せつ触しよくしている限り、ＭＰ切れもありえない」

　このラインを……そっと……そっとなぞったら……どうなるかな？

「よって、この手は決して外れない」

　そう……長く微び細さいな筆を使って、このラインを上から下へ、そっと……

「……聞いているのか？」

　この雪のような白い肌は……どんな色に染まるのかな？

「……おい？」

　その澄すました口から……どんな鳴き声が漏もれるかな？

「火魅亨！」

　さて……と。どういう状況を作り出せば、そんな行為を実現できるか……

「話を聞け！」

「はっ！」

　我に返った。

「あ、いや、聞いてました！　聞いてましたよ！」

「そうか」

「別に、何も企たくらんでませんよ！　聞いてましたよ！」

「では内容を言ってみろ。私は今、何を話していた？」

「え、えっと……」

「私は今、キミに何を話していた？　言ってみろ」

「…………ええと、筆が」

「筆がどうした」

「筆とかで、全身をくまなく撫ぜ回してみたいなと」

「何の全身を？」

「マッサージ機なども併へい用ようし、泣いて懇こん願がんするまで容よう赦しやなく擽くすぐりまくってみたいなと」

「錯さく乱らんしているのか」

　テティスはふう、と息を吐はいた。

「……確かにキミにとって、これは正常な精神でいられる状態ではあるまいな」

「キャミソール」

「だが、これは必要な事なのだ。キミがこのまま生きていると、明日、世界が滅ほろぶ」

「ミニスカート」

「なんだと？」

「いえ、何でもないです」

「そうか」

　テティスは、頷うなずいた。

「……そういう訳で、これから明日まで、キミをここに監禁する」

「…………あ。あの」

　ふと、唐とう突とつに気付いて、おずおずと右手を上げる。

「なんだ？」

「先ほど確か、『望みがあれば、叶える』と言いましたよね」

「言った」

「ええと……その件ですけど、あの、突とつ然ぜんですけどちょっといいですか」

「何を？」

「本当に突然で、いきなりこんな事を言うのは非常に気が引けるんですけれども」

「言っただろう。明日までの期間中、何か望みがあれば私のできる限りの行為をもって最大限に叶える。それが私の誠意だ。なにしろ私は明日、キミをここで殺……」

「ちょっとすいません。途と中ちゆうで遮って悪いんですけど」

「なんだ？」

　テティスは、ちょっと苛いら立だたしげに眉まゆを顰ひそめた。

　鋭するどいそのツリ目に向け、遠えん慮りよしつつ声をかける。

「こっちの身体に、切せつ羽ぱ詰つまった事態が発生したんで、言わせてもらいますけど」

「そうか。遠慮せずに言うがいい」

「あの……」

　右手を下ろし、腹を押おさえてみる。

「トイレ、行きたくなってきたんですけど……」

　ああ……そういえば今朝、ウンコしなかったなあ……。

　……ってあれ伏ふく線せんだったのかよ！　最悪だ！　最悪の伏線回収だ！

「…………」

　あっ。なんかテティスさん引いた。

「…………」

　そりゃあ、真ま面じ目めな話してるトコにいきなりトイレとか言われたら引くわなあ。

「…………」

　しかもおれ、さっきこの家にお邪じや魔ましたばかりなんだよなあ。人ん家に来ていくらも経たたないうちにいきなりトイレ貸してくれとか、そりゃあ無作法だよなあ。

「…………」

　でも言わせてもらうけど、おれ自分から進んでここに来た訳じゃないからな。ほんの一時間前に優輝に引っ張られて部室の前でバトルスタートして、で、その結果としてここまで拉ら致ちされて来たんだからな。このトイレ借りはおれのせいじゃないからな。

「…………そうか」

　テティスは沈ちん黙もくを止め、深刻な表情で呟つぶやいた。

「そうか、トイレ……か」

　無表情にも見える深刻な表情の中、何か重大な事に気付いたような動どう揺ようの色。

「それは……」

　そのツリ目気味の視線をこちらの左手に、くっついた自分の右手に向け、呟く。

　その姿を見て思いつく。そう言えばこれ、明日まで手を離さないってんならつまりずっとこのままって訳で、つまりその期間のトイレは全部一緒に行く羽目になるんですけど。その辺の対策はあるんですか。ねえテティスさん。

　テティスは深刻な表情で、言った。

「……考えてなかったな」

　考えてなかったのかよ！

「そう言えば、そういう不都合もあったか」

　完全ノープランかよ！

「……しかし、やむをえまい」

　テティスは深刻な表情のまま、深く頷く。

「キミを逃がすわけにはいかない。やむをえまい」

　頷いた顔を上げ、こちらの目を真っ直ぐに見た。

「ついて行ってやる」

　おい待て。

「ドアを開けたまましろ」

　マジかあああああああ！

「生理的行為としては、問題なく行えるはずだ」

　うわあ何言ってんだこの人。深刻な顔で真面目な顔で何言ってんだ。

「幸い、片手は動くだろう。右手が動けば全すべて事足りるはずだ」

「事足りねえ！」

「ウオシュレットはついている。安心しろ」

「そういう問題じゃない！」

「どういう問題だ」

「音聞こえるだろ！　ドア開けたまま外に立たれると音聞こえるだろ！」

「私は右手が塞ふさがっている。左手だけでは両耳は塞げない。諦めろ」

「人じん権けん蹂じゆう躙りんだ！　捕ほ虜りよの人権蹂躙だ！」

「最低限受け入れられない事もある。理解してもらいたい」

「自分の時はどうするつもりなんだ！　おれ外に立つぞ！　聞くぞ！」

「…………」

　あっ。すげえ動揺した。今この人、無表情のまますげえ動揺した。

「……気付かなかった」

　気付けよ！

「予想外の要素だ」

　計画の段階で考えとけよ！　意外といいかげんだなテティスさん！




　兎とに角かく、とは言え、生理的に切羽詰まった以上仕方ない。

「はあ……」

　亨は便器に座ったまま、深く溜ため息いきをついた。

　和式じゃなくて良かった。ウオシュレットついてて良かった。本当に良かった。

「ちゃんと流せよ」

　ドアの隙間から、声が聞こえてきた。

「流します！」

「確認するつもりは無いが」

「流すって言ってるだろ！」

　全力で言い返して座り直す。また深く溜息をつきつつ、じっとトイレの壁を見る。

　タイル張りの、見慣れないトイレの壁。見慣れないトイレの壁ってのは、これは結構な日常の変化を感じる。『見知らぬ、トイレの壁』うわ何だかアニメのサブタイトルみたいだ。そんな事をしみじみと考える。

　なんでこんな所で、こんな事をしてるんだろう、おれは。

　トイレに腰こし掛かけつつ、一時間前の事を思い出だす。




　一時間前。四月二十七日の、午後五時。

「『金枝ミストル：：裂光残影・陽クトウーラ・ホワイト』」

　箱内高校グラウンドの隅っこ、イチョウの木の下で、テティスは呪じゆ文もんを唱えた。

　呪文と共に、その両腕に実体化した腕輪が白い輝きを放つ。

　それが合図であったかのように、その手に握られていた黒い球体がごおっと音を立て、空気を切きり裂さいて真っ直ぐに飛ひ翔しようする。真っ直ぐに、優輝に向かって。

「む！」

　かつ！　黒い球体は、優輝の手元で爽やかな打だ撃げき音おんを立てた。

　優輝が、黒い球体を弾はじき返した。

　優輝はこちらの手を引く左手を離はなして素す早ばやく槍に添そえ、それを軸じくに槍の柄えを身体の前で見事に一回転させた。目前まで迫せまっていた黒い球体を間かん一いつ髪ぱつ、その回転した穂ほ先さきによって弾き返す。弾ひかれた黒い球体は、そのままあらぬ方へと飛んでゆく。

「もらった……！」

　回転する槍をぱしっ！　と音を立てて両手で掴み直しつつ、流れる動作で地面を蹴けって必殺の勢いでテティスとの距離を詰める。ここまで、戦せん闘とう開始からわずか五秒足らず。既に両者の距離は歩ほ幅はばにしてほぼ三十歩ほどの距離にまで縮まっている。更さらに近づく。二十五歩、二十歩。十五歩。優輝の槍がテティスに向かって突とつ撃げきしていく。

「いただきぃっ！」

「『金枝：裂光残影……」

　優輝の気合の声と、テティスの二度目の呪文が重なった。

　呪文にあわせ、テティスの腕輪が再び白い輝きを放つ――

　――しかし、テティスが遅おそい。

　亨は優輝の後ろ姿を、今まさにテティスに突とつ進しんしてゆくその背中を見つつ思った。

　ただその場に立つテティスとそれに突撃する優輝、その両者の距離は既すでに十歩足らずにまで縮まっている。優輝の槍は真っ直ぐ直線の白銀に輝き、そしてテティスの武器である黒い球体は先ほど槍に弾かれて既に遥はるか彼方かなた……。

　勝った。確認して、確信した。

　優輝の勝ちだ。テティスがこれから余よ程ほどの事をしない限り、優輝の槍はこのままその水滴イヤリングを粉ふん砕さいする。そう、もうテティスにはなす術すべもなく、ほんの数秒後には左右どちらかのイヤリングを失ってこの人間界から消失――

　甘あまかった。

「……陰ブラツク』！」

　テティスは、余程の事をやった。

　テティスは呪文を完成させ、そして余程の事をやった。

「う……！」

　呪文の完成と同時に、亨は思わず驚きよう愕がくの声を上げる。

「わあああああ！」

　そのまま叫ぶ。奇き妙みような事に、叫んだ時点では自分の身に何かが起こった事すら分からなかった。足が地面から離れている。身体のどの箇か所しよも地面と接触していない。『今、自分の身体が宙に浮いている』それを完全に理解したのは最初に叫んでから数瞬しゆん後で、そして、

　ぼふ。さらにその一秒後、顔面への軽い衝しよう撃げき。

「お……」

　頬ほおに、何だか柔らかいものが密着している。柔らかくて温かいものが密着している。

　これは……？　ふわふわの感覚を顔全体で感じつつ、推理。

　このふわふわは……？　ふわふわの前で顔を僅わずかに動かしつつ、推理。

　この感触は、この匂においは、ひょっとしたら、女の子の身体……

　より具体的には、女の子の胸とか、そういう箇所の……

　理解した。顔面に感じるこれは、テティスの胸だ。

　自分は今、テティスと、テティスの身体と密着している。

「んむ？」

　顔を埋うずめたまま、声を出す。なんで、おれは、こんな所にいる？

　ええと……ほんの数瞬前は、おれはこの身体とは遥か離れた所にいた筈はずなのに。

　目の前に優輝の背中があり、そしてこの身体はその更に向こうにあった筈なのに。

　なんでおれは今、ここでこうして、その身体と密着している？

　さっき『身体が宙に浮いた』のと、何か関係が……？

　……引き寄せられた？

　ふわふわの感触を顔で感じつつ、脳みそが結論を出した。

　あの呪文で、おれは身体ごと引っ張られ、宙を跳んでここまで引き寄せられた。

　身体ごと引っ張られて空中で優輝を追おい越こし、そしてこうして密着している。

「こ、こら亨！」

　優輝の焦あせったような声が、後ろから聞こえた。

「アンタ、何やってんのよ！　バトル中に何やってんのよ！」

「いや、だってその」

「邪魔！　離れなさい！　何やってんのよ！」

「わ、分かった……」

　えらい剣けん幕まくで怒ど鳴なられ、そしてこの時点でやっと気付いた。

　テティスの身体に密着したこちらの顔が、外れない。

　顔に感じるふわふわの感触、それが接着されたように外れない。鼻先に感じるつやつやの肌が外れない。頬を撫なでるさらさらのキャミソールが外れない。……あ、いえ、言っときますけどマジです。自分の意思で外さないんじゃなく、マジで外れないんですこれ。

「亨うううううううううアンタ何やってんのよこんな時までえええ！」

「だ、だって」

　本当に、外れないんだってば。そう言いい募つのろうとした瞬しゆん間かん、

　ぐいっ。首の後ろに、華奢な両腕の感触。

　両腕で、抱だきしめられた。

　テティスの剥き出しの両腕がこちらの首の後ろに回ってきて、そのまま力ちから一いつ杯ぱいにぎゅっと。あ、そんな事をされるとさっきよりも更に顔面がその身体に密着しますがその。

「こらああああああああああああ！」

　あっヤバい。脳の一部が警報音を放った。これはヤバい。これはいつものパターンだ。

「あのちょっと、テティスさん」

　両腕に抱きすくめられたまま、隙間から声を出す。

　気持ちと行為はとても非常にありがたいんですが、今ちょっといったん離してもらえませんか。あとでまたじっくり続きをやっていただくとして、今はいったん腕を離していただけませんか。いやその、後ろの優輝さんが非常に怖こわい状態になってんですけど。

「『金枝：裂光残影……」

　テティスはこちらの心中にはお構いなく、両腕をそのままに、三回目の呪文を呟いた。

「亨！　テティス！　二人まとめて……」

　ほらテティスさん！　後ろでなんかばちばちばちばちって音が鳴ってますから！　これ優輝の槍の音ですって！　音で聞く限りシャレになりそうもない出力のようですよ！　何故なぜかおれまで攻こう撃げき対象に含ふくまれてますから！　ちょっと勘かん弁べんしてくださいってマジで！

「……くらええええええええええ！」

　恐おそろしい叫びと共に雷らい槍そうが風を切った、その瞬間に、

「……陽ホワイト！』」

　テティスは、地面を蹴って跳とんだ。

　比ゆではない。本当に跳んだ。
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　何でもない校庭の、硬かたい地面を蹴って、遥か上空へと飛び上がった。

　その両腕で、こちらの身体を抱き抱かかえたまま。

「あ！」

　ぶん！　優輝の槍が空を切る音が、間一髪の足元から聞こえてきた。

「な……何よ、こいつの力はー！」

　続く叫びは、あっという間に遥か下方へと遠くなり、

「こらー！　亨ー！」

　そして、消えた。

「……完かん了りよう」

　テティスは上空で冷酷に呟き、そして、

「『金枝：裂光残影・陽』」

　四度目の呪文と共に、学校から遥か離れた場所へと着地した。

　ばふん。地面がまるでトランポリンの床ゆかみたいに弾はずみ、何の衝撃もなかった。

「な……」

　驚愕の声に構わず両腕を離し、そしてその右手をこちらの左手に重ねて、五度目の呪文。

「『金枝：裂光残影・陰』」

　それ以来、その手は離れなくなってしまった。




　そして一時間くらい電車に揺られてこの家に連れ込まれ、今、ここでこうしている。

「終わりました」

　後ろ手でトイレのドアを閉めつつ、亨は言った。

「ごくろうだった」

　トイレの前のテティスは、ごく事務的に声をかけてきた。

「ええ、苦労しましたとも」

　精せい一いつ杯ぱいの嫌いや味みを返しつつ、洗面所で右手を洗う。

「ところで、ちゃんと流したのか？」

「流したって言ってるだろ！　というか、流した音聞こえたはずだろ！」

「五回くらい連続で聞こえてきた。どうしてあんなに流すのだ」

「音消しだよ！　水の流れる音でトイレの音を消すんだよ！」

「……ああ、そうか」

『その手があったか』のように、深く頷く。

「というかこのトイレ、音消し装置もないのかよ！　遅おくれてるんだよ！」

「何しろ、人を拉致するのは初めての経験だ。不徳を許して欲しい」

「いや……いいよ、もう」

　何だか、調子が狂くるう……

「ふむ。納なつ得とくしてくれてありがたい」

　テティスは真面目な顔で、安心したように頷いた。

　手を繋いだまま二人で元の部屋へと戻り、再び机の前に座る。

「ええと……」

　向かい合った状態で、とりあえず口を開いてみる。

「なんだ？」

　テティスは、真面目な顔で真っ直ぐに聞き返してきた。

「……いや…………その」

　聞きたい事は、ある……けど、下手な事を聞いたらまずいかな。

「…………」

　こういう沈黙、辛つらいなあ……。

「テレビでも、付けるか？」

　テティスは手を繋いだまま立ち上がり、引き出しからテレビのリモコンを取り出した。

　元の姿勢に戻もどり、プッっ、と電源ボタンを押す。

　テレビ画面に『究極天使ラヴリィアイ第十二話！　奇き跡せきの勝ちは！』が表示された。

「ラヴリィアイ……？」

　リモコンを机の上に置きつつ、テティスはテレビ画面の文字を音読する。

「ああ、アニメとかいう番組だな」

　すっ、と、こちらに視線を送ってくる。

「昔のアニメの再放送をやっているらしい」

「そうみたいですね」

　究極天使ラヴリィアイ。この地域では、また再放送しているらしい。

「今、始まった所のようだ。見るか？」

「あ……はい。付けといてください」




『新たな敵怪かい獣じゆうが、出現しました！　……くっ、なんて事だ！』

　テレビの中の作戦会議室で、オペレーターが叫んでいる。

『戦せん闘とう力りよく数値、出ました。……五十三万！　な、何だこれ……そんな、桁けた違ちがいだ！』

『なんだと！　くっ……それが本当なら……理論上、勝てる方策は存在しない！』

『ラヴリィアイ発進準備！　都市部迎げい撃げきシステム、第一より第七まで全力稼か動どう！』

「……ふむ」

　テティスは、真しん剣けんな表情でテレビを見ている。

「これは……面白おもしろいのか？」

「はい……」

　亨は、答えた。

「まあ……面白い、ですよ？」

「そうか……」




『システム、オールグリーン！』

『パイロットのミライススム、状況を報告せよ！』

『こちらミライススム！　状況良好です！　いつでも行けます！』

「……ふむ」

　テティスは、真剣な表情でテレビを見ている。

「この、ミライススムという少年が、この巨きよ大だいロボットのパイロットか？」

「はあ……一応、そうですけど……」

「何故こんな子供が、こんな巨大兵器を任されているのだ？」

「ええと……そのロボって、適合者とかじゃないと動かせない……らしいです」

「それは……兵器として、致ち命めい的てきなのでは？」

「…………まあ……そうですね」

「そうか……」




『目標、体内部より高出力エネルギー体放出！　くそっ、強い！』

『なんだと……二十四層ある装そう甲こう板のうち十七層を一いち撃げき粉ふん砕さいだと！　圧あつ倒とう的てきだ！』

『第四次防衛システム、蒸発！　ダメです！　歯が立ちません！』

「……ふむ」

　テティスは、真剣な表情でテレビを見ている。

「……オペレーターの戦せん況きよう報告が、いやに主観的なのだが？」

「まあ……強敵が来てるし、テンションも上がってんじゃないですかね」

「作戦中にオペレーターがテンションを上げては、命令伝達に差さし障さわるのでは？」

「確かに……そう、ですね」

「そうか……」

「…………」




『くっ……駄だ目めだ！　ミライススム、撤てつ退たいだ！　諦めるしかない！』

『ダメだ！　ここで引いちゃダメなんだよ！』

『何を言っているミライススム！　引くんだ！　引くしかない！』

『ダメなんだ！　ここで引いたら、世界は……この世界は、滅びてしまうんだよ！』

『しかし……敵勢力は絶望的なんだぞ！　運命は、もう決まって……』

『運命なんて言うな！　予あらかじめ決まっている未来なんて、この世にはない！』

「……ふむ」

　テティスは、真剣な表情でテレビを見ている。

「今、前線兵士が直接作戦立案をしたが……あれは問題ないのか？」

「まあ……そりゃ、実際にロボを動かしてるのは、彼かれですし……」

「……後方の作戦本部は、軍属の筈だが……」

「まあ……そうですね」

「そうか……」

「…………」

　……空気知らない人と一緒にアニメ見るのって、辛いなあ……




「トランプでもするか」

　引き出しから、今度はトランプが出てきた。

「なんでトランプ？」

「ブラックジャックのルールを知っている。それでいいか」

　なんで拉致されて、アニメ見ながらブラックジャックなんだよ。言おうとしたが、折せつ角かく気を使ってもらってるのに文句ばっかり言うのも何だな、と思って止める。

「……じゃあ、まあ、ブラックジャックをしましょうか」

「よし」

　ぱらぱらぱら。テティスは左手だけで器用にカードシャッフルした。

「ルールの確かく認にんだ。両者、三枚の手札を所持しスタート。中央の山札からそれぞれ任意枚数の手札を追加してゆき、完成手札の合計ポイントが21に近い方が勝ち。ぴったり21が最強であり、これは『ブラックジャック』という特別な役になる」

「はあ」

「手札は無制限に追加できるが、合計点数が22以上になってしまったら『バースト』となり、これは最弱の役となる。21以内にいかに踏ふみとどまるかがポイントだ」

　なんだこの全力なルール解説は。ていうか、目が完全に真しん剣けん真ま面じ目めだぞ。

「以上の基本に、更にローカルルールとして、

『同数は基本的に引き分けだが、どちらかにエースが交じっていた場合はそちらが勝利』

『ブラックジャック完成により勝利した場合は、二倍ポイント加算』

以上二つを採用し、この勝負に臨のぞみたいのだが」

　なんだなんだ。やけに全力だぞ。何だこの人。

「まあ…………何でもいいです」

「勝負に際して『何でもいい』は感心しない」

　真っ直ぐに、真剣な顔。

　……そうか……基本的に、真面目全力勝負な人なんだな。なるほどなあ……。

「じゃあ……えっと、そのルールで行きましょう」

「よし。では、勝負を始めようか」

　ジョーカーを抜いて表向きにして脇わきに置き、残る五十二枚のカードの山を中央に置いた。

　五十二枚のその中から、それぞれの手元に三枚ずつ手札を配る。

　自分の手札を見つつ、テティスは呟いた。

「……勝負をしながら、現状について、これからについて、説明する事にしようか」

「はいはい」

　生返事をしつつ、亨は自分の手札を見た。７と３と５。合計15。

「ええと……じゃあまあ、ドローで」

　ドロー。つまり手札を一枚追加だ。山札からカードを一枚、取る。

「あの……まず、ですね」

　取ったカードを手札に加えつつ、おずおずと尋たずねてみる。

「まず、聞きたいんですけど」

「何だ？」

「その服装は、なんなんですか」

　テティスの服装は、変わらず短い丈たけのキャミソールとミニスカート。そして靴くつを脱ぬいだ足元は白の靴くつ下したを穿はいている。いや勿論、健全なる男子としては非常に歓かん迎げいできる服装一式ですが、なんでこの人はこんなモンを着てるんですか。

「む」

　テティスは、自分の手札越ごしにこっちを見た。

「キミ、呑のん気きな男だとは思っていたが」

「放っておいて下さい」

「地上戦せん闘とう服ふくも、知らないのか」

「……ちじょうせんとうふく？」

「ああ」

　テティスは頷いて、そして真剣な視線をまた手札に戻した。

「人間界では、戦いの際にはこれを着るのが作法なのだろう」

　自分の手札を真剣そのものの表情で見つつ、確信の言葉。

「人間界顕けん現げんの際に上司に教わり、この家と共に服装一式を支給された」

「…………」

　亨は、テティスの顔を見た。

　テティスは真剣そのものの表情で、自らの手札を睨にらんでいる。

「どうした？」

　視線に気付き、こちらを見た。

「……いえ、別に」

　亨は、視線から目を逸そらした。

「しかしキミは人間界の住人の癖くせに、戦闘服も知らないのか。呆れたな」

　目を逸らしたまま、亨は密かに思う。

　名も知らぬ水滴型バチカルの上司さん、あなた一体何考えてるんですか。

「そう言えば、学校でもやけに人の視線を感じたが」

　こんな素す直なおで真面目で真剣な子を騙だまして、一体何が楽しいんですか。

「……或あるいは人間界では、女性の戦闘服は珍めずらしいのか？」

「まあ……珍しいですねえ」

「そうか。珍しいか」

　テティスは、ふっ、と、何だか得意気に息を吐いた。

「…………」

　亨は、自分の目の前の四枚の手札を見つつ、考える。

　……このテティスさん、ひょっとして人間界の事について全然知らないんだろうか。

「まったく、人間界とは思っていた以上に平和だな」

　自分の魅み力りよくとか男の目とか性知識とかについても、てんで無知なのだろうか。

「滅亡が明日に迫っているというのに、呑気なものだ」

　ごく最近に人間界に来たばっかりっぽいしなあ。多分、そうだろうなあ。

「或いは、戦士の誇りを持つ者と相あい見まみえるかと思っていたのだが」

　ふーん……。そうなのかあ……何にも、知らないのかあ……ふーん……。

「む」

　テティスは、その鋭い視線をこちらに向けた。

「何か企んでいるな、火魅亨」

「た、企んでないですよ！」

「嘘うそをつけ。私には分かる」

「滅めつ相そうもない！　無知に付け込んで色々やろうなんて、全然考えてないですよ！」

「無知……？」

「ところでテティスさん！」

　亨は自分の手札を見つめたまま、口を開いた。

「人間界の『卓たく上じよう遊ゆう戯ぎ真しん剣けんルール』って、知ってます？」

「ん？」

　亨は、更に口を動かした。

「真の勝負時にのみ適用される、特別な『真剣ルール』です」

「……ほお」

　ぴく、と、その眉が動いた。

「興味はある。しかし聞いた事がないな。何だそれは」

「ええと……」

　亨は自分の手札を見つつ、更に口を動かした。

「人間界の『卓上遊戯真剣ルール』は、ですね……」

　亨は、手札を机の上に裏向きに並べつつ、口を動かした。

「……敗者は、敗北ごとに、その服を一枚ずつ脱いでいくんです」

「…………む」

　テティスは、手札越しに目を細めた。

　亨はそれに向け、口を動かした。

「更に、完全敗北者は、勝利者に筆で全身に落書きをされるんです」

「…………」

「一昔前はゲームセンターの麻雀マージヤンなどでも採用されていた、『真剣ルール』です」

「……ゲームセンター？　ふむ……聞いたことのある施し設せつだ」

「筆で落書きルールは、羽子板のペナルティなどでも採用されていますね」

「羽子板……ふむ。それも知識にある。正月の遊びだな」

「いや、テティスさんが博識な方で良かったです。あ。もう一枚ドローで」

　亨は山札から更に一枚手札を追加しつつ、口を動かした。

「では、裏付も取れた事ですし、そのルールを採用という事で」

「む……」

　テティスは少し躊躇ためらったように、その口を僅かに尖とがらせた。

「まあ、勿論……」

　亨は五枚の手札を見つつ、更に口を動かした。

「……テティスさんが『これは遊ゆう戯ぎであり、真剣にやる必要など無い』という立場を取られるのでしたら、今回『真剣ルール』の採用は見送りますが」

　ふ、と、テティスは微かすかに笑った。

「そう言われては、私に引き下がる理由は無い」

　口元を僅かにくっ、とつり上げ、挑ちよう戦せん的てきな瞳ひとみで頷く。

「良かろう。そのルールを採用しよう」

「分かってもらえて……」

　亨は自分の手札を開示しつつ、口を動かした。

「……嬉うれしいですよ、テティスさん」

　手札の数字は、７、３、５、２、そしてまた２。合計19。

「む」

　テティスも、手札を開示した。

　その数字は、７、７、５。合計19。

「おお」

　亨は双そう方ほうの手札を見つつ、口を動かした。

「ま……一回戦は、引き分けですね」

「そのようだな」

「……でも…………」

　亨は、頷いた。

「……次は、勝つぞおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」

「な……予想外の『気』が！　この男の、この気き迫はくは？　一体、何が？」




「では……」

　二回戦。テティスは配られた手札を見つつ、真剣な眼まな差ざしで呟いた。

「真剣勝負の合間で悪いが、現状についての説明を続行させてもらう」

「おおおおおおおおおおおおおおおおお」

　亨は、自分の手札を見た。

「おおおおああああああああああ」

　雄お叫たけびを上げながら、手元のカードを一枚ずつ確認してゆく。

「まず……キミも既に理解しているだろうが」

　一枚目の数字は……５！

「一時間前にジギィが作り出した、天空の超魔弾サハクイエル。あれは、まだ消えていない」

　二枚目の数字は……３！　三枚目は……７！　三枚の合計は、15！

「ヤツの最さい期ごの『金枝』。今、キミの首に嵌はまっている黒い首輪によって、稼動している」

　合計15……か。　……ふむ、微び妙みような数字だ……。

「そして明日の正午、その首輪めがけて、この地上に落ちてくる」

「ドローだ！　手札、一枚追加！」

　三枚手札を裏返しに床に置き、そして山からカードを一枚取る。

「落ちてきた超魔弾は地上に炸さく裂れつし、大衝撃波を発生させる」

　……追加カードを手に、一拍ぱく深呼吸。そして、その数値確認！

「大衝撃波による蹂じゆう躙りん領域は、およそ二千キロメートル」

　…………５！　追加カード数値は５！　つまり……！

「炸さく裂れつ箇か所しよから二千キロメートル半径内の生命及および構造物の全てが、無に帰す」

　つまり……元々の数値15とあわせれば、合計は20！

「間接破は壊かい被ひ害がいは、地球の裏側まで届くだろう」

　20……！　これは強い！　これは強いぞ！

「つまり、結論を言うと」

「開示！　お互たがいの手札開示だ！」

　開示されたテティスの手札を、確認！　その数値は……４、10、５……合計19！

「明日、世界は滅ぶ」

「っしゃ勝ったあああああ！」

　亨は天を仰あおぎ、吠ほえた。

「勝ったぞおおおおお二回戦はおれの勝ちだあああああ」

「今、私は確かに『明日、世界は滅ぶ』と言ったのだが。聞こえたか？」

「早く、ペナルティ実行ー！　おれの勝ちだぞー！」

「くっ……」

　テティスは自分の『19』の手札を見つつ、唇くちびるを噛かんだ。

「監かん禁きんに当たり、ブラックジャックは予習しておいたのに……」

　おっテティスさん。何気なくブラックジャックやろうかとか言ってきといて、実は密ひそかに予め練習をしていたんですか。テティスさんひょっとして負まけず嫌ぎらいですか。いいですなあ！　負けず嫌いの女の子っていいですなあ！　そういうプライドの高い子って好きですよ！　だって落とす落差がすっげえ大きいからな！　負けず嫌いの子を泣かすのはすげえ面白いですぞおおおおおおおおおおおお。

「……が、仕方ないな」

　テティスは息をつき、また真ま面じ目めな無表情に戻った。

「敗北を受け入れるのは、敗者の誇ほこり」

「素す晴ばらしい！」

「では、まずはこの戦闘服を……」

「まてっ！」

　キャミソールの肩かた紐ひもにかかるテティスの手を、押し留とどめる。

「上着はいい！　まだ上着はいい！　いきなり上は美しくない！」

「キミは何を言っているのだ」

「まずはスカートだ！　下からいくのが美しい！」

「ところで、説明を続けていいか？」

「決められた段階を踏んでこそ、美がある！　紳しん士しとして、そこは強く主張したい！」

「説明を続けるぞ」




「超魔弾は、その黒い首輪からキミの『世界の卵』のＭＰを吸収して存在している」

　亨は、配られた手札を見た。

「つまり現状、キミ自身があの超魔弾の本体のような形になっている。……キミの首からその首輪を外す事が出来れば、超魔弾はＭＰ切れを起こして消失するのだが」

　今度の手札の数値は……２、３、９！　合計14！　くっ……弱い！

「だが、その首輪は魔神ブリアーの『金枝』。簡単にはいかない……ドローだ。手札一枚追加」

　テティスは手札を机の上に置き、山からカードを一枚取った。

「その首輪の材質硬こう度どは、人間界の鉱物を遥かに上回る。……もう一枚ドロー」

　テティスは、更に手札を一枚増やした。

「人間界のどんな手段を用いても、破は壊かいする事は難しいだろう……もう一枚ドロー」

　手札が、六枚だと……？　亨は、テティスの手元を見つめつつ思う。

　多すぎる……いくらなんでも、多すぎる。

　ひょっとして……テティスの手札は、バーストしたのではないか？

「大型工事機械などで大規模な破壊をすれば、或いは傷ぐらいは付くかもしれないが……しかし、その衝撃にキミの首は耐たえられない。首輪に傷がつく前に、キミの首が砕くだける」

　こちらの数値は……。亨は、自分の手札に視線を戻した。

　こちらの数値は、変わらず14。……14。弱い。まともに勝てる可能性は少ない。

「そして万一、その更に万一、億に一つの僥ぎよう倖こうでキミの首を破壊せず首輪を壊こわせたとして……無事にその首輪をその首から外せたとしても、それで解決ではない」

　14では、まともに勝てない。

　しかし……テティスの手札が、既にバーストしているとしたら？

「ジギィが消える間ま際ぎわに言っていたように、その首輪は自身で自動追つい尾び・自動再生機能を持っている。首しゆ尾びよく首輪を外し、この世の果てへ捨てることが出来たとしても……

　……首輪は自動的にキミを追つい跡せきし、キミの元へと戻ってくる。そして再びその首に嵌り、あっさりと破損箇所を修復する。あっという間に、元通りだ」

「手札開示！」

　このまま……だ！　亨は、決意した。

　このまま、こちらは14で勝負！　敵のバーストの可能性に、賭かける！

「つまりその首輪は、キミが死なない限り決して外れない」

　テティスの左手が、その手札を順番に捲まくってゆく。

「……全く、さすがは魔神の『金枝』といった所か……手札開示だ」

　テティスの六枚の手札が、開かれる。６、２、３、２、４、……そして、キング。

「バーストだあああああああやっぱりバーストしてるうううううう！」

「結論として、選せん択たく肢しはただ一つ。キミが死ぬしかない」

「っしゃあああああコールしない勇気いいいい三回戦も勝ちだあああああ」

「キミが死ねば、その首輪は枯かれて消える。超魔弾も目標を失い、消失する」

「次は靴下だああああああ敗北を受け入れるのが敗者の誇りなんだろ早くしろおお」

「靴下は、それぞれ一枚だ」

「な……なんだとおお！」

「一回の敗北につき一枚しか脱がない。それがルールだ」

「ぬ……悪あく辣らつな…………！　敗北を受け入れないつもりか……！」

「そんなつもりは無い！　しかし、靴下はそれぞれ独立している！　明白だろう！」

「く……ならば……！　ならば、両方それぞれ半脱ぎで手を打とう！」

「よかろう」

「ただし爪つま先さきまで脱ぐんだ！　靴下をそこに引ひっ掛かけろ！　それで手打ちだ！」

「ぬ……やむをえまい……」

「おおおおお足の裏あああああああ靴下の下の素す足あしいいいいいいい！」

「ところで、お前はちゃんと本筋の話を進める気があるのか？」

「分かっている21ブラックジャックで勝ったら二倍ポイントで二枚脱ぎな！」




「超魔弾の炸裂日時は、明日の正午」

　亨は、自分の手札を見た。

「我わが派は閥ばつの方針としては、人間界はこのままでいて欲ほしい。滅めつ亡ぼうなどされては困る」

　手札の数値は……５、６、７！

「よって、私はキミを殺して世界の破は滅めつを回かい避ひする。ついでに『世界の卵』を回収し、我が派閥へと持ち帰る。……炸裂寸前まで待つのは、まあ、私の個人的な感傷だな」

　合計、18！　ふむ、まあまあ……か。

「キミが生きていると、世界が滅びるのだ」

　テティスは自分の手札を見つつ、断言した。

「キミが死ななければ、世界は滅ぶ。諦あきらめて死ね」

　テティスはカードゲームをしつつ、平気で言葉を口にした。
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『諦めちゃダメだ！』

　テレビから、声が響ひびいてきた。

『世界は、おれ達が守るんだよ！　運命なんか、決まっていない！』

　付けっぱなしだった『究極天使ラヴリィアイ』だ。

『どんなに絶望的でも、それは運命なんかじゃない！　負けずに戦うんだよ！』

　テレビの中で、主人公がアツく叫さけんでいる。

『起こさなきゃいけない奇跡なら、起こしてしまえばいいんだ！』

　テティスは、リモコンを取った。

『……奇跡は、力づくで起こすんだよ！』

「五月蝿うるさいな。このアニメは」

　テティスは、テレビを消した。

「そんな都合のいい奇跡など、この世には無い。……手札開示」

　テティスの手札は、４、７、６、……合計、17！

「っしゃあそっちが17でこっちが18だあああ勝利だ三連勝だああああああ」

「テレビはいいのか？　今はテレビを見る流れではなかったのか？」

「ほらどうしたああああああ靴下だろおおあああああははははははははははははは」

「…………くっ……！」




「世界が……」

　亨は自分の手札を見ながら、口を開いた。

「……世界が、滅びるんですか？」

「ちゃんと話を聞いていたのか。火魅亨」

「そりゃ、まあ」

　正面からマトモにぶつかったら、精神がぶっ壊れそうな話ですね本当。

「聞いていたなら、分かった筈だ」

　テティスは自分の手札を見つつ、無表情に口を開いた。

「キミが生きていると、世界が滅びるのだ。キミが死ねば、世界が助かる」

「世界が……」

　亨は、テティスの方を見て、口を開いた。

　正座のおかげでキャミソールの裾すそが下半身を隠かくし、一見はさっきとあまり変わらない。

　しかし、その残された服の枚数は、キャミソールとパンツだけ。

　あと、二枚ですね。

「……世界が、滅びたら」

　亨は自分の手札を確認しつつ、また、口を開いた。

「……部長は、新人賞に投とう稿こうできなくなるんですよね」

「新人賞？」

　テティスは、ふ、と顔を上げた。

「なんだそれは？　聞いた事のない単語だが」

「いえ……」

　亨は、軽く言った。

「夏コミも、開かい催さいできなくなるんですよね」

「……夏コミ？　何だそれは」

「いえ……」

「繰くり返かえす事になるが、結論としての選択肢は二つしかない」

　テティスは自分の三枚手札を裏返して机の上に並べ、そして断言した。

「キミひとり死ぬか、キミごと世界が滅びるかだ」

　裏向きになった手札に、その左手を伸のばす。

「つまり、キミが死ぬしかないんだ」

　その手で手札を開示しつつ、冷れい酷こくに言い放つ。

「我が派閥の方針としては、人間界が滅びては困る」

　一枚目を表向きにする。その数値は、10。

「勿もち論ろん、人間界自身にとってもそうだろう。滅亡は全力で回避したいだろう」

　二枚目を表向きにする。その数値は、３。

「つまり、キミがいなくなれば、全てが丸く収まるんだ」

　三枚目を表向きにする。その数値は、８。

「奇跡など期待しようもない。運命と思って諦めるんだな。世界の為ために」

　合計、21。ブラックジャック完成。五回戦、テティスはブラックジャックだ。

「炸裂寸前までは、殺さない。これは私個人の誠意だ。最後の時間を有意義に使え」

「…………」

　亨は、口を開いた。

「……二年前にも」

「何だと？」

　亨は、言葉を続けた。

「二年前にも、似たような事を、言われました」

　亨は、自分の手札を見つつ、言葉を続けた。

「おれが他ほかの男の子供だって分かったあの時にも、親に似たような事を言われまして」

　亨は自分の手札の中心、カードの中心のスペードを見つめつつ、言葉を続ける。

「でその時は、世界からおれがいなくなって、そして世界は平和になったんです」

　亨は、スペードエースの黒を見つつ、言葉を続ける。

「また、同じ事が起こるんですね」

　亨は、黒を見つめつつ、言葉を続ける。

「キミが何を言っているのか、よく分からんが」

　テティスは、自分の手札を見ながら言った。

「過去など、関係ない」

　テティスは、視線を机の上のトランプに向けたまま、あっさりと言った。

「キミは、明日死ぬんだ。そんな昔の事、考える必要はない」

「そうかよ」

　世界は、おれが嫌きらいなのか。

　またそうやって、おれを世界から追い出そうとするのか。

　おれ一人を追い出して、そして世界の平和を守ろうとするのか。

　そんなに嫌いなら――望み通りにしてやる。

　この世界の外へ、出て行ってやる。




　取とり除のけられた道化ジヨーカーが、机の上で笑った。







　黒の中に、妖よう精せいがいる。

　闇やみの中に、妖精が座すわっている。

　闇の中、小さな黒い箱の前に、妖精が座っている。

「魔ま王おう様」

　性別不ふ詳しようの幼い顔立ち、漆しつ黒こくの服装、背中に生えた昆こん虫ちゆうのような翅はね。

「我らが魔まの王……呪のろわれし王……魔王様……！」

　闇の中、小さな黒い箱の前で、道化が笑う。

「我らは永遠に、貴方あなたの許に……」

　道化クラウンの名を持つ魔族、道化の名を持つ妖精は、彼の王の前で笑った。

「我らは永遠に、貴方を呪っております……」

　道化の手には、細い棒が握にぎられている。

「我らは永遠に、貴方を愛しております……」

　細い棒の先には、玩具おもちやのような珠たまが取り付けられている。

「世界に愛されない貴方あなた様さまを……我らは、愛しております……」

　珠には、目玉模様の落書きが描かかれている。

「ほおら…………世界が、滅ほろびますよ……」

　珠を振ふりつつ、道化は笑う。

「我らは、魔王様の願いのままに……！」







　取り除けられた道化ジヨーカーが、机の上で笑っている。




　亨は、自分の三枚の手札を裏向きにして机の上に並べた。

　一枚ずつ、順番に表向きにする。一枚目は７。二枚目は３。

　そして、三枚目はエース。真っ黒の、スペードエース。

　合計、21。ブラックジャックだ。五回戦は、両者ブラックジャック。

　そしてローカルルール上、同数ならエースが含ふくまれている方の勝ち。

「つまり、五回戦もおれの勝ち」

「……なっ」

「ブラックジャックは二倍ポイント。つまり、これで決着。おれの勝ち」

「な…………そんな……」

「お言葉に甘あまえて、明日の正午までぶっ通しでやるから」

「……くっ！」

「あ。道具も使うから。全力で」

「道具……？」

「泣いて懇こん願がんしても、止めないよ」

「……？」




「が……やむをえまい……」

　テティスは息をつき、立ち上がった。

「敗北を受け入れるのは敗者の誇り……やむをえまい」

　言いつつ、その左手をゆっくりとキャミソールの裾に伸ばし……

「あと十七時間、私の身体に、どんな落書きでもするがいい」

　ゆっくりと、その裾を上げていく……

「十七時間後に、キミは死ななければならないのだから」

　その瞬しゆん間かん、




　ぴろりーん。




　聞き覚えのある音が、部屋の中に響いた。

　部屋の天てん井じように、黒渦うずが出現した。

「ちょっと……待ちなさいよおおおおおおおお！」

　黒渦から、天使の叫びが響き渡わたった。




「おらあああああああああ！」

　黒渦から、槍やりを持った優輝が出現した。

「あの……優輝さん、ちょっと、だから、一人で先行しないで……」

　カマを抱えた理香が、出てきた。

「おおおおおこれが魔族のアジトかあああああ意外と普ふ通つうだぞおおおおおお」

　最後に、部長が出てきた。

「なっ……ベルセルメルゼルの空間跳ちよう躍やくだと！」

　キャミソールにパンツに素足のテティスは、それを見上げた。

「まさか！　天使と魔族が、協力しているというのか！」

「おおおおおおおおおお！」

　空中で、優輝の槍がばちばちばちばちと音を立てる。

「お、おい、優輝……」

「亨アンタ何やってんのよおおおなんでコイツ半はん裸らになってんのよおおおお！」

「ぎゃあああああああああああああ！」

　その矛ほこ先さきが、こっちに来た。

「今コイツ服脱ごうとしてたでしょ二人で何やってたのよこらああああああ！」

「おいそこの天使！　私とこの男は誇り高たかき真剣勝負をしていたのだ」

「くらえええええええええええ！」

「のおおおおおおおおおおぎゃあああああああああ！」

「勝負の結果について、無関係の者に口を出されるいわれは無い！」

「うっさい魔族！　コイツ殺した後に話聞いてあげるから黙だまってなさいくらえええ！」

「ぎゃああああああああああああ」

「待て！　期限までは殺す必要は無いのだ！　無意味な殺せつ生しようはよせ！」

「助けてええええええテティスさああああん！」

「おおおお素晴らしいぞ新たな天てん魔まバトルが開幕しようとしている！」

「黙ってろおらああああああああああああ食くらえ亨うううううう！」

「のおああああああああああああああ！」

「素晴らしい！　記録映像を残すから火魅部員ちょっとこっちに目線をくれ！」




「あの……」

　黒渦を片付けつつ、理香が遠えん慮りよがちに言った。

「助けに、来ました……」

　ああそう言えば、何だか間かん一いつ髪ぱつで助かったような気がする。




　机の上の道化が、ひらりと地面に落ち、裏返った。







五章　十七時間五分前～十時間前







「私と決けつ闘とうしなさい、水滴型バチカルのテティス！」

　優ゆう輝きは、テティスに向かって叫んだ。

「私が勝ったら、亨とおるは返してもらうわよ！」




「明日午前に決闘、そしてそのまま正午に世界滅めつ亡ぼう阻そ止しか！」

　部長は、ノートを取りながら言った。

「イベント目め白じろ押おしだな！　結果を楽しみにしろ、火ひ魅み部員！」




「というわけで……」

　理り香かは、カマを仕し舞まいながら言った。

「今日は、泊とめてください。テティスさん」




　かちっ。

　部屋の磯いそ巾ぎん着ちやく型の置時計が、四月二十七日、午後六時五十五分を指し示した。

　超魔弾サハクイエルの炸裂まで、あと十七時間五分。




　部屋の机の上に、五人分の夕食が並んでいる。

　狭せまい机を囲んで、天使が一人と魔族が二人と人間が二人座っている。

　狭い机を囲んで、優輝と理香とテティスと部長と亨が座っている。

「あ。ご飯、いただきます」

　亨は、右手に持った割わり箸ばしを目の前のお茶ちや碗わんに突っ込んだ。

「お……っと、っと」

　左手が使えないから茶碗が安定しない。気を使いつつ、中からご飯の塊かたまりを取り出だす。

「ふむ」

　机を挟はさんで正面に座る部長が、頷うなずいた。

「右手だけだと、食べにくそうだな。火魅部員」

「そりゃまあ」

　取り出したご飯を落とさないように、ゆっくりと口に運ぶ。

「明日までは、仕方ないですよ」

　斜ななめ向かいに座る理香は、ポットから急きゆう須すにお湯を注ぎつつ言った。

「でも、テティスさんは右手が塞ふさがっているんですけど……大だい丈じよう夫ぶなんですか？」

「貴様などに気き遣づかいをされる必要はない。ベルセルメルゼル」

　左側に座るテティスは、理香に向かって冷たい言葉を吐はいた。

「私が、捕ほ虜りよ確保中の食事を考こう慮りよしていないとでも思ったか」

　左手に持った箸はしを小皿に突っ込み、中の漬つけ物ものを器用に摘つまむ。どうやら左ひだり利ききらしい。

「はあ……」

　トイレの事は考えてなかったくせに。亨は密かに思いつつ、再び箸を茶碗に突っ込んだ。

「亨！」

　右側に座る優輝が、鋭するどい声で言った。

「アンタ、行ぎよう儀ぎ悪いわよ！　さっきから！」

　ずずずずずずす、と行儀悪く味み噌そ汁しるをすすりながら、不ふ機き嫌げんな顔でこちらを睨む。

「ちゃんとお茶碗を左手で持って、ご飯食べなさい！」

「だ……だって」

　右手に箸を持ったまま左ひだり腕うでをぶんぶん振りつつ、亨は言い返した。

　左腕の動きに合わせ、やはりテティスの右みぎ腕うでがぶんぶんと動く。両手を使えと言われても、まだこの状じよう況きようだ。こちらの左手とテティスの右手は、未いまだにつながっている。

「ふん」

　左側に座るテティスは、摘んだ漬物を食いつつ、片目だけで優輝を見た。

「そこの天使。言うまでもない事だと思うが、言ってやる」

　優輝に見せ付けるように、その繋つながった右手をずいっと上げる。

「この手は、明日の決闘直前まで外すつもりは無い」

　表情を変えないまま、当然のように言う。

「貴様の決闘申込とそれまでの休戦提案は、確かに受け入れた。……しかし休戦中の状況はあくまでも現状維い持じ。決闘開始のその時刻までは、この男の身み柄がらは私のものだ」

「分かってるわよ！」

　優輝は身を乗り出し、自じ棄きのように怒ど鳴なった。

「でも、食事の時くらい離はなしてもいいじゃない！　行儀悪いのよアンタら二人！」

「悪いが、それは出来ん。この男は一時も解放出来ない」

　ヒートアップしていく優輝を前に、テティスはクールなままだ。

「この男を連れて逃とう走そうし、そのまま逃とう避ひ行こうでもされては困るのでな」

「と……逃避行？　な、何言ってんのよ！　なんで私がそんな、」

「世界の終わりを前に、二人で思い出を作りに地の果てへ。ありえない話ではない」

「なっ……おっ、思い出って」

　ヒートアップした顔が、オーバーヒートのように真っ赤になった。

「思い出って！　『二人の思い出』って何よ！　なんで私がこんなヤツとそんな事を」

「ふむ、黒くろ部べ部員。ちょっと疑問があるのだが」

　部長が、理香に向かって質問した。

「今、白しら瀬せ部員が言った『そんな事』とは、具体的にどんな事なのだね？」

「え？　あ、……ええとですね、部長さん」

　理香は、戸と惑まどったように質問に答える。

「それはつまり、一いつ般ぱん的てきに『男女の思い出』と呼ばれる行こう為いであって」

「ふむ……？」

「そこの二人！　コソコソ話してんじゃないわよ！」

　オーバーヒートの熱が、火山のように周囲に噴出した。

「明日の決闘の勝者がこの男の身柄を預かり、あの超魔弾に対応する」

　活火山に氷水をぶっ掛けるみたいに、テティスは冷たく言った。

「よって、決闘開始寸前までは、この手は決して外さない。生あい憎にくだったな」

「分かったわよ！　ていうか『生憎』って何よ！　ちっとも生憎じゃないわよ！　二人で手ぇ繋いでりゃいいじゃない！　えーえー私はちっとも生憎じゃないですよーだ！」

「む……『生憎じゃない』？　おかしいな」

　部長が理香に向かって、また呟つぶやいた。

「『世界の卵ユグドラシル』たる火魅部員が敵魔族に捕とらえられているこの事態は、白瀬部員の立場からすると、確かに『生憎』だと思うのだが」

「あ、部長さん。それはですね、」

　理香は、律りち儀ぎに答えた。

「やっぱりその、優輝さんとしては心中色々と」

「そこの二人！　黙ってろって言ってるでしょ！」

　味方のはずの理香に、ガンガン火か山ざん弾だんを飛ばす優輝。

「そもそも、亨！」

　うわ。矛先がこっちに来た！

「な、なんだよ……」

　右手に箸を持ったまま、恐きよう々きようと返事する。

「アンタも黙ってないでなんか言いなさい！　この魔族になんか言い返しなさいよ！」

「いや……その、おれ別に……」

「あーあ。良かったわね！　こんな子とずっと一いつ緒しよにいられて！」

「あの……優輝さん、そもそもおれは今、絶賛捕ほ獲かくされ中でありまして……」

「ふん！」

　優輝はどす、と音を立てて座り込み、あらぬ方を睨み上げて荒あら々あらしく息を吐いた。

「休戦条件は、そちらも了りよう解かい済みの筈はずだ。今いま更さら文句を言われる筋合いは無い」

　テティスさん！　貴方も火に油を注ぐような言動を慎つつしんでくださいって！

「ベルセルメルゼルの存在とこの男の命に免めんじて、こちらも譲じよう歩ほしてやったのだ」

「わ……分かってるわよ！」

「こちらとしては、紳しん士し的てきな休戦条件を提示したつもりだ」

　テティスが『世界の卵』を確保したその本ほん拠きよ地ちに、優輝と理香が乗り込んできた。

　テティスの立場としては、二人掛がかりで襲おそってこられたらまずい。優輝・理香の立場としては、テティスが手を繋いだままこの場から全力で逃走しては困る。テティスの立場としては、今この本拠地を棄すてるのは辛つらい。両者の立場として、今この場でバトル開始（または『世界の卵』殺害・争そう奪だつ）するのは本意ではない。それぞれ様々な思おも惑わくと事情と立場によって、『相そう互ご監かん視しの下に休戦』という形に落ち着いた。

　明日の午前十一時、優輝とテティスが決闘開始。それまでは休戦だ。

「だいたいアンタ、なんでこんな所に住んでるのよ！　もっと近くに住みなさいよ！」

「何なら箱に詰つめて着ちやく払ばらいで送り返してやろうか。私は一向に構わないぞ」

　なんて生活感のあるやり取りだ。

「このご飯買ってきたのも作ったのも私達たちよ！　感謝して食いなさいよ！」

「それも休戦条件の一つだ。こちらは宿を貸している。恩に着せられる筋合いは無い」

「くっ……この澄すまし魔族！」

「貴様の主張は、全く論理的ではないな」

　何でもいいけど……亨は、言い合う二人の間で、思う。

　メシ食いながら、人を挟んで喧けん嘩かしないで欲しいなあ……。

「理香！」

「は、はい！」

　優輝にいきなり怒鳴られ、理香はびくっ！　と身をこわばらせた。

「な、何か……」

　お茶のコップを机に置き、暴帝の前に引きずり出された民たみ草くさのような声を出す。

「理香、その小皿取って」

　暴帝は、机の隅すみっこにあった金平牛ご蒡ぼうの小こ鉢ばちを指差した。

「は、はい……」

　暴帝は恐々と差し出される民草の手からすっと小鉢を奪うばい取り、そして、

「ほら。亨」

　にっこり笑って、こちらの鼻先にそれを突つきつけた。

「へ」

　目の前に金平牛蒡の小鉢を突きつけられ、思わず間ま抜ぬけな声を出す。

「右手だけじゃ、取りにくいでしょ」

　優輝はにっこり笑いを崩くずさないまま、平へい坦たんな口調で言った。

「取ってあげたのよ。ありがたく思いなさい」

　取ったのは理香だろうが。そんな軽口を叩たたいたら殴なぐられる。根こん拠きよは無いが確信。

「あ……いやあの、おれ別に金平牛蒡は「あっゴメン。今ちょっと聞こえなかった」

　優輝はにっこり笑ったまま、言葉を遮さえぎった。

「アンタ今、何つった？」

「いえ。何も」

「食うわよね？」

「はい」

　亨は、無表情で頷いた。

「いただきます」

　機械的に言葉を吐いて、自動的に小鉢に箸を突っ込み、全力で食う。

　ばりばりばりばり。

「よーし」

　優輝はそれを確認し、にやりと笑った。

「食ったわね？」

　魔ま女じよだ……金平牛蒡をほおばりつつ、亨は思う。

　この笑え顔がおは、アレだ……子供を太らせて食う魔女の微び笑しようだ……。

「ね、テティス！」

　優輝は音を立てて小鉢を机の上に置き、勝利宣言のようにテティスの顔を見る。

「分かったでしょ！」

「……何がだ？」

「コイツ今、私の手から牛蒡食った！」

　なんで得意気なんだ……この天使さんは……

「慣れてるでしょ！」

　餌え付づけか。おれは水族館のペンギンか。

「ふむ。黒部部員」

　部長が理香に向かって、また呟いた。

「今の白瀬部員の行動の意味が、イマイチ分からないのだが。一体何を」

「まあ……その」

　理香はお茶を啜すすりながら、静かに答えた。

「対たい抗こう心しん……じゃないですか？」

「そこの二人！　うるさいって言ってるでしょ！」




　かちっ。

　部屋の磯巾着型の置時計が、四月二十七日、午後八時を指し示した。

　超魔弾の炸裂まで、あと十六時間。




『それでは続きまして、明日、四月二十八日の天気予報です』

　テレビの中で、アナウンサーがいつも通りに喋しやべっている。

『四月二十八日の天気は、快晴の模様です』

　テレビの前、机の上には、食材のついでに買ってきたオヤツやジュースが並んでいる。

『雲ひとつない天気が広がり、お洗せん濯たく日和びよりでしょう』

「接近する超魔弾は、普通の人間や機械には観測できない」

　テティスはテレビの声に合わせ、解説するように言った。

『お出かけの際には、紫し外がい線せん対策をお忘れなく』

「なるほど。あの目玉隕いん石せきは、人の目には見えないか」

　部長は補足しつつ、深く頷いた。

「もし見えていたら、大パニックになる所だな」

　部長も確か、普通の人間の筈なんだけどなあ。

「部長さん、何だか落ち着いてますねえ」

　理香はジュースを飲みつつ、呆あきれたように言う。

「ふむ。慌あわてれば世界滅亡が回避できると言うなら、いくらでも慌てるが」

「確かに、そうですけど」

「なかなかの覚かく悟ごだ。人間にしては見事な心意気」

　テティスは部長の方を見て、感心したように頷いた。

「いやー。テティスさんにそう言ってもらえると、私、嬉しいっすねー」

　部長は、部の外側ではこんな感じの喋り方かたをする。

「確か貴様、名を大おお道ち反がえし彩あや華かと言ったな。その名、覚えておこう」

「いやー。そんな大したモンじゃないっすよー」

「人間界にも、覚悟のある者はいるのだな」

「照れるっすねー」

「アンタら！」

　優輝は立ち上がり、静かに低い声を出した。

「くつろぎすぎ！」

　机の周りでテレビを見る四人に向け、一人で立つ。

「敵地に来てるっていう自覚、あるの？」

「あの、今は休戦中ですし……あ、このジュースもう一本貰もらっていいですか」

「あっ理香ちゃん！　これ、ジュースじゃなくてチューハイっすよ！　お酒っすよ！」

「おい誰だれだよこれ買ったのは。似てるからって間ま違ちがうなよ」

「亨！　アンタ当事者なのよ！」




　かちっ。

　部屋の磯巾着型の置時計が、四月二十七日、午後九時を指し示した。

　超魔弾の炸裂まで、あと十五時間。




「あ」

　テレビのリモコンを手にとって、部長は呟いた。

「この地域では今、『究極天使ラヴリィアイ』の再放送をやっているのか！」

「え」

　ほうじ茶を啜っていた理香が、不思議そうにその顔を見た。

「テレビの番組って、地域によって違ちがいがあるものなんですか？」

「そうとも理香部員」

　リモコンを自分の家の物のように自在に操作しつつ、部長は頷く。

「ふむ。今日はまさに、あの十二話を放送していたようだぞ。見たか火魅部員？」

「はあ」

　亨は、口を開いた。

　拉ら致ち監かん禁きんされていた人間に『アニメ見たか？』ってのは、なかなかに凄すごい質問だと思う。

「見てました」

　それを肯こう定ていできるこの状況は、それに輪をかけて凄いと思う。

「ラヴリィアイ……？」

　テティスは深刻な表情で、単語を思い出すように考え込む。

「ああ、数時間前に放映していた、アニメの番組か」

「アンタら！」

　優輝がこちらを指差し、また不機嫌な声を出した。

「二人で何してたのかと思ったら、テレビなんか見てたの？」

「そうだが。それがどうした」

　テティスさんもいちいち反応しなければ、喧嘩も起きないと思うんだけどなあ……

「二人で何やってんのよ！　バカじゃないの？」

　今日の優輝さんは、発言の全すべてに棘とげがある……。

「確かに、バカのような内容だったな」

　だからそういう、挑ちよう発はつするような言動を慎んでくださいってテティスさん！

「ぬ……テティス！　アンタ、あの第十二話をバカにするつもり？」

「むしろ、何故なぜあんなものが信じられるのか、私には不思議だよ」

　テティスさん、冷静な顔して実はけっこう対抗心強いんだよなあ……

「『奇き跡せきを信じる』？　リスクを顧かえりみない愚ぐ戦術だ。下らん」

「奇跡でも信じなきゃ、バトルなんかやってらんないでしょ！」

「信じるのはけっこうだが、奇跡が起こらなかったらどうするつもりだ」

「アンタ、ちゃんと見てたの？　言ってたでしょ！　『奇跡は力づくで起こすのよ』！」

「ふん」

　テティスは冷たい息を吐き、ふっ、と目を逸らした。

「超魔弾対策の話なら、お前と議論をするつもりは無い。明日の決闘がすべてだ」

「えーえー。そうでしょうよ。こっちもそのつもりよ」

「私は貴様に勝ち、そしてこの男を殺す。世界を救うには、それがベストだ」

「……アンタ、それで本当に世界が救えると思ってるの？」

「議論をするつもりは無いと言っただろう」

　テティスは言葉を切り、すっと立ち上がった。

「今は明日の決闘と、そしてその後に備えるだけだ」

　立ち上がって、宣言のように言い放つ。

「風ふ呂ろに入る」

「え」

　亨は、反射的にテティスの顔を見た。

「風呂に入る」

　テティスは、同じ言葉を繰り返した。

「今日は風呂に入り、そして睡すい眠みんを取る。体調管理は戦せん闘とうの基本だ」

「え」

　亨はテティスの顔を、更さらに見つめた。

　そして、その視線をゆっくりと、繋がったままの左手と右手に移す。

　テティスの右手とこちらの左手は、変わらず、くっついている。

　外れる気配は無い。外す気配も無い。

「あの」

「行くぞ」

　こちらが何を言い出すより前に、テティスは左腕をぐいっ、と引いた。

「ついて来い。火魅亨」

「はああああああああああ？」

　優輝が、即そく座ざに反応した。

「あ……アンタ、な、何言ってんの！」

　勢いよく立ち上がり、テティスの顔をズイッと覗のぞき込む。

「アンタ、何言ってんのよ！」

「『風呂へ行く』と言ったが」

『聞かれたから答えてやる』と言わんばかりの冷たさで、テティスは言い返した。

「明日に備えて、今日は早く寝ねる必要がある。……行くぞ」

　そしてもう一度、ぐいっ、と左腕を引っ張る。

「ちょっと待った！　ちょっと待って、アンタ何考えてんの」

「私の家で、私がいつ風呂に入ろうと勝手だ」

「風呂はいいわよ！　勝手に入ればいいじゃない！　なんで亨を連れてくのよ！」

「何度も言ったと思うが、この男の身柄は現在私のものであり」

「そういう問題じゃないでしょう！」

「どういう問題だ」

「え……ええと……」

　優輝は一いつ瞬しゆん詰まり、そして詰まった事を誤ご魔ま化かすように大声で怒鳴った。

「アンタ、女の子でしょ！」

「確かに私は女だが、だからと言って戦士である事に何の不都合も……」

「コイツは男なのよ！　しかも亨なのよ！」

「おい優輝。後半ちょっと聞き捨てならないんだが『しかも亨』ってどういう」

「うっさい黙れ！」

「はい」

「相手は、この亨なのよ！」

『この亨』の言葉と共に、びしっ！　とこちらを力ちから一いつ杯ぱい指差した。

「この亨と……風呂って、一緒に風呂ってアンタ！　……」

　指差した姿勢のまま、その顔がまたどんどん真っ赤になっていく。

「もしこの男が風ふ呂ろ場ばでなんかしたら、どうするつもりなのよ！」

「捕虜自身の行動について、現状貴様に何を言われる筋合いは無い」

「ああっ予想はしてたけどコイツやっぱり分かってない！　根本的に分かってない！」

「いやあ優輝さん」

　ヒートする優輝に向けて、クールに声をかけてみる。

「その辺はほら、おれを信用してもらうとして」

「前言撤てつ回かい！　『何かしたら』じゃない！　『何かする』！　絶対コイツ何かする！」

「おい優輝。人の顔を見て前言撤回とはどういう了りよう見けん」

　何もしないって。そう、何もしない。ちょっとしかしない。

　ちょっと石せつ鹸けんと風ふ呂ろ椅い子すを使って、その身体の全体にちょっと優やさしくマッサージを。

「石鹸と風呂椅子を使って、何か企たくらんでる！」

　え？　なに？　今優輝さんおれの心を読んだ？　エスパー？

「ふむ。横から口を挟んで悪いが」

　喧けん騒そうを見上げつつ、部長は呟いた。

「議論に先立ち、まず『火魅部員は石鹸と風呂椅子を使って一体何をするつもりなのか』それを両者の上で明白にしておいた方がいいと思うのだが、いかがなものだろう」

「部長、ちょっと今大事な話してるから黙っててくれる？」

　部長に対して、なんと無礼な言こと葉ば遣づかい。

「あ……しまったです。そう言えば」

　理香が、思いついたように言った。

「このままでは、まずいですね」

「何がよ、理香！」

「亨さんが石鹸と風呂椅子を使ってテティスさんに何かすると、わたしは困ります」

「石鹸と風呂椅子から離れなさい！」

「亨さんとテティスさんが風呂場で『男女の関係』になってしまったら」

「理香ああああああ！　アンタもちょっと黙ってなさい！」

「そしたら、亨さんの『世界の卵』は、テティスさんの中へと行ってしまいます」

「黙ってろって言ってるでしょおおおおおお！」

　優輝が、皆みなの中でどんどん孤こ立りつしていく……

「貴様らが何を言っているのか、分からんが」

　テティスは、変わらずクールに呟いた。

「身体清せい掃そう行こう為いとしては、問題なく行えるはずだ」

「そういう問題じゃないでしょ！」

「どういう問題だ」

「見えるでしょ！　ドア開けて外に立たせたら見えるでしょうが！」

「確かに風呂場では私は無防備な姿になるが、そこは捕虜との相そう互ご尊重精神により」

「相互尊重なんかあるかあああああ捕虜なんか虐ぎやく待たいしてナンボでしょうがあああ！」

　おおおおおいちょっとウチの陣じん営えいって碌ろくなヤツいないぞおおおおおおお。

「じゃあ、これを使いましょう」

　理香がポケットから、アイマスクを取り出した。

「これを亨さんに装着してもらえば、テティスさんの身体は見えません」

　なんでこの子はこんなもん持ち歩いてるんだ。普ふ段だん何に使うつもりなんだ。

「ダメよ理香！　そんなもんその気になったらその場でいくらでも外せるでしょ！」

「おい優輝、ちょっとはおれを信用」

「うるさい黙れ！」

「はい」

　勿論、手が滑すべってアイマスクが外れる可能性は、物理的観点において存在するのだが！

「『おおっと手が滑ったあ』っつって外すに決まってんでしょうが！」

　え？　なに？　優輝さん今、おれの心を読んだ？　エスパー？

「ならば……」

　テティスは、すっ、と目を細め、優輝を挑発するように冷たく言った。

「どうすると言うのだ？」

「む……」

　優輝は勢いを止められたように、口を噤つぐんだ。

「代案はあるのか、天使？」

「ぬ……！」

「まさか、代だい替たい案あんもなくただ人のやる事に文句をつけているのでは無いだろうな？」

「そ、それは……」

「まさか、超魔弾対策も、その調子で発想しているのでは無いだろうな？」

「そ、そんな事ないわよ！」

「まさか、何の根拠もなく『奇跡を起こす』などと主張しているのでは無いだろうな？」

「そんな事ないって言ってるでしょ！」

「そんな根拠ならば、決闘自体を無効と看み做なすぞ。私はこのまま、この男を殺……」

「聞きなさいよ！　そんな事ないって言ってるでしょ！」

　優輝は対たい抗こうするかのように、ふん、と胸を張った。

「私も一緒に、お風呂入る！」

「は？」

　思わず、間の抜けた声を出してしまった。

「私も一緒に、お風呂入る！」

　優輝は、やけくそのような大声で再び叫んだ。

「で、亨を監かん視しする！　この男がアイマスク外したりしたら、即そく殺すから！」

　殺すって言った！　今この人殺すって言った！

「あ、優輝さん、一人抜ぬけ駆がけはずるいです！」

　理香が、焦あせったように手を上げた。

「抜け駆けって何よ！」

「優輝さんがそういう手段に出るのなら、わたしにも考えがあります」

「なっ、何言ってんのよ！　『そういう手段』って何よ！　あのね、私はそういう……」

「わたしも一緒に、入ります」

「はああああああああ！」

　優輝さん、そろそろ喉のどとかが枯かれるんじゃないだろうか。

「何言ってんのよ、この魔族がああああああ！」

　ああっ理香の事を魔族って呼んだ。折せつ角かく最近名前で呼んでたのに魔族って呼んだ。

「『こういう場合は一歩も引くな』と、上司は常に言ってまして」

「上司がどおしたああああああああ！」

「『世界の卵』をテティスさんや優輝さんに取られたら、わたしは上司にしばかれます」

「ちょっと待って今なんかさり気に私も候補に入ってる！　あのね、私は別にこんなのと一緒に入りたいとかそんなんじゃないから！　アンタが来る必要は全くないんだから！

　ていうか、風呂場なんて狭いんだから来るな！」

「おお素晴らしい！　これはいい、これこそ非日常な日常だ！」

　部長が興奮した口調で立ち上がった。

「これは、取材の観点からもぜひ参加しなければなるまい！」

「なんだとおおおおおおおおおお！」




「……」

　亨はタイル張りのお風呂の床ゆかに、正座している。

　視界は分厚いアイマスクで覆おおわれ、一寸先も見えない。

「あ。テティスさん」

　すぐ近くで、理香の声がした。

「テティスさんって、そうして見るとやっぱりスタイルいいですねえ」

「ふむ」

　ごく近くで、テティスが頷く気配がした。

「一応、褒ほめ言こと葉ばとして受け取っておくぞ。ベルセルメルゼル」

「一応じゃないですよ！　ほら、ここなんて、こんなに……」

　どこが、どんなになんだろう。亨は思った。

　風呂場で一人、普通に服を着て正座。視界や動作はばっちり封ふうじられている。

　でも、耳は聞こえる。話し声や足音、身体を動かす音は聞こえる。

　香かおりは、匂におってくる。石鹸と蒸気と、そしてその中に混じる甘い香りが匂ってくる。

　感かん触しよくは、感じる。すぐ近くの振しん動どうや微び妙みような空気が、皮ひ膚ふに伝わってくる。

「あ。そういえば部長さん」

　理香は、さらに部長にも声を掛けた。

「部長さんのここも、やっぱ……凄いですね」

　どこが凄いんだ。亨は封じられた視界の中で思う。部長のどの箇か所しよが凄いんだ。

「いつもは全然そんな感じじゃないのに、やっぱりお風呂場だとはっきり分かります」

　お風呂場で何が分かるんだ。部長のどの箇所がはっきり分かるんだ。

「な……何言ってんすか、理香ちゃん」

　部長が慌てて、何か動いた。

「理香、アンタどうしたの？　何だかさっきから、やけに明るい……」

「優輝さん。いえそんな、わたし、普通ですよ。うふふ」

「……あれ？　ちょっとアンタ、ひょっとしてさっきのお酒、今いま頃ごろ……」

「ほらあ優輝さん。優輝さんのここも、こうして触さわってみるとすべすべしてて」

「理香、アンタやっぱり、酔よって……ど……どこを触って……あ、揉もまないでよ！」

　何？　何を揉んだの？　理香が優輝の何を揉んだの？

「優輝さん……優輝さんのここって、こうやって触ってみると、やっぱり」

「な、何言ってんのよ理香！　言いたい事があるならハッキリ言いなさいよ」

「嫉しつ妬とはみっともないぞ。天使」

「……ちょっとテティス今のは聞き捨てならない！　私が何に嫉妬……っ！　あ！」

「あっ……優輝さん。優輝さんって、そんな顔もするんですねえ。うふふ」

　どんな顔なんだ。優輝はどんな顔をしてるんだ。

「ここを揉まれると……ふふ、そんな顔をしちゃうんですねえ……」

　どこを揉まれて、どんな顔をしてるんだ。

「……っ……理香！　いい加減に……その手を止め……わっ！」

　ぼふ。

　突とつ然ぜんこちらの頭の上に、誰かの右掌てのひらが置かれる感触。

「あ、危なっ」

　すぐ上から、優輝の声がした。転てん倒とうしかけて反射的にこちらの頭を掴つかんだらしい。

「ん。……あ、そうだ。……優輝さあん」

　こちらの真上、すぐ近くにいる優輝に向けて、理香の声が迫せまってきた。

「身体、洗わないと……ほら、わたしが洗ってあげますから」

「あ、あの理香、ちょっとアンタ、ええと」

　ぐいっ。こちらの頭を握ったままの優輝の右手に、力が籠こもる。

「ほら、こうしてわたしの手に泡あわをつけて……と。さ……念入りにいきますよ」

「あ……」

「優輝さんのここを、念入りに、わたしの手で……ふふ……」

「っ、あ……あ！　そ、そんな、……っふ！」

　すぐ頭上で、優輝が深い息を漏もらした。

　吐かれた息が、こちらの頭上に温かくかかった。

「あ！　ゆ、指が！　指が、理香の指が、私の――の上で、動いて……うっ」

「優輝さん…………今、凄く可愛かわいい顔してる……」

「り、理香……理香、いい加減に、酔いを醒さまし……！　っ！」

「優輝さん……ここをちょっと揉まれるだけで、そんな可愛い顔……」

「そ、そんな……私、」

「変態」

「！」

　頭上に感じる優輝の右手に、物もの凄すごい力が籠った。

「優輝さん、普段は澄ました顔してるくせに……さては、隠かくしてたんですね？」

「な、何を……り、理香……」

「……教室で、家で、部室で……ずっと、いつも、こんな事を考えてるんですね？」

「そ……そんな……そんな事……私、そんな……」

「ほら、変態の優輝さん……隠さないで……もっと、可愛い声、出して……」

「う……ぅああ…………あぁっ……く！　むー！」

「あれ？　……優輝さん、左手で口を塞いじゃうのは、反則ですよお」

「むー！　ふー」

「だって……それだと、優輝さんの両手、塞がっちゃうじゃないですか……」

「ふー………………ん！　う！　ふぅっ！」

「……わたし……好き放題、やっちゃうじゃないですか……」

「う！　あぅ！　んぅ！」

　あだだだ痛い痛いちょっと優輝さん人の頭を握らないで髪かみが痛い髪が抜ける！

　髪が。

　感触に、気付いた。

　何かさっきから、髪かみの毛けみたいなものがおれの鼻先を擽くすぐっている。

「く……ぅっ！　ふ……うっ！　……」

　すぐ上から、優輝の声が聞こえる。

「ふ！　ううっ！　くっ！　むー！」

　頭上に、優輝の右手がある。

　つまりこれはひょっとして、今、おれの鼻先を擽っているこの髪の毛は、

　優輝さんの前まえ髪がみと、そういうわけですか。

　という事はその髪の本体は、つまり優輝の頭とそして身体は、まさにこの目の前に。

　あ。ちょっとヤバい。おれの身体の一部が変化しそう。それはなんか猛もう烈れつにヤバい。

　とりあえずええと、鼻を擽るこの髪をどうにかしないと。

　流石さすがに手で払はらいのけるのはまずいよな。何せ目の前に優輝がいるし、その、ええと。

「ふー」

　息を吹ふきかけてみる。

「――！！　む！　――うぅ！　むー！」

　あ痛い痛いって優輝さん全力込めんな！　髪の毛け抜ぬけるってマジで！

「！　く……！　む、ふー！」

「優輝さん？　あれ？　さっき、声が変わりましたよねっ。突然どうしたんですか？」

「ふっ……むぅっ…………」

「意識したんですね？　息を吹きかけられて、意識しちゃったんですね！　ねえっ」

「うっ……く、ふうっ……」

「息を吹きかけられて、亨さんを意識したんですね？　そうですね？」

「ふっ……む！」

　あっヤバい。今度はくしゃみが出そう。鼻を擽られたせいでくしゃみが出そう。

「ハ、ハックショ……」

「や、止めなさい！」

　ぼす。悲鳴のような叫びと共に、頭上の右手の上に更に左手が置かれた。

「止めてよ亨！　くしゃみなんか外でしなさい！　中で出したら承知しないから！」

　優輝は両手で人の頭を押おさえつつ、全力で怒鳴った。

「ふふ……優輝さあん」

　背後で、理香が笑った。

「左手、離しちゃって……。口、塞いでなくて、いいんですかあ……？」

「うっ…………ふ……あ、理香っ…………や……やぁっ……」

「優輝さん、震ふるえてる……ほら、ちゃんと立ってないと、倒たおれたら大変ですよお……」

「と……亨っ！」

　あっ痛い痛い両手で髪の毛はヤバいって抜けるってハゲるって！

「亨……だ……出さないで！　……が、我が慢まんしなさい！　分かったわね！　絶対よ！」

　我慢しろって言われても、生理現象だし。

　じゃあ、ちょっと深呼吸してみましょう。深呼吸して鼻を落ち着かせてみましょう。

　ふー……。

「――あ！　う……う、ぁあ！　ぁっだめっ息だめっ通ってくのだめぇぇええっ！」

「あれ優輝さん。今、またちょっと何か声が変わりました！　変わりましたよねえっ」

「は……うぅ…………う」

「あ、息ですね！　亨さんの息が顔から首筋を伝わって、胸に。その感触で！」

「あ…………あぅ……」

「深呼吸でこれじゃあ……ふふ、くしゃみされたら、どんな風に……」

「や、やめ……やだあ……」

「もっと強いのが、優輝さんの――を通って、」

「あ……うぁ……や、止めなさい亨！　絶対ダメっ！　絶対に出さないでよおっ！」

「優輝さんの――を通って、撫なでて、そして――へと……ふふ」

「止めなさい！　……やめ…………や、やめなさいよ亨！　絶対だからね！」

「ほおら、来ますよお…………優輝さんの身体に――」

「やめ……やめないと……ひ、酷ひどいからね……ねっ……亨っ」

「ハッ」

「やめ……お、お願……　ゆ……許し……。……おねが……ゆる、ひ…………」

「ハック……」

「優輝さんの身体に――凄いのが」

「怖こわい…………優輝、怖いよお……ふぇえん……こわいよお……」

「ハックション！」

「ひっ　　　　……ひ……あ…………あにゃああああああああああうううううう！」

「ックショ……ヘッ…………ヘックション！」

「うにゃああっにゃあっやだあっ私鳴いちゃうっどうしてっ鳴いちゃうよおっにゃあにゃぁっにゃああああああああ！」

「はは優輝さん！　お風呂場で、そんな風に！　変態！　天使なのに変態っ！」

「あ……ああ……うっ…………うぇ……うえええええん。ふぇえええええん」

　あっ優輝さんが泣いた。よし慰なぐさめてあげよう。頭を撫でてみよう。よしよし。

「あ……ふぇ……あにゃあ…………うにゃああ…………気持ちいい……にゃああ……」

「貴様らは」

　テティスは、静かに呟いた。

「貴様らには、誰だれ一人ひとりとしてマトモな人材がいないな」

「ふむ。マトモなのは私だけだな」

　部長が、深々と頷いた。

「他の三人も、恐おそらくそう思っているぞ」




「理香あああああああああああああ」

　風呂上がり、優輝は左手を腰こしに当て、右手で理香の頬ほっぺたを思いっきり吊つり上あげた。

「アンタ、何してくれてんのよおおおおおおおおおおお」

　風呂上りのホカホカを全身から出しつつ、その脳天からも負けないくらいの湯気を出す。
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「い、痛いです優輝ひゃんっ」

　頬っぺたを吊り上げられた理香は、涙なみだ目で声を出した。

「あの、何でふかっ。わらひが一体何をひたんでふかっ」

「しらばっくれてんじゃないわよおおおおおおおおおおお理香あああああ」

「ひたい痛いひたひでふっ一体何の事でふかあああああ」

「風呂場で何やってんのよこの理香はああああああああああ」

「あの、わたしお酒飲むのは初めてでその痛い痛い痛いですうううううう」

「酔いがさめたかああああああああ」

「そんな事言われても、わたひその、何の覚えもないんでふううううううう」

「記き憶おく無くなるまで飲んでんじゃないわよおおおおおおおお」

「ひたい痛いひたいでふうううううううううう」

「ふん！」

　やっと、離した。

「うう…………」

　赤く腫はれた頬っぺたを押さえながら、理香は床でさめざめと泣く。

「反省しなさい！」

「はい……」

「高校生が、お酒なんか飲んじゃダメだからね！」

「はい…………あ、あの……」

「何よ！」

「あの……優輝さん……」

「何！　言いたい事があるなら言いなさい！」

「……可愛かったですよ？」

　……。

「そっ……おっ…………」

　優輝の顔が、真っ赤になった。

「この魔族がああああああああああああああああああああああああああ！」

「痛い痛い痛い痛い痛いひたいですごめんなひゃいっ優輝さんっ痛いですううううう」




　かちっ。

　部屋の磯巾着型の置時計が、四月二十七日、午後十時を指し示した。

　超魔弾の炸さく裂れつまで、あと十四時間。




「ちょっと！」

　奥おくの和室押おし入いれの戸を開けつつ、優輝は不満げに言った。

「なんでこの押入れ、布ふ団とんが二つしか入ってないのよ！」

　優輝って、何が起きてもすぐにペース取とり戻もどすなあ。亨は密ひそかに思った。

　これはメンタル強いというより、単にバカなのかもしれない……

「それについては、私の上司が用意したものだ」

　テティスは優輝に向け、平坦な口調で言った。

「何も問題は無いはずだ。とっとと敷しけ」

「私達、五人いるのよ！」

　優輝は振り返り、その顔をまた至近距きよ離りでずい、と睨にらみつける。

「アンタの部屋にベッドが一つ、この部屋に布団が二つ。二人分足りないじゃないの！」

「おい、優輝部員」

　部長がメガネをクイッと上げつつ、厳おごそかに言った。

「私達はあくまでも客人であり、家主に対してあまり過度な要求は」

「休戦協定の条件にあったはずでしょ！」

　優輝は、ヤケクソのようにそれに反応した。

「ちゃんと睡眠取れないと、明日の超魔弾対策にも差さし支つかえるでしょ！」

「ふむ。それは確かに困るな。我わが派は閥ばつとしては、世界の破は滅めつは困る」

　テティスは間近に迫る優輝の顔に向け、頷いた。

「ではお前達は、この二つの布団を三人で使え。私はこの男と二人、あちらのベッドで」

「はああああああああ？　アンタ、何言ってんの？」

「もう何度目かも分からないが、この男の身み柄がらは現在、私の下にあって」

「そういう問題じゃないでしょ！」

「どういう問題だ」

「アンタ、こんな男と同どう衾きんして、無事に明日の朝日を迎むかえられると思ってんの？」

「おい優輝。ちょっと今おれの尊厳が傷つけられたんだが」

「うるさい黙れ」

「はい」

「あの、優輝さん」

　一人、黙もく々もくと布団を敷き始めた理香が、下から声を出した。

「なんでしたら、わたしがこの布団で亨さんとテティスさんを監視して、そして優輝さんは部長さんと二人であちらのベッドに行って貰って」

「アンタは黙ってなさい！　この酔っ払ぱらい！」

「なあ白瀬部員。今ふと疑問に思ったのだが、先ほどの『無事に明日の朝日を迎えられない』とは具体的にはどういう状況においてどういう結果が発生」

「部長も黙ってなさい！」

　ああ……優輝が更に孤立していく……

「よし分かった！」

　叫さけぶ勢いで、優輝は大きく頷いた。

「じゃあ、こうしましょう！」

「どうするのだ」

「テティス、アンタそのベッドの掛かけ布ぶ団とん外してこの和室まで持ってきなさい。それをこっちの布団二つと合わせれば、それで四人いける。これで解決ね！」

「あの……」

　亨は、おずおずと手を上げた。

「四人はそれで行くとして、おれは……どうしたらいいんでしょうか？」

「ああ、座ざ布ぶ団とんとかあるでしょ」

「…………」

「上はバスタオルとかが便利じゃない？」

「おい天使。捕ほ虜りよの処しよ遇ぐうについては私に権限が」

「そうだぞ優輝。捕虜の虐ぎやく待たい行こう為いについては国際法でも規定が」

「うるさい黙れ」

「はい」

「おい」

　テティスはこちらの顔を見て、真ま面じ目めな顔で訊たずねた。

「ここは、私の家のはずなのだが」

「そうですね」

　亨は、無表情で頷いた。

「なのに、なんでこの天使はこんなに仕切っているのだ」

「さあ……」

「そう言えばキミも、この四月からこの天使と同居しているのだったな」

「そうですね」

「……苦労しているようだな」

「はあ、そうかもしれませんね」

「何かを悟さとった高こう僧そうのような表情だぞ、火魅亨」




　かちっ。

　枕まくらもとの携けい帯たい電話デジタル表示が、四月二十八日、午前一時を指し示した。

　超魔弾の炸裂まで、あと十一時間。




　部屋は、暗くなった。

　世界は暗くなり、そして亨は一人、闇やみの中にいる。

「…………」

　静せい寂じやくと暗黒の世界で、亨は一人、闇を見ている。

　世界が滅びる前の日に、亨は一人、闇を見ている。




　静かになった世界で、時計の針が、滅めつ亡ぼうまでの時間を刻んでゆく。

　闇は、消えていない。昼の光がいくら眩まぶしくても、闇は消えていない。

　テティスの言葉は、その言葉の事実は、消えはしない。

　おれがいると、世界が滅ぶ。おれがいなくなりさえすれば、世界は救われる。

　おれは、世界から排はい除じよされようとしている。

　テティスの言葉は、二年前の事実へと繋がっていく。

　二年前、世界はおれを捨てたんだ。世界は、おれを必要としなかったんだ。




　かちっ。

　部屋の時計が、四月二十八日、午前二時を指し示した。

　超魔弾の炸裂まで、あと十時間。




「ねえ」

　唐とう突とつに、

「亨」

　唐突に闇の中、声が響ひびいた。

「……起きてるんでしょ」

　優輝の声だった。

「まだ、起きてるんでしょ。亨」

　闇の中、優輝の後ろ姿から声が響いてきた。

　起きてたのかよ。お前。

　心の中で思い、しかし亨は返事をしなかった。

「…………起きてるんでしょ。亨」

　午前二時の闇の中、天使の声が、闇の中に響く。

「……うん」

　亨は闇の中、声に反応した。

「起きてる」

　声に反応しつつ、身体は天てん井じようを見た仰あお向むけのまま。

　今、身体はテティスの右手によって固定されている。優輝の方を向けない。

「なあ……」

　闇の中、亨は呟いた。

「マジ…………なのか？」

　色んな意味を含ふくんだ言葉。自分でも、その意味が分からない問いかけ。

「マジよ」

　しかし優輝は、即座にその問いに答えた。

「本当に、あと十時間で世界は滅ぶ。天空の滅亡が、アンタめがけて、降ふってくる」

「…………」

「それまでに、その首輪か超魔弾を何とかしないと、世界はアンタごと滅ぶ」

　バカバカしい。

　けど、この世界は、元々バカバカしい事でいっぱいだ。

　一発で全てをまっさらにしてくれる超魔弾は、その中でもかなり分かりやすい方だ。

「あの……」

　闇の中、亨は口を開いた。

「何よ」

「あの、さ」

　闇の中、亨は言葉を続ける。

「おれって、さ」

　この先の言葉を、口にしていいんだろうか。

　でも、言葉は止まらなかった。

「おれってさ、生きてても、いいんだろうか」

　外に出した言葉は、闇の中、自分でも予想外なほど強く響いた。

　おれは、生きていていいんだろうか。

　おれがいなくなれば、世界は平和なんじゃないだろうか。

　おれが生まれなければ、世界は滅びなかったんじゃないだろうか。

「うるさい黙だまれ」

「なっ……」

「アンタ、さあ」

　闇の中、天使の声が低く響いた。

「何いきなり真面目に語ってんのよ。バカじゃないの」

「だって……」

「アンタがいなくなって世界が救われて、それでめでたしめでたしだと思ってんの？」

「……」

「部長が新人賞に投とう稿こうできて、それでハッピーエンドだと思ってんの？」

「……」

「アンタ抜きの三人で夏コミに参加して、それで楽しいと思ってんの？」

「…………」

「私達たちが、何の為ためにここに来たと思ってんの？」

「…………」

　けど……心の中で、思ってしまう。

　けど、どうしようもないじゃないか。実際に、どうしようもないじゃないか。

　あんなもん、どうやって止めるんだよ。どうやって、世界を救うんだよ。

「だから、何度も言ってるでしょ！」

　優輝は闇の中、焦じれたように声を出した。

「『奇跡は、力づくで起こすのよ』！」

「…………結局アニメかよ……」

「当たり前でしょ！　アンタも十二話見たんでしょ！　あれ神回よマジで！」

「だからお前な、アニメを根こん拠きよに人生を渡わたれるとでも」

「アンタ、ミライススムのあの時の決意が分からなかったの？」

「いやだからな、あれはアニメであって」

「アニメ超面白おもしろいじゃん！」

「いやおかしいって！　アニメが面白いかどうかはこの際関係ないんだって！」

「んが」

　二人でヒソヒソ話し合う横で、突然、部長が立ち上がった。

「あ」

　亨は、口を閉じた。

「…………？　ん？」

　メガネを外した部長は、寝ぼけたように周りを見回した。

「んー？　……あれ？　なんで私、こんな所に……」

　目を覚ましたら自分の家じゃなかったから、混乱しているらしい。

「まあ……いっか…………」

　どすっ。再び、布団に倒れこむ。

「…………」

　亨は優輝に向け、囁ささやき声で言った。

「……夜中に言い合うのは良くない。人が起きる」

「そうね」

「とっとと寝ろ」

「それはこっちの台詞せりふよ！」




　寝れた。







六章　一時間七分前～予定時刻







　かちっ。

　荒あれた公園の古びた飾かざり時計が、四月二十八日、午前十時五十三分を指し示した。

　超魔弾サハクイエルの炸裂まで、あと一時間七分。




「あと、七分」

　亨とおるは、目の前の優ゆう輝きとテティスに向けて言った。

「決けつ闘とう開始の約束時刻まで、あと七分」




　かちっ。

　荒れた公園の古びた飾り時計が、四月二十八日、午前十時五十四分を指し示した。

　決闘の開始時刻まで、あと六分。




「決闘の舞ぶ台たいとして、この場所を指定した事については……」

　荒れた公園の中心、草だらけの広場に立ちつつテティスは言った。

「……大した意味はない。この公園の周囲には人家も人里もないから。それだけだ」

　テティスは決闘の場所で、正面に立つ対戦者を見つめた。

「ベルセルメルゼルの空間跳ちよう躍やく能力がなければ私がここに来る手段はなかった。だから、この場所を指定した事に予あらかじめの作さく為いは無い。勿もち論ろん、罠わなも仕し掛かけもない。決闘の場所として双そう方ほうに公平である事を、決闘の前に理解しておいてもらいたい」

「わざわざ言わなくても、分かってるわよ」

　対戦者は……優輝は、テティスの視線を真正面から受け止め、言った。




　かちっ。

　荒れた公園の古びた飾り時計が、四月二十八日、午前十時五十五分を指し示した。

　決闘の開始時刻まで、あと五分。




「あと、五分」

　亨は、呟つぶやいた。

　快晴の午前。

　箱はこ内ない市やテティスの家から遠く離はなれた、とある山の中。とある捨てられた公園。

　入口に立てられた『村民交流公園』と書かれた鉄製の看板は、元の色も分からぬほど錆さび切っている。誰も整備しなくなった古い遊具が、隅すみで朽くち果はてている。

　廃はい墟きよとなった公園の広場で、天使と魔ま族が向かい合っている。

　天使は……優輝は、こちらの右手を握にぎっている。魔族は……テティスは、こちらの左手と変わらず繋つながっている。両者が『世界の卵ユグドラシル』と接せつ触しよくしている。決闘を前に、両者の状じよう況きようを公平にする為の措そ置ちだ。優輝は魔炉セフイラを持っていないが、決闘中も『接近』によるＭＰ補ほ充じゆうがある事を考えると、この決闘中での不公平はまず無いだろう。

「言っとくけど……」

　優輝は、相対して立つ魔族に向けて言った。

「負けた事を根に持って、あとで邪じや魔まとかしないでよね」

「問題外だ」

　テティスは、無表情で言った。

「私が、そんな事をする恥はじ知しらずに見えるか」

「見えない」

　優輝は、即座に断言した。

「でも、まあ一応ね」

「そうか」




　かちっ。

　荒れた公園の古びた飾り時計が、四月二十八日、午前十時五十六分を指し示した。

　決闘の開始時刻まで、あと四分。




「一応繋がりで、これも一応言っておくけど」

　優輝は、再び口を開いた。

「私はアンタに勝って、あの超魔弾を止めるから」

　声と共に、天空を指差す。

　天空の超魔弾は、変わらず凍いて付ついた視線で地上を睥へい睨げいしている。

　昨日、部室で見上げた時より、遥はるかに大きくなっている。

　今朝、テティスの家で見上げた時より、かなり大きくなっている。

　さっき、この公園に着いて見上げた時より、少し大きくなっている。

　地上へと、迫っている。

　あれがあと一時間四分でここへ到とう達たつし、そして世界に破滅を撒まき散ちらす。

「手段は、真っ向突とつ撃げきよ」

　優輝は指を下ろし、テティスに向けて更に言った。

「私の『金枝ミストル』を全力開放して、あのヒネた瞳ひとみをぶち抜いて壊こわす。私のプランは以上」

「ふむ」

　テティスは頷うなずき、口を開いた。

「私のプランは、この男を殺して超魔弾を枯こ渇かつさせる。以上だ」

「あっそ」

「決闘に勝った方が、自らのプランで超魔弾に対抗する」

「分かってるわよ」

　優輝は、小さく息を吐いた。




　かちっ。

　荒れた公園の古びた飾り時計が、四月二十八日、午前十時五十七分を指し示した。

　決闘の開始時刻まで、あと三分。




「こちらも、一応聞いておくが」

　テティスは、優輝に向かって言った。

「ＭＰの充じゆう填てんは充じゆう分ぶんだろうな。天使」

「充分よ。接近充填もあるし。下手な事にはならないわよ」

「貴様は魔炉を持たない。しかし、その事について決闘後の言い訳は聞かない」

「大だい丈じよう夫ぶよ」

　優輝は、目を逸そらさずに言った。

「亨が近くにいれば、私は力を出せる」




　かちっ。

　荒れた公園の古びた飾り時計が、四月二十八日、午前十時五十八分を指し示した。

　決闘の開始時刻まで、あと二分。




「では」

　テティスは公園の入り口、『村民交流公園』看板近くに立つ部長と理り香かに向け、言った。

「決闘開始を前に、この男の身を一時、見届け人に預ける事にする」

「は、はい……」

　理香は、気け圧おされたように頷いた。

「決闘の勝者が、その男の身柄を手にするのだ。

　……貴様の、見届け人としての誇ほこりを信じるぞ。ベルセルメルゼル」

　言葉と共に、テティスの腕うでから黒い腕うで輪わが消失した。

　昨日の夕方からずっと発現しっぱなしだったその『金枝』が、消えうせた。

　こちらの左手とテティスの右手は、あっさりと離れた。

　半日振ぶりに自由になった左手を、少し動かしてみる。

「亨」

　優輝はテティスを見たまま、こちらの右手から手を離した。

「決闘が終わったら、私と一いつ緒しよに来るのよ。二人であの超魔弾を止めるんだから」

「あ、ああ」

「理香、ヤバくなったら部長連れて逃にげなさいよ。アンタの力なら余よ裕ゆうでしょ」

「は……はい……」

　理香は、頷いた。




　かちっ。

　荒れた公園の古びた飾り時計が、四月二十八日、午前十時五十九分を指し示した。

　決闘の開始時刻まで、あと一分。




「ちょっと……さ」

　優輝は両手を身体の前に構えたまま、軽口のように言った。

「決闘の前に下調べしてたみたいで気が引けるから、バラしちゃうけど」

　目の前の対戦者に向け、呟く。

「アンタの力って、アンタの能力の正体って、さ」

「…………」

「アンタの能力って、引力と斥せき力りよくね」

「…………」

　テティスは、黙って優輝を見ている。

「モノを引っ張ったり、逆に弾はじいたりする力。『金枝ミストル：：裂光残影・陰クトウーラ・ブラツク』が引力で、『金枝ミストル：：裂光残影・陽クトウーラ・ホワイト』が斥力。呪じゆ文もんと共に、それぞれアンタの身体を中心に発生する」

「……」

「最初に亨を引き寄せたり、その後ずっとくっついていたのは引力。校庭の地面を蹴けって跳とんだのは地面との斥力。跳ぶ寸前に亨の引力拘こう束そくを解除して両りよう腕うででの拘束に切きり替かえていた事から考えると、引力と斥力の同時発動は出来ない」

「…………」

「アンタが持ってるその球体自体には、大して意味は無い。斥力で飛ばしたり、または引力で引き寄せて使う単なる飛び道具。……亨とくっついてる間、他ほかに一いつ切さい引力を使わなかった事を考えると、引っ張れる物体は常に一つだけね。球体を一つずつしか発射しない事から推測するに、斥力も多分同じ。どちらかの力を、それぞれ一つだけよ」

「……ほお」

　テティスは、口を開いた。

「なかなかの観察力だ。天使」

　口を開き、無表情のまま、対戦相手を褒める言葉を吐はいた。

「たった二日で、私の力の性質を見破るとはな。正直あなどっていた」

「どういたしまして」

「……見破った事を黙っていれば、まだ少しは有利だった筈だが。何故なぜ言った？」

「だから言ったでしょ。気が引けたのよ」

　優輝は、軽い息をついて言った。

「休戦中にも情報収集と整理をしてた訳だしね。やっぱり気分は良くない」

「ふむ」

　テティスは、感心したような声を出だした。

「存外に、誇り高たかいのだな。見直したぞ天使」

「アンタ、私をどう思ってたのよ」

「勝利の為には手段を選ばない者だと思っていた」

　即そく答とうした。けっこう失礼だぞテティスさん。

「まあ、別に見破った事をバラしても私は負けないし」

　優輝も同じくらい失礼な事言ってるぞ。というかこっちは単なる負まけず嫌ぎらいか。

「ふむ……なかなかの自信だな」

「当ったり前でしょ」

「では」

　テティスは、すっ、とその目を細めた。

「その自信を、今すぐ取り払ってやる事にする」

「え？」

「お前の勝利の根拠を、たった今、これから破壊してやろうと言うのだ。天使」

　テティスの空気が、変わった。

「いい観察力だ。天使」

　テティスは腰を落とし、深い息を吐いた。

「私の能力の性質は、貴様が今言った通り」

　その両耳の水滴型イヤリングが、黒い輝かがやきを放ち始める。

「だが、正解には程ほど遠とおい」

　ざわざわざわ。その青の長ちよう髪はつが、声に合わせて逆立つように靡なびき始める。

「……貴様は、肝かん心じんな所で、大きな思おもい違いをしている」

　その全身から、禍まが々まがしい黒い影かげが陽炎かげろうのように立ち上る。

「私の『金枝』の本当の姿は、腕輪では無い」

　テティスの『金枝』が、両腕の腕輪が、その姿を変えてゆく。

「私の最大出力は、あの程度では無い」

　腕輪が、広がってゆく。大きくなってゆく。その姿を変えてゆく。

　腕輪から手てつ甲こうに、手甲から手しゆ套とうに。

「私の、本当の力は……」

　その全身を覆う禍々しい炎ほのおが、見る見るその色を濃こくしてゆく。

「私の、全力は……」

　テティスの青髪を縛しばっていた髪かみ留どめが、ぶちり、と切れた。

「私の全力は、これだ！」

　長い青髪が、鬣たてがみのように逆立つ。その両耳のイヤリングが、黒く輝く。

「これが、私の全力の姿だ！」

　青の髪を鬣のように逆立て、魔族は宣言した。

「お前は負けるよ、天使！」




　かちっ。

　荒れた公園の古びた時計が、四月二十八日、午前十一時を指し示した。

　決闘開始時刻。




「『金枝ミストル：：裂光残影風魔月斬・陽クトウーラクリトル・ホワイト！』」

　どばっ！
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　テティスの足元で、土が炸裂した。

　地面がごっそりと抉えぐれ、跳はね上がった土が津つ波なみのように優輝に襲おそい掛かる。

「『陽』！」

　津波と化した土の壁かべとその向こうにいる優輝を追って、テティスは猛烈な速度で飛とび掛かかる。足元の土を斥力で一気に巻き上げて壁を目め隠かくしにし、そして直後やはり斥力を自らの足元で発動し噴ふん出しゆつ力にした。そう理解する時間などある筈はずもない。テティスの身体は既すでに優輝の間近にある。その黒い手套に包まれた左手は優輝の間近にある。その左手にいつの間にか握られた黄色い球体は優輝のすぐ鼻先にある。

「『陽』！」

　息つく間もない三度目の呪文と共に、黄色い球体が恐るべき速さで優輝に突とつ進しんし、

「く……」

　ドガッ！

　黄色い球体は、激げき突とつ音を響かせた。

　黄色い球体は、鉄の看板にぶち当たった。

『村民交流公園』と書かれた鉄製の看板に、黄色い球体が衝しよう突とつした。

　反射的に辛かろうじて間かん一いつ髪ぱつ身を反らしどうにか避さけた優輝の脇わきを掠かすめ、看板に激突した。

「……あ」

　看板の横で、すぐ近くにいた理香が息を呑んだ。

　看板の中心、黄色い球体は鋼鉄の中にめり込んでいた。

「ふむ」

　テティスはこちらを見もせず、呟いた。

「……流ながれ弾だま失礼。ベルセルメルゼル。そちらに飛ばす心算つもりはなかった」

「お」

　理香の横で、亨は無意味に声を出した。

　無意味に声を出して、鉄製の看板を見た。

　黄色い球体は、鉄製の看板にめり込んでいる。

　テティスの発射した武器は、ここでこうして、鉄の板にめり込んでいる。

　あんなに遠くから発射された球体が、鉄の板にめり込んでいる。

「一応……」

　黄色い球体を発射した魔族は、優輝の方を見つつ声を出した。

「……貴様の誇りに免めんじて、教えておくぞ。白しら瀬せ優輝」

　黒い陽炎を纏まとうテティスは、優輝の方を見み据すえたまま言った。

「私のこの状態は、通常状態の私とは桁けた違ちがいの出力を実現している」

　青の鬣を持つ魔族は、相対して立つ天使に向けて言った。

「故ゆえに、燃費は悪い。これよりほんの数分で、私のＭＰは尽つきる」

　優輝は変わらず、その槍やりを真まっ直すぐ構えている。

「……が」

　テティスは優輝に向け、一歩踏ふみ出した。

「……が、関係ないな！」

　一歩踏み出し、そして全身で構えた。

「その数分で充分だ！　私は貴様に勝利し、そしてその後、残った力でこの男を殺す！　私の任務はそれで全て終しゆう了りようだ！　その後この身が消失しようと、一切構う事は無い」

「大口叩たたいてんじゃないわ！」

　恐るべき魔族に向け、優輝は真っ向から言い返した。

「優輝！」

　亨は、叫んだ。

　叫んで、そして思う。

　なんでお前、こんなヤツと戦ってるんだよ。

　なんでお前、こんな恐ろしいヤツと戦ってるんだよ。

　あの球体をぶつけられて、大おお怪け我がしてしまうかもしれないじゃないか。

　地の果てまで吹き飛ばされて、そのまま帰って来れなくなるかもしれないじゃないか。

　左耳の魔路クリフアを壊されて、もう人間界にいられなくなるかもしれないじゃないか。

　なんでお前が、こんな強いヤツと戦わなくちゃならないんだよ。

　なんでお前が、こんなに危険な事をしなくちゃならないんだよ。

　おれがいなくなりさえすれば、お前はこんな危ない目に遭わなくていいのに。

　おれが諦あきらめさえすれば、優輝はこんな事をしなくてもいいのに。

　おれが消えさえすれば、優輝はあんな風に戦わなくてすむのに。

「優輝……」

「とっとと、かかって来なさいよ。魔族！」

「望み通りに！」

　テティスは、地面を蹴った。

　優輝は真っ直ぐにそれを見据え、正面から神槍を構える。

「優輝！」

　強大な魔ま獣じゆうに向け、優輝は真っ向から対たい峙じする。

「優輝……」

　奇き跡せきを信じる瞳が、恐るべき強敵を迎え撃うつ。

　亨は、叫んだ。

「優輝！」




「勝ってくれ！　優輝！」




「そんな奴やつに……」

　亨は、優輝に向かって叫んだ。

「そんな奴に、負けないでくれ、優輝！」

「当たり前でしょ！」

　優輝は、即そく座ざに叫び返してきた。

「私が、こんなヤツなんかに……負ける筈が無いでしょうが！」

「じゃアっ！」

　テティスが、優輝に迫る。

　青の鬣を持った強大な魔獣が、優輝に襲い掛かる。

　天使はそれに向け、光の槍を構えた。

「テティス！」

　優輝は光の槍を構え、魔族に向かって叫んだ。

「私はアンタに勝って、亨を救う！」

　目前に迫ったテティスは、両腕を掲かかげ、呪文を唱えた。

「奇跡を、力づくで起こすのよ！」

　目前に、テティスが迫る。

「『金枝ミストル：：裂光残影風魔月斬クトウーラクリトル』！」

　正面に立つ優輝は、槍を構え、宣言した。

「『金枝ミストル：：空想創生・輝翼顕現アインソフオール・フレースフエルニル』！」

　そして、交こう錯さく。




　かちっ。

　荒れた公園の古びた時計が、四月二十八日、午前十一時一分を指し示した。

　超魔弾の炸裂まで、あと五十九分。




　光の翼つばさが、切り裂さかれた。

「……」

　切断された光の破は片へんがはらはらと宙を舞まい、消失する。

「く……」

　光の光景の中、優輝は呻うめいた。

「…………」

　優輝の背後に立つテティスは、静かに口を開いた。

「天使……」

　その全身を包つつむ黒い陽炎が、薄うすれて消えてゆく。

「いや、白瀬優輝……」

　青の鬣が力を失い、その背中にさらさらと流れてゆく。

「お前…………」

　その右耳の水滴型イヤリングが、輝きの破片となって周囲にきらきらと散ってゆく。

「お前の……」

　その右耳の魔炉が、無残に欠けている。

「お前の……勝ちだ」

　その両腕の『金枝』が力と形を失い、透すけて消えてゆく。

「光の翼……」

　ゆっくりと地面に倒れ伏ふすその身体も、透けて消えてゆく。

「『世界の卵』から、天使に力が……？」

　どさっ。

「離れて、いたのに……」

　テティスは倒れ、動かなくなった。




「私の！」

　ばっ！

「私の勝ちだ！」

　欠けた翼を再び大きく広げ、天使は全力で叫んだ。

「さあ、亨！」

　背中に光の翼を輝かせ、優輝はこちらに向け、手を伸のばした。

「こっちに来なさい！　一緒に戦うのよ！」

　絶望と滅亡の世界の下、翼を持つ天使が、こちらに向けて手を伸ばした。

「絶望と滅亡から、世界を救うのよ！」




　かちっ。

　荒れた公園の古びた飾り時計が、四月二十八日、午前十一時五十五分を指し示した。

　超魔弾の炸裂まで、あと五分。




　古びた飾り時計を遥か眼下に、棄すてられた公園を遥か眼下に。

　優輝と一緒に、空を飛ぶ。翼を持つ天使と共に、空を飛ぶ。

　絶望の超魔弾は目前、すぐ近くにある。

　巨きよ大だいな隕いん石せきが、冷たい瞳で世界を睥睨している。

　どこも見ていない、何の光もない、暗黒の瞳。

　何の温かさもない、何の希望もない、凍て付いた瞳。

　超魔弾は、空くう虚きよな瞳で世界を睥睨している。

「……！」

　亨は、視線の前で思う。

　これは、おれの瞳だ。

　超魔弾は、おれの力を吸収した、おれ自身だったんだ。

　おれは、こんな瞳で世界を見ていたんだ。

　二年前のおれは、こんな風に世界を睥睨していたんだ。

　あの時世界に滅ほろぼされたおれは、こうして世界を滅ぼそうとしていたんだ。

　おれは……

「何やってんのよ！」

　すぐ近くで、天使が叫んだ。

「バカ亨！　余計な事、考えてんじゃないわよ！　バカじゃないの？」

「すまん！」

　亨は、優輝の顔を見た。

　絶望の瞳は、目の前にある。

　滅亡を望む瞳は、目の前にある。

　余計な事なんか、考えなくていい。

　おれは今ここにいて、そしておれの横には天使がいる。それが全てだ。

　――今のおれは、こうして、ここにいる。それが全てだ。

「どりゃああああああああああ！」

　光の翼を纏った天使が光ひかり輝かがやく槍を構え、天空の絶望へと突撃する。

　世界を滅亡から救う為、世界を絶望から救う為に、真っ直ぐに進んでゆく。

　凍て付いた瞳に、灼しやく熱ねつの意思が突進してゆく。

「行くわよおおおおおおおおおおお！」




　かちっ。

　荒れた公園の古びた飾り時計が、四月二十八日、午前十一時五十八分を指し示した。

　世界の破滅まで――




「おりゃああああああああああああああああああああ！」

「行くぞ！」

「亨！　テンション低い！」

　優輝は、思いっきり叫んだ。

「アンタ、この期ごに及およんでテンション低い！」

「テンションって何だよ！」

「言ったでしょ！　『世界の卵』はね、持ち主と心が大事なのよ！」

「だから、心って、一体何……」

「ええい！　じれったい！」

　優輝は勢い任せのように、大声で叫んだ。

「私は、亨の為に戦う！」

　光の翼を纏う天使は、輝く槍を構えつつ、絶望に向かって叫んだ。

「私は、亨の為に全力を出す！」

　目前に、絶望が迫っている。

「私は、世界の為に、力づくで奇跡を起こす！」

　凍て付いた瞳は、もう目の前にある。

「アンタはどうなの、亨！」

「お……」

　亨は、見上げた。

　凍て付いた視線と、目が合った。

　過去の自分と、目が合った。

「おれは……」

　過去の自分が、現在の自分を、見据えていた。

「おれも、だよ！」

　亨は、叫んだ。

「おれも、お前のように――」

　過去の自分を見据え、世界の限りに亨は叫んだ。

「――世界の為に、奇跡を起こす！」




　かちっ。

　荒れた公園の古びた飾り時計が、四月二十八日、午前十一時五十九分を指し示した。

　世界の破滅は――




　光の槍が、凍て付いた瞳を貫つらぬいた。




　――世界の破滅は、消失した。
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七章　その後







　かちっ。

　荒れた公園の古びた飾り時計が、四月二十八日、正午を指し示した。

　世界は、滅亡しなかった。




　世界に、快晴の空が広がった。

「よっしゃあああああああああ！」

　超魔弾サハクイエルは、消失した。

　青く澄すみ渡った空の下、優ゆう輝きは右手で強くガッツポーズをした。

「やった！　やったよ、ねえ亨とおる！」

「ああ」

　亨はそれに向け、頷いた。

「ちょっと何よそのクールな言い方！」

　槍を右手に持ったまま、優輝は頬ほおを膨ふくらませた。

「折せつ角かく勝ったんだから、もうちょっと喜んでもいいじゃないの！」

「あのさ、優輝」

　亨は優輝の腰に掴つかまったまま、また声を出した。

「何よ！　アンタ、なんでそんないきなりテンション下がってんのよ！」

「お前」

　亨は台詞の途と中ちゆうで、口を挟はさんだ。

「だから、何よ！」

「お前……翼は？」

「えっ」

　優輝は、目を瞬しばたいた。

　その背中の翼が、元の大きさに戻っている。

　さっきまで大きく強く羽ばたいていた翼が、元の大きさ、飛べない大きさに戻っている。

「え……」

　優輝の手元から、槍が消えた。

「あ……あの、ええと」

　両手で力んで、ふんっと全身に力をこめる。

「お前、力むと翼生えるのかよ」

「生えないわよ！」

「生えないわよじゃないだろ！　お……」

　よし。状況整理。

　おれたちは今、空中にいる。地上何メートルか分からんが、兎とに角かく上空にいる。

　そしてその状態で、翼が元の大きさに戻った、飛べなくなったという事は……

「うわああああああああああああ！」

「いやああああああああああ！」

　落ちる。

「きゃああああああああああああ！」

「ああああああああああああ！」

　必然的に、下へと落下する。

「おい優輝！」

　亨は、落下しながら声を出した。

「何よ！」

「お前、スカートが物もの凄すごい事に！」

「バカかああああああああどこ見てんのこんな時にいいいいい！」

　地上が迫ってくる。小さく見える眼下の公園が、どんどん大きくなってゆく。




　かちっ。

　荒れた公園の古びた飾り時計が、四月二十八日、午後十二時一分を指し示した。

　地上激突まで、あと三秒。

「ちょっと待て短すぎるっ急すぎるだろうがあああああああ！」




「『金枝ミストル：：裂光残影・陽クトウーラ・ホワイト』」




「おおおおおおおおおおおおおおおおお」

「わあああああああああああああああああああ！」

　ぼよん。激突寸前、全身を包む柔やわらかい感覚。

　そして、激突。背中にそれなりの衝しよう撃げき。でもそれだけの衝撃。

　激突のその瞬しゆん間かん、何かに空中で受け止められたような……

「あたたたたたた……」

　横で、優輝がお尻しりを押さえつつ立ち上がった。

「亨さん！　優輝さん！　大丈夫ですか！」

　実体化させたカマをその手に持ったまま、理り香かが走りよってきた。

「地上に黒渦うずを作ろうと思ったんですけど、すいません！　間に合わなくて！」

「火ひ魅み部員。白しら瀬せ部員」

　理香の泡あわ食った言葉を遮さえぎり、部長が小さく、しかし鋭するどく呟いた。

「え」

「見ろ」

　反射的に部長の方を見、そして、その指し示す方を見る。

「ふ……」

　そこには、テティスが立っていた。

「助かった……よう……だな」

　そこでは、テティスが消しよう滅めつしようとしていた。

「……よかった」

　その両耳のイヤリングが、淡あわい輝きを放っている。

　壊れかけた右の魔炉セフイラが、最さい期ごのような光を放っている。

　この時点で、やっと気付いた。さっきの弾だん力りよくは、テティスの斥力だ。

　優輝との戦いで魔炉を破損してＭＰを使い尽くして、そして今、その最後の一滴てきを絞しぼり尽くして使い尽くして、おれたちを助けてくれた。

「テティス……」

　消えゆく魔族の名を、優輝が呼んだ。

「白瀬優輝」

　消えゆくテティスは、優輝に向けて頷いた。

「……私の、敗北だ」

　その身体が、見る見る透けて、消えてゆく。

「……すまなかった」

　テティスの存在が、この世から、完全に消失――




「テティスさん！」

　――消失する寸前、亨は叫んだ。

「手を！」

　叫んで駆かけ寄より、そして、その左手を右手で握り締しめる。

「――――！」

　テティスは、虚きよを突つかれたように目を見開いた。

　二人で、手を繋ぐ。昨日の昼に強制され、そしてさっきまでずっと強要されていた行こう為い。

　全く同じ行為。全く同じ姿。

　……でも今のこれは、それとは意味は違ちがう。

「……ん」

　テティスの身体が、再び色を取り戻してゆく。

　消えかかっていたその姿が、再び形を取り戻してゆく。

　底をついていたＭＰが、『世界の卵ユグドラシル』との接触により、補充されてゆく。

「あの」

　亨はテティスの顔を見て、言った。

「ありがとう。テティスさん」

　テティスと手を繋いだまま、頭を下げる。

「お陰で、おれ達は助かった。世界が助かった。ありがとう」

「…………」

　テティスは、ふ、と息をついた。

「……そうか」

　そして、やっと笑った。




　かちっ。

　荒れた公園の古びた飾り時計が、四月二十八日、午後一時を指し示した。




「こら！　亨」

　優輝の低い声が、後ろから響いてきた。

「アンタ、いつまで手を繋いでるのよ！　とっとと離れなさい！」

「あっ優輝。おれ今ちょっと救助活動してるからちょっと静かにしてくれないか」

「もう充分でしょっいつまで手繋いでんのよとっとと離しなさいよ！」

「いや万一という事もあるし。ねっテティスさん」

「全くその通りだ」

「テティスうううううううううう！」

「私はもう少し、こうしてこの男と手を繋いでいる」

「よっしよく言った！　決闘よ！　今この場で決着つけましょうテティス！」

「私が勝ったらこの男の身み柄がらをまた取り返すが。いいのか」

「理香！　盛り上がったトコで背後から刺さすのよ！」

「あ、えっと優輝さん……それは卑ひ怯きよう……」

「さあテティス！　いざ尋じん常じように！」

「今度は別の理由で手を繋ぐ事にするが。いいんだな」

「理香！　ヤツの弱点は脳か心臓よ！」

「あの……優輝さん、……あまりに外げ道どう……」

「行くわよ！　『金枝ミストル：：空想アイン・ソフ……』」

「そう言えば火魅亨、忘れていたが」

「えっ何これ？　シカト？　ねえ亨、この人今、私をシカトしたよね？」

「何だい？　テティスさん」

「うわあああああん部長おおおお亨が私をいじめたああああああああああ」

「昨日のブラックジャックの約束が、まだ果たされていないな」

「あっテティスさんっ。ちょっとその話は今この場では言わないで」

「……ブラックジャック？　ふむ。何の事だね火魅部員？」

「あっ部長。ちょっとそれは極きわめて個人的な話ですし今は流しましょうねえっ」

「確か、私を裸はだかにして、そしてその身体に筆で落書きをする予定で」

「あっテティスさんっほらちょっとそれはこの場ではやめてまた今度ねえっ」

「よく分からないが、何やら十何時間をかけてじっくりと取り組む作業のようで」

「亨ううううううううううううううううアンタちょっとこらああああああ」

「補助用品として、荒あら縄なわと羽箒ぼうきと電動マッサージ機と極ごく細ぼそ耳かきを使うらしい」

「あああああああああこの男はもおおおおおおおおお！」

「あっ優輝さんちょっと待って今は世界が救われためでたい席ですし、その槍はその」

「何やる気だったのよアンタはあああああああ！」

「ぎゃあああああああああああああああああああああ！」

「私の誇りの問題だ。約束が果たされるまで、この男から離れるつもりはない」

「永遠に果たせなくなれええええおらああああああああああ！」

「ぎゃああああああああああああああああああああああああああ！」







エピローグ







　かちっ。

　部室の壁時計が、五月一日、火曜日、午後四時を指し示した。

　新人賞締しめ切きり当日。箱はこ内ない郵便局の閉店時刻まで、あと一時間。




　いつもの部室で、部員が全員揃そろっている。部長を見守っている。

「これで……」

　いつものパイプ椅い子すの前で、いつものノートパソコンの前で、部長は言った。

「投稿作品、完成……！」

　その衰すい弱じやくした身体の最後の力を使い尽くすように、マウスを動かす。

「印刷、開始……だ！」

　机に突っ伏ぷす勢いを利用し『印刷開始』のボタンを押おした。

　ごりごりごりごりごり。旧式のプリンターが、重低音を上げ始める。

　パソコンの中で今しがた完成した作品が、プリンターによって形を与あたえられてゆく。

「部長！　おい！」

　倒たおれ伏した部長に向け、亨とおるは声を掛けた。

「部長！」

「部長さん！　大丈夫ですか？」

　優ゆう輝きと理り香かも、駆け寄ってきた。

「す……」

　部長は部員に見守られ、突っ伏したまま断だん末まつ魔まのような声を出した。

「すまん……」

「彩あや華か！　ちょっとしっかりしろ、おい！」

「部長、気を確かに持って！　今プリンターが動き出したよ。ほら見える？」

「いやあああああ部長さああああん」

　別に、死ぬ訳ではない。

　超魔弾サハクイエル事件を解決して帰ってくるその途中で『おお優輝部員とテティスさんのバトルシーンで新たなイメージが湧わいてきたぞおおおこれは今からでも投稿作に反映させなくては！』とか叫んで、それから三日間家と学校でずっと執しつ筆ぴつ。ほぼ完かん徹てつ。そりゃあ倒れる。

「投稿を……」

　部長は、最後の息で、微かすかに呟いた。

「……頼たのむ…………」

「分かった！　部長の遺志、確かに受うけ継ついだわ！」

　優輝が、大きく頷いた。

「部長さん……雄お々おしい最期でした……」

　理香が、突っ伏したその身にそっと上着をかける。

「だから別に死んでないって！」

　とりあえず義務だと思ったのでツッコミを入れつつ、時計を見上げる。

　締め切りは、本日消印有効。

　つまり、今日郵便局が閉まるまでに、この原げん稿こうを窓口へ持っていく必要がある。




　かちっ。

　部室の壁時計が、五月一日、午後四時五分を指し示した。

　新人賞締切当日。箱内郵便局の閉店時刻まで、あと五十五分。




「間に合う！」

　時間と事実を確かく認にんして、叫ぶ。

　小包の袋ふくろ、宛あて名な用紙、綴とじ紐ひも。必要な小道具は、既に全すべて揃っている。

　ごりごりごりごりごり。プリンターは順調に作品を印刷している。

　旧式だけあってスピードは遅おそいが、今のところは何も問題なく動いている。

　このまま問題なく動き続ければ、まあ五分後には全てが刷り上がるだろう。

　その後、原稿に綴じ穴を開けてヒモで閉じる等の全ての作業を十分と見積もる。

　出来上がった原稿を抱かかえ、ここから郵便局までダッシュしたとして約二十分。

　つまり、このまま何事も起こらなければ、午後四時四十分には全てが終わる。

　このまま何事も起こらなければ、充分間に合う。

　このまま何事も起こらなければ。

　何事かが、起こった。

　ごりごりごりごりごり…………ごりっ。

　印刷中の紙が、突とつ然ぜん詰つまった。

　ごり……ぶつん。

　プリンターが、壊れた。




　かちっ。

　部室の壁時計が、五月一日、午後四時十分を指し示した。

　新人賞締切当日。箱内郵便局の閉店時刻まで、あと五十分。




「なんでよおおおおおおおおおお！」

　優輝は絶ぜつ叫きようし、プリンターの半ばで止まった紙を力任せに引っ張った。

「こら優輝！　そんな事したら紙が破けるだろうが！」

「だって紙詰つまってるじゃない！　これを取れば直る筈！」

「そんなに簡単に直るか！　だからお前力づくで引っ張るな破けるだけだ！」

「『奇跡は力づくで起こすのよ！』」

「だからアニメの台詞を鵜う呑のみにすんなって言ってるだろうが！」

「おりゃー！」

　べりっ。ごりべりがりべりごり。プリンターが、狂きよう気きのような音を出した。

　ぼふ。

　煙けむりを吐いた。

「あああああああああああああ」

「だから言っただろうがああああああああ！」




　かちっ。

　部室の壁時計が、五月一日、午後四時十五分を指し示した。

　新人賞締切当日。箱内郵便局の閉店時刻まで、あと四十五分。




「理香！」

　亨は、叫んだ。

「は、はいっ！」

　理香は、反射的のような動きで立ち上がった。

「駅前のネットカフェ、知ってる？」

「し、知ってます……」

「じゃあこれ、印刷してきて！」

　その手に、原稿データの入ったＵＳＢメモリを投なげ渡す。

「とりあえず86ページ目まで印刷終わってるから。87ページから最終ページまで！　梗こう概がいと履り歴れき用紙も忘れないで！　あそこのプリントサービスは一枚20円だから、入場料含ふくめて千円札持ってけば足りる筈！　ちょっと高いけど仕方ない！」

「はい！」

　ＵＳＢメモリを抱え、理香は呪文を唱えた。

「『金枝ミストル：：世界閉鎖クロウズ・ワールド』」

　実体化した黒渦に飛び込む理香を視線の端はしに捉とらえつつ、更さらに優輝の方を向いて言う。

「お前、小包と封ふう筒とうの準備してくれ。おれは86ページまでの綴じ作業してるから！」

「い、いいけど、でも」

「喋しやべってないで早く！　『奇跡は力づくで起こすんだ』だろ！」

「わ、分かった！」




　かちっ。

　部室の壁時計が、五月一日、午後四時三十分を指し示した。

　新人賞締切当日。箱内郵便局の閉店時刻まで、あと三十分。




「奇跡でも起きないと……間に合いそうにないなあ……」

　亨は、印刷された原稿にパンチで綴じ穴を開けつつ呟いた。

「……どうしましょう？　部長……」

　彩華はノートパソコンに突っ伏し、無防備に眠ねむっている。

「ま……」

　20ページ目の原稿に、穴を開ける。

「……起こすしか、ないか……」




　かちっ。

　部室の壁時計が、五月一日、午後四時四十分を指し示した。

　新人賞締切当日。箱内郵便局の閉店時刻まで、あと二十分。




「お待たせしました！」

　理香が帰ってきた。

「これ、原稿です！」

　その右みぎ腕うでに抱えたコピー用紙の束を、殆ほとんどぶちまけるような勢いで机の上に置く。

「よし！」

　亨は、頷いた。

「優輝！　封筒出来てるか？」

　叫びつつ、理香の持ち帰ったコピー用紙に綴じ穴を開けてゆく。

「出来てる！　宛名も書いたし、あとは原稿入れて封ふうするだけ！」

「オッケー」

　最終ページまで穴を開け、そして綴じ紐で綴じる。

「これで……」

　優輝の手から封筒を奪うばい取とり、中に原稿を入れる。

「投稿準備、完かん了りよう！」

　言って、時計を見上げる。




　かちっ。

　部室の壁時計が、五月一日、午後四時五十分を指し示した。

　新人賞締切当日。箱内郵便局の閉店時刻まで、あと十分。




「あと、十分……！」

　理香が、絶望的な声を出した。

「む、無理…………ですか？」

「無理って言うな理香！」

　優輝が叫んだ。

「奇跡を起こすのよ！」

「ど……どうやってですか？」

「そっ……それは…………」

　二人の声を聞きつつ、亨は考える。

　箱内郵便局まで、走って二十分はかかる。そして、郵便局が閉まるまであと十分。

「…………」

　どうやれば間に合う？　理香のワープ……は駄だ目めだ。さっきネットカフェとの往復で使ってしまった。ＭＰが足りない。補充する時間も足りない。

　なら……。

　チラ、と優輝の方を見る。こいつの翼で、飛んで行く。そう。これしかない。

　しかし……それでも正直、あと十分足らずではキツい……！

　あと一手……せめてあと一手、何かがあれば……。

「邪じや魔まをするぞ。『世界の卵ユグドラシル』の少年火ひ魅み亨。そして、白しら瀬せ優輝」

　突とつ然ぜん部室の戸が開き、声と共に誰だれかが入ってきた。

「突然の来訪、すまない。三日前は世話になったな」

　亨は、入ってきた人物の方を見た。

「今日は、挨あい拶さつにやってきた」

　人物は、夕暮れの太陽に青のポニーテールを輝かせ、部室入り口に立っていた。

「この度たび、私もキミの家へと引ひつ越こす事となったので、その挨拶を……」

　テティスが、部室に入ってきた。

「よっしゃあああああああああ！」

　亨は立ち上がり、叫んだ。

「あと一手、来たあああああああ！　完成したああああああああああ！」




　かちっ。

　部室の壁時計が、五月一日、午後四時五十五分を指し示した。

　新人賞締切当日。箱内郵便局の閉店時刻まで、あと五分。




「『金枝ミストル：：裂光残影・陽クトウーラ・ホワイト』」

　部室の外、校庭を見下ろす柵さくの前で、テティスは斥せき力りよくを発動した。

「きゃああああああああああああ！」

　全身で吹ふっ飛ばされた優輝は、空中で悲鳴を上げた。

「呑のん気きに悲鳴上げてる場合か、優輝！」

　両腕でその腰こしにしがみつきつつ、原稿の入った小包袋を抱えつつ、亨は叫んだ。

「飛ぶんだよ！」

　部室の前から二人、テティスの技わざをカタパルトにして上空へ発射。

　そして……このまま、郵便局まで、

「全力で、飛べ！」

「お……」

　原稿を抱えた翼の天使は、両手を掲げ、叫んだ。

「『金枝：空想創生アイン・ソフ・オール・光翼降臨フレースベルク！』」




　かちっ。

　携けい帯たい電話のデジタル表示が、五月一日、午後六時を指し示した。

　新人賞締切当日。箱内郵便局の閉店時刻から、一時間経過。




「おお……」

　亨は携帯電話を閉じ、呻いた。

「うおう…………か、身体……身体痛い……腕の擦すり傷きずがうずく……うう」

　優輝の肩かたに担かつがれたまま、帰りの道をよたよたと歩く。

「しっかりしなさいバカ」

「バカって言った……優輝がおれをバカって言った……」

「泣いてんじゃないわよバカ」

　着地に、ミスった。

　郵便局の入り口アスファルトに、ざりざりざり、という擬ぎ音おんと共に墜つい落らくした。

　他人の身体をクッションに使って、優輝は無傷だった。

　優輝はそのまま負傷者を放置し、原稿を抱えて郵便局へ飛び込んでいった。

「ロケットの使用済み燃料みたいに切り離された……」

「言い得て妙みよう」

「感心された……」

「ほら、もう学校に着くから。もうすぐ部室よ。しゃんとしなさいよ」

「傷が……傷が消えない……過去が消えない……」

「傷も過去も消えるわよ！　折角なんだから、キチッと締めなさいよ！」

　部室の戸を、開ける。




　かちっ。

　部室の壁時計が、五月一日、午後六時五分を指し示した。

　新人賞締切当日。箱内郵便局の閉店時刻から、一時間五分経過。




　部室の中で、部長が言った。

「……間に、合ったのか？」




「当然です」

　亨は、頷いた。

　頷いて、机の上に配達伝票の控ひかえと郵便料金のレシートを置く。

　伝票に押された消印は、五月一日。今日。

　レシートに印刷された時刻は、午後四時五十九分。

「ほお……」

　レシートの時刻を見つつ、部長はメガネを上げた。

「苦労をかけたようだな」

「大した事じゃないわよ！　私にかかれば、この程度の奇跡は余裕ね！」

　優輝が一人で胸を張った。

「ありがとう」

　部長は、頭を下げた。

「火魅部員。白瀬部員。黒くろ部べ部員。そして、テティスさん」

「ふむ。私の力がキミらの助けになったのなら、良かった」

「良かったですねえ。部長さん」

「ま、最後は私の力頼だよりだったけどね！」

「ええ」

　亨は、二人の魔族と一人の天使の言葉の後に、頷いた。




「奇跡は、全力で起こすんですよ」
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あとがき







　こんにちは・始めまして。冬樹忍です。おかげさまで「おれと天使の世界創生」二巻を出せる事になりました。二巻も相変わらず読みやすさ重視リビドー全開かつ一冊単体独立可能な内容となっております。是非ご覧ください。




　一巻の発売の頃、イラストを描いていただいている魚さんの結婚式にお呼ばれしてきました。おめでとうございますお幸せに。今後もよろしくお願いいたします。




　そういえばドラクエ９まだやってます。現在すれちがい６６６２人。７０００まであと少し。主に大阪駅や秋葉原駅付近に出没しています。そういう場所で隣の人とガンガンすれちがうのもそれはそれで大変に楽しいですが、旅行先とかでふと見知らぬ人と一人すれちがうのもなかなか風情があっていいものです。広島の宮島口駅・レインボーブリッジのタクシーの中・滋賀琵琶湖の竹生島・神奈川の高速道路走行中・水戸駅駅前ホテルの部屋内などなど。道行く人の手元に人生とドラクエ。感慨深いですね。




　最近は自前の魔王地図をゲットする為にモンスターバトルロードまで始めました。家庭用ゲームでは無いのでプレイするにはゲームセンター、つまり公衆の面前へ行く必要があります。人気のない夜時間帯を狙うのがコツです。昼間にやったら小学生がワサワサ集まってきて生きた心地がしませんでした。その状態でこの機械は「勇気をもってつばぜり合いを仕掛けるんだ！」とか宣言しやがります。つばぜり合いってのは筐体のど真ん中に据え付けられたカッチョいい剣を伝説の勇者よろしく握り締めたその後に本体のボタンを勇壮にバンバン叩く作業だそうです。こりゃあ確かにハンパねえ勇気が必要だわ。発掘した魔王地図はすれちがい通信でばら撒いてます。発見者が「たまなま」になっている地図を受け取った方はそれひょっとして私のかもしれません。よろしく。次のコミケ会場でも多分撒いてます。主人公名「トオル」・「ユウキ」・「フユキ」以上三ロム使用です。なんで三つも持ってるんだよおっかねえ。中でもトオルくんはユウ・ミク・アサギと共に世界を救った歴戦の勇者です。なんで自作キャラ作ってんだよおっかねえ。あ、ユウはいついかなる時もネコミミ装備を外さない賢者、ミクは無表情でごっついハンマーをぶん回すデストロイヤー、アサギは回復を一任されつつもその場の気分でテキトーに酒場に引っ込んだりする気分屋さんです。なんでキャラ設定バッチリなんだよおっかねえ。他の連中は基本酒場でクダまいてます。なんでパーティ入らないキャラまで作ってんだよおっかねえ。ちなみにユウキの方の仲間は今のところアヤカとリカの二人です。二巻発売と同時にテティスさんも製作予定です。




　そんな風にコミケにもけっこう行っています。最初は友人との同窓会ついでだったんですけど最近は買い物すらあまりせず参加自体が目標みたくなって来ました。去年辺りから会場徒歩圏のサンルートホテルに宿泊する事を覚えました。前泊～後泊までの四泊五日シングルルームでずっと一人ですおっかねえ。部屋の窓から見える朝日はまるで刹那の宝石のようです。ちなみに夏と冬では日の出の位置が違うんですね。当然の事ですけど体験しなければ実感できない事というのはこの世には結構あるもんです。




　という訳でページも尽きましたのでこの辺りで。この度は手に取って頂いてありがとうございました。出来ましたら次もよろしくお願いいたします。




　２０１０年　４月12日


冬樹忍


















◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８



（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部


冬樹 忍先生／魚先生
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